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は じめに

本書 は、企業間異機種 コ ンピュータ接続 によるファイル転送(所 謂、電子 データ交換:

EDI)を 実現す ることを 目的 として開発 された 「新手順」の仕様を まとめたものです。

以下、 この ファイル転送用手順 をrF手 順」 と称 します。

F手 順 は国際標準プ ロ トコルで あるOSI/FTAMを 採 用 した通信手順であ り、既 に

平成3年7月 に 「ファイル転送用手順(F手 順)仕 様書(Ver.1.0=暫 定版)」(以 下、

V1と 称 します)を 関係者 に公開 しま した。 その後、平成4年6月 に開催 されたEDIC

OM'92に 於 いて接続実験(デ モ)を 行 い、仕様検 討を重ね て きま した。その後、 その

検討結果 をま とめ、平成5年1月 に 「ファイル転送用手順(F手1順)仕 様書(Ver.2.0)」

(以下、V2と 称 します)と して発行 しま した。

以下 に、V1とV2の 変更点 の具体的内容 を示 します。

(1)仕 様規定範囲の見 直 し

V1で 登録 されていた仕様検討対象項 目の中か ら、 フ ァイル転送サー ビスに直接関

係 せず、かっ利用者のニーズによ りサ ー ビス内容が異 なるローカルな機能にっ いて は

対象項 目か ら削除 し、V2で はフ ァイル転送サー ビスに関係す るベ ンダ共通 なサー ビ

ス機能 について仕様を規定す る ことと しま した。

〔削除 されたサ ー ビス機能 の具体例〕

① フ ァイルのバ ックア ップ

② ファイルの種別管理

③ 暗号化

④ ファイル破棄基準

⑤ ファイル転送順序 チ ェック

⑥ 休 日情報交換

⑦ 最終相手先の識別

② 仕様の詳細化

フ ァイル転送サー ビスに直接関係する機能を 「標準機能」 と 「オ プシ ョン機能」 に

再度分類整理す るとともに、各機 能の詳細 な仕様を規定 しま した。

〔詳細化 された仕様 の具体例〕

① サポー ト回線の拡大

V1で はサポー ト回線を特 に規定せず、OSI実 装規約 に規定されている全ての

回線(但 し、LANを 除 く)を 「使用可能」な回線 と して位置づ け、特にサ ポー ト

必須回線種別を規定 しませんで した。V2で はユ ーザの要望に応 え、F手 順製品 間

の接続性確保のために、電話網、データ交換網(パ ケ ッ ト,回 線交換)、ISDN

(パ ケ ッ ト,回 線 交換)、 専用線の中か ら、特にISDNの 回線交換をサポー ト必

須扱 い としま した。他 に、4種 のLAN(CSMA/CD,ト ーク ンバス,ト ーク

ンリング,FDDI)を オ プシ ョンと して追加 しま した。



② 代表名 によるフ ァイル読 出 しの充実

V1で は同一 フ ァイルIDを 持つ複数の フ ァイルの読出 し順序 については、特 に

規定 しませんで した。V2で は相互運用性確保のため に、応答側で未送信 フ ァイル

の選択方法 と して、サイ クルIDの 昇順にフ ァイル を選択す ることを基本動 作 とし

て規定 しま した。

③ エラー詳細 コー ドの設定

F手 順 プロ トコル上のエラー詳細 コー ドにっ いては、V1で は類似 のFTAMの

エラーコー ドにマ ッピングさせて いたが、V2で はエ ラー項 目とプロ トコル上のエ

ラー詳細 コー ドにつ いて見直 し、FTAMと して は認め られている方法でF手 順固

有のコー ドを定義 しま した。 また、エラーメ ッセ ージ(英 文)も オプ ションと して

定義 しました。

④ 二重交換防止機能の改善

V1で は強制的 にフ ァイルの二重交換を行 う場合 、事前 に相手側 に電話 して、オ

ペ レータ操作を行 い、 フ ァイル管理状態を送信 前 に戻 した後に、再度 ファイル転送

を実行する方法 をルール化 していま した。V2で はこの機能 に加 え、 自動 的に ファ

イルの二重交換を可 能 とす る機能 を追加 し、かっ フ ァイル毎 に二重交換防止要 ・不

要の指定を可能 に しま した。

⑤ プロフ ァイルの拡張

V2で はパ ソコンレベルでの普及促進を考慮 して、主 と してメイ ンフ レームを対

象 とした 「標準プロフ ァイル」と、パ ソコ ンを含む主 と して メイ ンフ レーム以外 の

コンピュータを対象 とした 「縮小 プ ロファイル」の2っ のサ ポー トレベルを新 たに

設 け、併せ て必須項 目の見直 しを行いました。 この 「縮小 プ ロフ ァイル」 は 「標 準

プロファイル」の完全なサブセ ッ トとなっています。

⑥FAI仕 様(旧UAI仕 様)の 設定

V1で は実装者 を対象 と して、FTAMの 複 雑なプ リミテ ィブイ ンタフェースを

UAP開 発者か ら隠蔽 し、"FTAMを 知 らな くて もシ ンプルなイ ンタフェースを

介 して、間接的にFTAMを 利用す る"た めに この イ ンタフェースを設 けま したが 、

その後の検討の結果 、ユ ーザ にも有用 との判断で、V2で は実装者 に加えユーザか

らも参照可能な仕様 と しま した。

なお、その後 も必要 な改版を行ない、今回、V2.3を 発行す ることとな りま した。V

2.3の 主な追加内容 は以下の とお りです。

① サポー ト回線の追加

F手 順利用環境 の変化 に対応するために以下の通信回線をオ プシ ョンと して追加 サ

ポー トしました。

・TCP/IP(LAN)

・フレーム リレー網

・ATMセ ル リレー網

②F手 川頁仕様に対す る版数(バ ー ジョン番号)の 設 定

前バー ジ ョンまでは各 ドキ ュメ ン ト毎に版数を付 与 して いま したが、 これをF手 順



仕様 に対す る版 数 に改めます。それにより、各 ドキ ュメ ン ト毎の版数付与は廃止 し、

その代わ りに ドキ ュメ ン ト管理番号(F-M**)に 枝番を付けて管理を行 うことと

しま した。

今後 ともF手 順の改善 を必要 に応 じ、実施 して行 きた いと考 えてお ります。

最後 に、本F手 順 の開発に ご協力を頂 きま した 「新 手順検討委員会」の委員、rF手 順

ワーキ ンググループ」の委員、及び関係者各位に感謝 の意を表 します。

財団法人 日本情報処理開発協会

産業情報化推進セ ンター
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管理番号IF-M・1-・1

OSl準 拠仕様

フ ァイル転送用手順(F手 順)

本仕様 は、OSlの1～4層 に対す る適用基準及び実装規約 を記述 したもので

あ る。

版 発 行 年 月 日 摘 要
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2 平成4年12月19日 Ver.2.0発 行

3 平成5年6月29日 Ver.2.1発 行

4 平成6年3月3日 Ver.2.2発 行

5 平成8年3月1日 F-MO1-01発 行

6

7



●

●



ネ ッ トワー クプ ロ トコル仕 様

目 次

1

り
乙

う
◎

刀
持

適用実装規約

実 装規約 の使用規定

TCP/lPサ ポー ト

上位 プ ロ トコル との関連

-

り
乙

Q
U

り
0



●

●



1.適 用実装規約

本仕様書で は、エ ン ドシステム相互 間の通信を実行するために各 エ ン ドシステムが実装 すべ き下位

4層 に関す るプロ トコル仕様を記述す る。

本手順 は、OSI下 位層(WAN下 位層,LAN下 位層)実 装規約 に準拠す るものである。

実装規約にっいては、実装規約 のバ ー ジョンによ り下記のいず れか の規約を使用す る。

なお、異な るバ ージ ョンによる相互接続 は、下記の改版情報 に基づ いた特定 の制約範囲 内で可能で

ある。

実装規約V2.0

JISX5003-1987WAN下 位 層 実装 規 約V2.O

JISX5003-1987LAN下 位 層実 装 規 約V2.0

実装規約V3.0

JISX5003-19870SI下 位 層TCJ/TDJ実 装 規約V3.O

JISX5003-19870SI下 位 層TAJ実 装 規約V3.0'

実装規約V4.0

JISX5003-19870SI下 位 層TCJ/TDJ実 装 規 約V4.O

JISX5003-19870SI下 位 層TAJ実 装規 約V4.0

1一



2.実 装 規 約 の使 用規 定

本 手 順 にお け る下 位4層(ト ラ ンス ポ ー ト層 、 ネ ッ トワー ク層 、 デ ー タ リンク層 、物 理 層)の 使 用

範 囲 は 、 「1.適 用実 装 規約 」で 示 した 実 装 規 約の 必 須機 能 を 満 た す もの とす る。

下 記 ネ ッ トワー クプ ロ トコルの うち、ISDN/回 線交 換 モ ー ドサ ー ビス/Bチ ャネル の サ ポ ー ト

は必 須 で あ り、そ れ以 外 の ネ ッ トワ ー ク プ ロ トコル にっ いて はサ ポ ー トは任 意 で あ る。

適用可能な回線種別

ネ ッ トワー ク種 別 備 考

パケ ット交換網/ア ナログ専用線経 由

パ ケ ット交換網/デ ィジタル専用線経 由

ディジタル網/専 用線

ディジタル網/回 線交換

アナログ網/専 用線

アナログ網/電 話

ISDN/回 線交換モー ドサー ビス/Bチ ャネル サ ポー トが必須

ISDN/回 線交換モー ドサ ー ビス/Hチ ャネル

ISDN/Dチ ャネ ル ア クセ ス/Q.931不 使用

ISDN/Dチ ャネ ル ア クセ ス/Q.931使 用

ISDN/Bチ ャネル パ ー マ ネ ン トア クセ ス/Q.931不 使 用

ISDN/Bチ ャネ ルパ ーマ ネ ン トア クセ ス/Q.931使 用

ISDN/Bチ ャネ ルデ マ ン ドア クセ ス

LAN/CSMA/CD

LAN/ト ー ク ンパ ッ シ ングバ ス

LAN/ト ー ク ン リング

LAN/FDDI

フ レーム リ レーデ ー タ網/PVC

ATMセ ル リレー網/PVC

一2一



3.TCP/lPサ ポ ー ト

本 手順 で は、TCP/IP上 にOSIを 実 装 す る ことで 、TCP/IPを オ プ シ ョナ ル サ ポ ー トと

す る。

TCP/IP上 のOSI実 装 方 法 は、IAB(注1)がRFC1006(注2)と して制 定 した、

TCP/IP上 にOSIシ ス テ ムを実 装 す る規約 に準 拠す る。

(注1)IAB:イ ンタ ー ネ ッ ト標 準 化 委 員会

(注2)RFC1006:ISOTransportServiceontopoftheTCPVer.3May1987

上記規約の実装 は製品提供 メーカー間で異 なることがあ るため、本手1順で は下記のパ ラメタガイ ド

で示す相互接続値 を推奨 す る。 なお、必ず しもこのパ ラメタガイ ドは相互接続時のパ ラメタ値 を強制

す るもので はない。

TCP/IP利 用 時のパ ラメタガイ ド

項 番 項 目 相 互 接 続 値

1 IPア ドレス ア ドレスは任意 とす る

2 TCPポ ー ト番号 RFC1006に 従 う

(サ ーバ ポー ト番号 は102、 ク ライ ア ン トポ ー ト

番号は任意とする)

3 トラ ンス ポー トクラ ス RFC1006に 従 う

4 CR-TPDU

CC-TPDU

利 用 者 データ・フィールド 使用 しない

優先 データ 使用 しない

(注3) 折衝方法は次の方法を推奨する
(1)ク ラ イ ア ン ト

CR-TPDUに パ ラメタは原則付与 しない

CC-TPDUの パ ラメタは無視 して もよい

(エ ラー にす べ きで はな い)

(2)サ ーバ

CR-TPDUの パ ラメタは無視 して もよい

(エ ラー にす べ きで はな い)

CC-TPDUに パ ラメタは原 則付与 しない

5 最大TPDU長 2046オ クテ ッ トで折衝 す る

(注3)

(注3)「 優 先デー タ」 と 「最大TPDU長 」 は確実 に相互接続で きる値 を推奨値 と した。

上記推奨値 を採用すれば多 くのケースで接続上の問題を回避で きる。

4.上 位プ ロ トコルとの関連

本仕様書 で記述す る下 位プロ トコル(OSIの1～4層)は 、ネ ッ トワー ク技術の発展 によ り、今

後仕様の拡大、変更が実施 され る可能性が あ る。その場合、rF手 順 一プロ トコル実装要求仕様」に

記述す る上位 プロ トコル(OSIの5～7層)の 仕様 に影響 はな く、下位 プロ トコルを差 し替 えるこ

とで対応 で きる。
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管理番号 F-MO2-Ol

OSl準 拠仕様

フ ァイル転送 用手順(F手 順)

仕 様 の 概 要

本仕様 は、FTP(フ ァイル転送 システム)及 びUAPの 「F手 順固有 プ ロセ

ス」の一部の機能について記述 した ものである。

版 改版年月 日 摘 要

1 平成3年7月1日 暫 定版 発 行(Ver.1.0)

2 平成4年12月19日 Ver.2.0発 行

3 平成5年6月29日 Ver.2.1発 行

4 平成6年3月3日 Ver.2.2発 行

5 平成8年3月1日 F-MO2-01発 行
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目 次

1.転 送制御 情報

1.1概 要

1.2転 送 制御情報の内容

1

1

9
ム

2.転 送 フ ァイ ル

2.1仮 想 フ ァイル

2.2フ ァイル 名

2。3フ ァ イル転 送 処 理

5

5

7
-

7

3.FTPの 基本 動 作

3.1 基 本 的 な転 送 シ ーケ ンス

3.1.1転 送 シーケ ンス

3.1.2イ ベ ン ト通知 時期

3.2FTPの 処 理 ・動 作 順 序

3.3FTPの 転 送 処 理 マ トリクス

3.3.1発 生 事 象

3.3.2転 送 サ ー ビス状 態

3.3.3FTP転 送処 理 マ トリクス

3.4転 送 フ ァイル の状 態 遷 移

3.4.1発 生 事 象

3.4.2転 送 フ ァイル状 態

3.4.3転 送 フ ァイル の状 態 遷移 図

3.4.4転 送 フ ァイル状 態 と着信 転 送 の 扱 い

8

8

8

9

0

2

2

3

4

7

7

8

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

4.転 送 シ ーケ ン ス

4.1転 送 管理 機能 の 転 送 シー ケ ンス

4.1.1フ ァイ ル転 送 基 本 機能

4.1.2マ ル チ フ ァイル転 送

4.1.3代 表 名 に よ る フ ァイ ル読 出 し

4.1.4ゼ ロ件 デ ー タ転 送

4.1.5デ 一一ー夕転 送 の 強制 中断

4.2運 用 管 理 機 能 の転 送 シーケ ンス

4.2.1二 重 交 換 防止

4.2.2転 送 許 可 時 間

23

3

3

7

0

3

5

6

6

7

2

2

2

3

3

3

3

3

3



4.2.3送 信 ・受 信 フ ァイル状 況 確認

4.3セ キ ュ リテ ィ管 理 の 転送 シーケ ンス

4.3.1起 動 側識 別

4.3.2応 答 側 識 別

4.3.3起 動 者 の認 証(起 動 者 パ ス ワー ド)

4.3.4ア クセ ス制 御(フ ァイ ル ア クセ スパ ス ワー ド)

4.4障 害 管理 の 転 送 シー ケ ンス

4.4.1フ ァイ ル成 立 管理

4.4.2障 害処 理

4.4.3再 送

9

6

6

7

8

9

0

0

4

8

3

4

4

4

4

4

5

5

5

5

付録AFAI、 転送制御情報、FTAMパ ラメ タとの関係 60

付 録Bエ ラ ー コ ー ド表 6了

付 録CJOUG-1ド キ ュメ ン ト型(JOUGレ]一 ドファ仙) 69



1転 送 制 御 情 報

ll概 要

転 送 制御 情 報 は、 本 手 順 を制 御 ・管 理 す るた めの 各 種情 報 で あ る。

転 送 制御 情 報 は、UAPお よ びFTPに よ り登 録 、 更新 、 参 照 、 削除 さ れ る。

(1)転 送 制 御 情 報 の 概 略

転 送 制 御 情 報 には 、 静 的 情報 と動 的 情報 とが あ る。

静的 情 報 ・ ・UAPで 登 録、 更 新 、 参照 、 削 除 す る情 報(運 用 中 は 参 照 の み)。

動 的 情 報 ・ ・FTPが 運 用 中 に更 新 す る情 報

静 的 情 報 と動 的 情 報 は 同一 レコー ドに して も、 別 レコ ー ドに して も良 い。

(2)転 送 制 御 情 報 内 の 識 別情 報

① 相 手 先 コ ー ド

ア ソ シエ ー シ ョ ンを確 立 す る た めの 相手 先 の情 報 は、 相 手PSAPに 該 当す る コ ー ドを設 定 す る。

② 自己 コー ド

ア ソ シエ ー シ ョ ンを確 立 す るた め の 自己側 の 情報 は、 自己PSAPに 該 当 す る コー ドを設 定 す る。

な お、 自 己PSAPは 起 動 側 用 と応 答 側 用 を別 々 に定義 して も よい。

③ ファイル名

転 送 フ ァ イル を 仮 想 フ ァイル で認 識 す る。

(3)転 送 制 御 情報 の種 類

転 送 制御 情 報 は次 の3種 類 の情 報 か ら成 る。

① 相 手 先 情 報

② フ ァイル 情 報

③ 転 送 要 求情 報

転 送 制 御 情 報 の 内 容(イ ンタ フ ェー ス詳 細)に つ い て は 『FTPア クセ ス イ ンタ フ ェ

ー ス(FAI)仕 様 』 を参 照 され た い。

(4)転 送 制 御情 報 とFAI、FTAMパ ラ メタ との関 係

転 送 制御 情 報 とFAIの 転送 制御 情 報 ア クセ ス イ ンタ フ ェー ス との関 係 及 びFTAM

パ ラ メタ との関 係 に つ いて は付 録Aに 示 す 。
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1.2転 送 制 御情 報 の 内容

こ こで は転 送 制御 情 報 の 内容 を示 す(重 要 項 目の み)。

① 相手 先 情 報

相 手先 情 報 の 内容 を 下表 に示 す。

情 報 名 相手先情報

項 目 名 説 明 備考

リンク識 別 子 FAIが 相 手 先 を 識 別 す るた め の情 報 及 び

フ ァイ ル情 報 との 対 応 を と るた め の情 報

自 己 コ ー ド FTAM利 用宣 言 時 に指 定 した 自己PSAPを 推 奨

相 手 先 コー ド 相 手PSAPを 推 奨

転送許可 時間帯 転送許 可の開始転送時刻 と転送終了時刻を

指定

省略可能

ゼ ロ件 デ ー タ指 示 デ ー タが ゼ ロ件 の 場 合 の扱 い

F

T

A

M

固

有

機能単位 読出 し/書 込み 両方指定

も可能

起動側識別 起動側 識別情報

起 動者 パ ス ワー ド フ ァ イ ル ス ト ア パ ス ワ ー ド

応答側識別 応答側 識別情報

ドキ ュ メ ン ト型 リ ス ト 使用 可 能 な ドキ ュ メ ン ト型 名(最 大3個)
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② フ ァイル情 報

フ ァイ ル情報 の 内容 を 下 表 に示 す 。

情 報 名 フ ァイ ル情 報

項 目 名 説 明 備考

リン ク識 別 子 相 手 先 情 報 との対 応 を とる た め の情 報

フ ァ イ ル 名 フ ァ イ ルIDと サ イ ク ルIDを 指 定 2.2節

参 照

実 フ ァイ ル情報 実 フ ァイ ル との 対応 を とるた め に必 要 な情

報 を 指 定

設定任意

転送許可時間帯 転送許可の開始転送 時刻 と終了転送時刻を

指定
省略可能

送 受 信 モ ー ド 送 受 信 の フ ァイル種 別 を設 定

代 表 名 に よ る読 出 し指示 代 表 名 に よ る読 出 しの要 否 を 設 定

F

T

A

M

固

有

処 理 モ ー ド 読出 し/置 換

ドキ ュ メ ン ト型 JOUG-1、INTAP-1ま た は

FTAM-3

最 大 レ コ ー ド長 最 大 レ コ ー ド 長

JOUG-1,INTAP-1で は32K(32,767)オ クテット(但 し,

データが32Kオ クテットを超 える場 合{1、32Kオ クテット

単 位 にレコ斗 を分 割 する)

FTAM-3で は7K(7,168)オ クテフト.

レ コ ー ド形 式 可変長/固 定長

デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト識 別

子

ドキ ュ メ ン ト型 にJOUG-1を 使 用 す る

と き の デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト識 別 子 を 指 定

フ ァ イ ル ア ク セ ス パ ス ワ

ー ド
フ ァ イ ル ア ク セ ス パ ス ワ ー ド
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③ 転送要求情報

転送要求情報 の内容を下表に示す。

情 報 名 転送要求情報

項 目 名 説 明 備考

リンク識 別 子 相 手 先情 報 との対 応 を と る ため の情 報

転送識別子 転 送 を識 別 す るた め の情 報

転 送 開始 後 の ア ク シ ョ ンに使 用

フ ァ イ ル 名

(マ ル チ フ ァ イ ル 時 は 複 数)

フ ァ イ ルIDと サ イ ク ルIDを 指 定 2.2節

参 照
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2.転 送 フ ァ イ ル

2.1仮 想 フ ァ イ ル

① フ ァ イ ル 構 造

フ ァ イ ル は0個 以 上 の デ ー タ 単 位(DU)の 集 ま り と し て モ デ ル 化 す る 。 仮 想 フ

ァ イ ル で は 、 こ の デ ー タ 単 位 間 の 関 係 を 木 構 造 を 用 い て 表 現 す る 。 こ の 木 構 造 を 、

フ ァ イ ル ア ク セ ス 構 造 と 呼 ぶ 。

本 手 順 で は 、 非 構 造 の み サ ポ ー トす る 。

② コ ン ス ト レ イ ン トセ ッ ト

汎 用 性 を 考 え て 作 ら れ て い る 階 層 構 造 を 、 サ ポ ー ト範 囲 に 合 わ せ て 制 約 す る も の

を コ ン ス ト レ イ ン トセ ッ ト と 言 う 。 コ ン ス ト レ イ ン トセ ッ トで は 構 造 の 制 約 や 動 作

の 既 定 値 を 定 義 し て い る 。

本 手 順 で は 、 基 本 標 準 で 定 義 さ れ て い る"非 構 造"の み サ ポ ー トす る 。

非 構 造 コ ン ス ト レ イ ン トセ ッ トは 一 番 根 に あ る ノ ー ド(根 ノ ー ド)が 唯 一 の ノ ー

ド と し て 存 在 し 、 そ こ に ア ク セ ス の 最 小 単 位 で あ る デ ー タ 単 位(DU)が 唯 一 存 在

す る 構 造 で あ る 。

FADU

根 ノ ー ド

○

DU

・ フ ァ イ ル は1個 のDUか ら な る(DUは フ ァ イ

ル の 全 デ ー タ に 相 当)

・DUは0個 以 上 の 複 数 の デ ー タ 要 素(DE)か

ら な る

・DUが 空 の 場 合(デ ー タ が 存 在 し な い)が あ る

・ ア ク セ ス で き る 動 作 読 出 し/置 換/拡 張

図2.1非 構 造 ファイル

③ ド キ ュ メ ン ト型

仮 想 フ ァ イ ル の デ ー タ 内 容 を 規 定 す る 抽 象 構 文 が 必 要 と な る 。 コ ン ス ト レ イ ン トセ

ッ ト と 抽 象 構 文 の ペ ア を ド キ ュ メ ン ト型 と し て 規 定 し て い る 。

本 手 順 で サ ポ ー トす る ドキ ュ メ ン ト型 を 以 下 に 示 す 。
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ドキュ〃 ト型:JOUG-1(*)

コ ン ス ト レ イ ン ト セ ッ ト 非構造

デ ー タ 要 素 順 編 成 バ イ ナ リ レ コ ー ド フ ァ イ ル

概 要 ・ファイル全 体 を1つ の データ単 位(DU)と し て 管 理 す る

・ファイル全 体 の読 出 し/置 換/拡 張 が 可 能 で あ る

・データは 複 数 の レコードか ら 成 っ て お り 、 転 送 構 文 上 も レコード

が 保 証 され る
・データは バイナリデータ と し て 扱 わ れ る

・転 送 ファイル内 容 の 表 示 可 能 な パラメタ(データフォーマット識 別 子)

を持 つ

使 い 方 ・レコードの 概 念 に お い て 、 一 括 に データの 転 送 を 行 う 。

実 ファイルの レコードと 転 送 構 造 上 の レコードと の マッピングは 、

ローカルマターで あ る が 、1対1に 対 応 さ せ れ ば 互 い の システム

で レ]一ドを 認 識 で き る 。

・データフォーマット識 別 子 に よ りEDIフ ォーマットを 識 別 で き る 。

注)(*)本 ドキュメント型 の 定 義 は 付 録Cを 参 照 の こ と

ドキュ〃 ト型:INTAP-1

コ ン ス ト レ イ ン ト セ ッ ト 非構造

デ ー タ 要 素 順 編 成 バ イ ナ リ レ コ ー ド フ ァ イ ル

概 要 ・ファイル全 体 を1っ の データ単 位(DU)と し て 管 理 す る

・ファイル全体 の読 出 し/置 換/拡 張 が 可 能 で あ る

・データは 複 数 の レコードか ら 成 っ て お り 、 転 送 構 文 上 も レコード

が 保証 され る
・データは バイナリデータと し て 扱 わ れ る

使 い 方 ・レコードの 概 念 に お い て 、 一 括 に データ の 転 送 を 行 う 。

実 ファイルの レコードと 転 送 構 造 上 の レコードと の マッピングは 、

ローカルマターで あ る が 、1対1に 対 応 さ せ れ ば 互 い の システム

で レ]一ドを 認 識 で き る 。

ドキュメント型:FTAM-3

]ン ス ト レ イ ン ト セ ッ ト 非構造

デ ー タ 要 素 非 構 造 バ イ ナ リフ ァ イル

概'要 ・フ了イル全 体 を1つ の データ単 位(DU)と し て 管 理 す る

・ファイル全 体 の 読 出 し/置 換/拡 張 が 可 能 で あ る

・データは バイナリデータと し て 扱 わ れ る

●

使 い 方 ・レ]一ドの 概 念 は な く 、 データ単 位 を さ ら に 分 割 す る 場 合 、

そ の 境 界 は 利 用 者 の 責 任 で 認 識 し な け れ ば な ら な い
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2.2フ ァイ ル名

フ ァイ ル 名 は フ ァイ ルIDと サ イ クルIDか らな る16文 字 で 構 成 す る。 ファイ ルI

Dは 英数 字 お よ び特 殊 記号 か らな る12桁 で 構成 す る。UAPで は この フ ァイルIDの

中に 空 白 を含 まな い12桁 以 内 の 文 字 を指 定 す る こ とが で き る。UAPで12桁 に満 た

な い フ ァイ ルIDを 指定 した 場 合 にはFTPが 後 に空 白 を補 って12桁 にす る。
`

サ イ クルIDは4桁 の10進 数 で構 成 す る が、す べ て に0(0000)を 指定 す る こ

とはで きな い。 また 、 サ イ クルIDを 使 用 しない場 合(サ イ クル 管理 を行 わ ない 場 合)

は4桁 の 空 白 を設 定 す る。

2.3フ ァイ ル転 送 処 理

本 手 順 に従 った フ ァイル 転 送 処理 を説 明 す る。

(1)FTAMの サ ー ビス

① サ ー ビス レベ ル

FTAMサ ー ビス に は、 誤 り回 復処 理 の 提供 形 態 に2つ の レベ ルが あ る。

・外 部 フ ァイ ル サ ー ビス … 一 般 のFTAMサ ー ビス

・内 部 フ ァイ ルサ ー ヒス …FTAM誤 り回 復 プ ロ トコル機 械(FERPM)

が 利用 す る サ ー ビス

本手 順 では 、 「誤 り回 復 機 能 」 は サ ポ ー トしな い。

② サ ー ビス ク ラス

・起 動 側 … 常 に、 転 送 クラ ス のみ を指 定す る。

・応 答 側 … 起 動 側 要 求 に転 送 ク ラスの 指定 が な い 場 合 は異 常 応 答

(F-INITIALIZE応 答)ま た は、F-U-ABORTを 返 す。

③ グル ー ピ ン グにつ い て'

FTAMに お け る グル ー ピ ングの機 能 は複 数 の独 立 した プ リ ミテ ィブ を グル ー

プ化 す る こ とに よ り、 プ ロ トコ ルを簡 略 化 し複 数 の レジ ーム を一 回 の交 換 で 確 立

す る こ とが で き る。

F-BEGIN-GROUP

F-SELECT

F-OPEN

F-END-GROUP

F-BEGIN-GROUP

F-CLOSE

F-DESELECT

F-END-GROUP

図2.2グ ル ー ピ ン グ の 考 え 方

一7一



3.FTPの 基 本 動 作

3.1基 本 的 な 転 送 シ ー ケ ン ス

3.1.1転 送 シ ー ケ ン ス 、

FTPと 関 連 す るUAP、FTAMを 含 め た 基 本 的 な 転 送 シ ー ケ ン ス を 以 下 に 示 す 。

回
転送開始要求

アソシエーション

確 立/失 敗

←

↑

先

頭

フ

ァ

イ

ル

転送開始

正常/失 敗

←

転送終了

↓

↑

複 数

フ ァ イ ル

↓

←

アソシエーション

解 放

←

口
起動側

回

「

二

仁

∫

回[三]

F-INITIALIZE

F-INITIALIZE

F-SELECT/OPEN

F-SELECT/OPEN

F-WRITElF-READ

F-DATA

F-TRANSFER-END

←

F-CLOSE/DESELECT

F-CLOSE/DESELECT

F-TERMINATE

F-TERMINATE

図3.1転 送 シ ー ケ ン ス

ー8一

応答側

コ
L

コ
L

コ
ニ

コ
L

回

トンペイ

トンベイ

トンベイ

トンペイ

ー

アソシエーション

確 立/失 敗

→

転 送開始

正常/失 敗
→

転送終了 ●

→

アソシエーション

解 放

→



3.1.2イ ベ ン ト通 知 時 期

FTPか らUAPへ の イ ベ ン ト通 知 の 時 期 を以 下 に示 す 。

① ア ソ シエ ー シ ョ ン確 立

起 動 側 の ア ソ シエ ー シ ョ ン確立 はF-INITIALIZE確 認 を受 信 後 に通 知

す る。

応 答 側 の ア ソ シエ ー シ ョ ン確立 はF-INITIALIZE応 答 を 送信 後 に通 知

す る。

② ア ソ シエ ー シ ョ ン失 敗

起 動 側 の ア ソ シエ ー シ ョン失敗 はF-INITIALIZE確 認 を 受 信 後 に通 知

す る。F-INITIALIZE確 認 後 にF-U-ABORT要 求 を 送 信 す る場 合

はF-U-ABORT送 信後 にUAPに 通知 す る。

応 答 側 の ア ソ シエ ー シ ョ ン失敗 はF-INITIALIZE応 答 を 送信 後 、 ま た

はF-U-ABORT指 示受 信後 に通 知 す る。

③ 転 送 開始 正 常/失 敗

起 動 側 の 転 送 開始 正 常/失 敗 はF-SELECT/F-OPEN確 認 を受 信後 に

通 知 す る。

応 答 側 の 転 送 開始 正 常/失 敗 はF-SELECT/F-OPEN応 答 を送 信 後 に

通 知 す る。

④ 転 送 終 了

起 動 側 の 転 送 終 了 はF-CLOSE/F-DESELECT確 認 を受 信 後 に通 知

す る。

応 答 側 の 転 送 終 了 はF-CLOSE/F-DESELECT応 答 を送 信 後 に通 知

す る。

⑤ ア ソ シエ ー シ ョ ン解 放

起 動 側 の ア ソ シエ ー シ ョ ン解放 はF-TERMINATE確 認 を 受信 後 に通 知 す

る。

応 答 側 の ア ソ シエ ー シ ョ ン解放 はF-TERMINATE応 答 を 送信 後 に通 知 す

る。
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3.2FTPの 処 理 ・動 作 順 序

「3.1基 本 的 な 転 送 シ ー ケ ン ス 」 で 示 し た 動 作 シ ー ケ ン ス を 用 い て 、FTPの 起 動

要 因 ご とに処 理 ・動 作 川頁序 を示 す。

回
転送

開始要求

アソシエーソヨン

←

要求
一 ①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

一シ ョン

/失 敗

イベント

続 く)一 一 ・一 ー 一

口
起動側

国
① 転 送 要 求 の構 文 チ ェ ック

② 転 送 要求 ・状 態情 報読 込 み

③ 相 手 先情 報 誌込 み

④ 相 手 先]一ド/自己]一ド設 定

⑤ 起 動 側識 別 子設 定

⑥ パ ス ワー ド設定

⑦ 機 能 単位/ドキュメント型 設 定

⑧FTAMに 転送 要 求一

「 一
① ステータス確認

②応答側識別子確認

③ イベ ン ト通 知一

回

F-INITIALIZE

F-INITIALIZE

口
応答側

一①相 手 先
コー ド識 別

② 相 手 先情 報 読 込 み

③ 起 動 側識 別 子 確認

④ パ ス ワー ド確 認

⑤ 機 能単 位/ドキュメント型 確 認

⑥ 転 送要 求 ・状 態情 報 作 成

⑦ 応 答側 識 別 子 設定

⑧ ステ ー タ ス等 を設 定

⑨FTAMに 応 答要 求

』
⑩イベン ト通知

一

回

アソシエーシ

確 立/

イベント

→
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1

…

…・(続 き)

↑

先

頭

プ

ア

イ

ル

① フ ァ イ ル 情 報 誌 込 み

② フ了イルアクセスバスワード 設 定

③ ファイル名/サ イクルID設 定

④ 処 理 モ ー ド設 定

⑤ ドキ ュ メ ン ト型 設 定

⑥ データフォーマット 識 別 子 設 定

⑦ レ コ ー ド長/形 式 設 定

L

－①
ファイル名/サイクルID確 認

② ス テ ー タ ス確 認

③ イベ ン ト通 知
一

》

① データ読込み/書 出 し

一①
ステー タス確認

一
一①

ステータス確認

F-SELECT/OPEN

転送開始

正常/失 敗

,

F-SELECT/OPEN
`

F-WRITElF-READ

転送開始

正常/失 敗 イベント

●

←|

1

●
←

↓

イベント

一①
ファイル名/サイクルID識 別

② フ ァイ ル情 報 誌込 み

③ ファイルアクセスパスワード確 認

④ 処 理 モ ー ド確 認

⑤ ドキ 、・メ ン ト型確 認

⑥ データフ+マット識 別子 確 認

⑦ レコー ド長/形 式 確 認

⑧ ステ ー タス設 定

』
⑨イベ ン ト通知

一

① 処理 モー ド確認

② データ読込み/書 出 し

一①
ステータス確認

一

② イベ ン ト通知
一 →

転送終了

→

→

一

転送終了

,

F-DATA

` レ

,

F-TRANSFER-END

,
←

F-CLOSE/DESELECT

,

F-CLOSE/DESELECT

(

イベント

イベント

② イベ ン ト通 知
一

↑

i

複 数

フ ァ イ ル

…

↓

アソシエーション

解 放

F-TERMINATE

)

一①
ステータス確認

←

②イベント通知
一

アソシエーション

解 放

レ

F-TERMINATE

`

イベント →

← イベント

一①
ステータス確認

②イベン圏

圭コ ヨ…L冊[=ゴ ト
1(妬r{↓

○ 数 字 はFTP起 動 要 因 別 の処 理 ・動 作 の順 番 を示 す 。

図3.2FTPの 処 理 動 作順 序
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3.3FTPの 転 送 処 理 マ ト リ ク ス

FTPの 転 送 サ ー ビ ス 状 態 は 発 生 事 象 に よ っ て 変 化 す る 。 こ こ で は 、 発 生 事 象 とFTPの 転 送 サ ー ビ

ス 状 態 を 基 に し た 転 送 処 理 マ ト リ ク ス を 示 す 。

3.3.1発 生 事象

発生 事 象 に はUAPの 要 求 によ る事 象(要 求 発行 等)とFTAMの 通知 に よ る事 象 が あ る。発 生 事 象

の概 要 を 次 に 示す 。

(DUAPの 要 求 に よ る事 象(要 求 発 行 等)

UAPの 要 求 でFTPの 転送 サ ー ビス状 態 を変 化 させ る事 象 を以 下 に 分類 す る。 な お、 転送 制 御 情

報 ア クセ ス と結 果取 得 お よ び転 送 状 態 問 い 合 わせ ば 、FTPの 転 送 サ ー ビス状態 を変 化 させ る こ とは

な いの で 、 ここで は 除外 す る。

① 転 送 開始 要求

フ ァイ ル転 送 の開 始 契 機 とな る要 求事 象 で登 録 方 式 と直 接方 式 が あ る

② 転送 キ ャンセ ル

実 行 中 の フ ァイ ル転 送 を取 り消 す ため の 要求 事 象

③ 転送 状 態 セ ッ ト

仕 掛 か り中 フ ァイ ルの 完 了/破 棄 を 行 うた め の要 求 事 象

④ フ ァイ ル状況 問 い合 わ せ/フ ァイル状 況通 知

フ ァイ ル準 備/蓄 積 状 況 問 い合 わ せ 、 フ ァイ ル準 備/蓄 積状 況 通知 の各 要求 事 象

(2)FTAMか ら 通 知 さ れ る 事 象

FTAMの プ リ ミ テ ィ ブ で は 、 指 示/確 認 の 都 度FTPに 通 知 が あ る 。 通 知 を 以 下 に 分 類 す る 。

① ア ソ シ エ ー シ ョ ン 確 立 通 知

起 動 側:F-INITIALIZE確 認

応 答 側:F-INITIALIZE指 示

② ア ソ シ エ ー シ ョ ン 失 敗 通 知

起 動 側 二F-INITIALIZE確 認(エ ラ ー 識 別 子)

応 答 側:な し(F-INITIALIZE内 容 の 不 一 致 は 確 立 通 知 に 含 む)

③ 転 送 開 始 正 常 通 知

起 動 側:F-SELECT確 認/F-OPEN確 認

応 答 側:F-SELECT指 示/F-OPEN指 示

④ 転 送 開 始 異 常 通 知

起 動 側:F-SELECT確 認/F-OPEN確 認(エ ラ ー 識 別 子)

ア ソ シ エ ー シ ョ ン 確 立 後 のF-P-ABORT指 示

ア ソ シ エ ー シ ョ ン 確 立 後 のF-U-ABORT指 示

応 答 側:ア ソ シ エ ー シ ョ ン 確 立 後 のF-P-ABORT指 示

ア ソ シ エ ー シ ョ ン 確 立 後 のF-U-ABORT指 示

⑤ 転 送 終 了 正 常 通 知

起 動 側:F-CLOSE確 認/F-DESELECT確 認

応 答 側:F-CLOSE指 示/F-DESELECT指 示
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⑥ 転 送 終 了 異 常 通 知

起 動 側:F-CLOSE確 認/F-DESELECT確 認(エ ラ ー 識 別 子)

転 送 開 始 後 のF-P-ABORT指 示

転 送 開 始 後 のF-U-ABORT指 示

F-DATA-END指 示(エ ラ ー 識 別 子)

F-TRANSFER-END確 認(エ ラ ー 識 別 子)

応 答 側:転 送 開 始 後 のF-P-ABORT指 示

転 送 開 始 後 のF-U-ABORT指 示

F-DATA-END指 示(エ ラ ー 識 別 子)

F-TRANSFER-END確 認(エ ラ ー 識 別 子)

⑦ ア ソ シ エ ー シ ョ ン 解 放 通 知

起 動 側:F-TERMINATE確 認

応 答 側:F-TERMINATE指 示

転 送 終 了 後 のF-P-ABORT指 示

転 送 終 了 後 のF-U-ABORT指 示

ア ソ シ エ ー シ ョ ン 解 放 は 正 常/異 常 と も 処 理 は 同 じ

3.3.2転 送 サ ー ビス状 態

FTPで は転 送 要 求 ご とに転 送 サ ー ビス と して管 理 す る。 転 送 サ ー ビスの状 態 はFTPへ の事 象 に よ

って変 化 す る。 これ を 転 送 サ ー ビス状態 と呼ぶ 。

(1)起 動側 の転 送 サ ー ビス状 態

起 動 側 の転 送 サ ー ビス状 態 を 以 下 に分類 す る。

① 無 処理 状 態

転 送 開始 前 の状 態 、 ま た は転 送 サ ー ビス は未 発生 状 態

② 転 送 ア ソ シエ ー シ ョ ン確 立 通知 待 ち

転 送 のF-INITIALIZE要 求 を発 行 依 頼後 の応 答待 ち状 態

③ 転 送 開始 通 知 待 ち

F-SELECT要 求/F-OPEN要 求 を 発 行依 頼 後 の応 答 待 ち状 態

④ 転 送終 了 通 知 待 ち

F-READ要 求/F-WRITE要 求 を 発 行依 頼 後 の 応答 待 ち状態

⑤ ア ソ シエ ー シ ョ ン解 放 通知 待 ち

F-TERMINATE要 求 を発 行依 頼 後 の応 答 待 ち状 態

⑥ キ ャ ンセ ル処 理 完 了 待 ち

転送 キ ャ ンセル 要 求 に よ るF-U-ABORT要 求 を 発行 依 頼 後 の ア ソシエ ー シ ョン失敗 、転 送

開 始 ま た は転 送 終 了 の 通 知 待 ち状 態

⑦ 完 了 要 求 処 理 待 ち

フ ァイル 送 信 後 にF-CLOSE/F-DESELECTで 異常 が 発 生 した 状 態

⑧ 異 常 後 の ア ソ シエ ー シ ョン解 放待 ち

送 受 信 中 に異常 が 発 生 した後 のF-U-ABORT要 求 を 発 行依 頼 後 の 応 答 待 ち状 態
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(2)応 答 側 の 転送 サ ー ビス状 態

応答 側 の 転 送 サ ー ビス状態 を以 下 に分 類 す る。

① 無 処 理状 態

転 送 開 始 前 の状 態 、 転送 サ ー ビス は未 発 生 状 態

② 転 送 開 始通 知 待 ち

F-INITIALIZE応 答 を 発行 依 頼 後 の応 答 待 ち状 態

③ 転 送 終 了通 知 待 ち

F-SELECT応 答/F-OPEN応 答 を発 行 依 頼 後 の応 答待 ち状 態

④ ア ソ シエ ー シ ョ ン解放 通知 待 ち

F-CLOSE応 答/F-DESELECT応 答 を 発 行依 頼 後 の応 答 待 ち状態

⑤ キ ャ ンセ ル処 理 完 了待 ち

転 送 キ ャ ンセ ル要 求 に よ るF-U-ABORT要 求 を 発 行依 頼 後 の転 送 開 始 ま た は転 送 終 了通 知

待 ち状 態

⑥ 完 了 要求 処 理 待 ち

フ ァイル送 信 後 にF-TRANSFER-END/F-CLOSE/F-DESELECTで 異

常が 発 生 した状 態

⑦ 異 常 後 の ア ソ シエ ー シ ョン解 放 待 ち

送 受 信 中 に異 常 が 発 生 した後 のF-U-ABORT要 求 を発 行依 頼 後 の 応 答 待 ち状 態

3.3.3FTP転 送 処 理 マ ト リ ク ス

起 動 側 の 転 送 処 理 マ ト リ ク ス と 応 答 側 の 転 送 処 理 マ ト リ ク ス を 別 々 に 示 す 。

な お 、 空 欄 は ソ フ ト ウ ェ ア 障 害 以 外 で は 発 生 し え な い 場 合 を 示 し て い る 。
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(1)起 動 側 の転 送 処理 マ トリクス

発生事象 UAPの 要求 FTAMの 通知
一

転 送

サービス状 態

I

PUl

転送開始要求

PU2

転 送 キャンセ

ル

PU3

転送 状 態 セット

PU4

フ了イル状 況 問 い合 わ せ/

ファイル状 況 通 知 要 求

PFl

アソシエーション確 立 通 知

PF2

アソシエーション

失 敗 通 知

PF3

転送開始
正常通知

PF4

転送開始異常通知

PF5

転送終了正常通知

PF6

転送終了異常通知

PF7

アソシエーション

解 放 通 知

Sl 転送状態確認 UAPに 異 UAPに 異常通知 転送状態確認 応答側 の処理のため,応

無処理 相手先情報確認 常通知 →Sl 相手先情報確認 答側の転送処理マ トリク

OK:F-INIT要 求 →S2 →Sl ファイル情 報 確 認 スに従 う

NG:UAPに 異 常 通 知 OK:F-INIT送 信 →S2

→Sl NG:UAPに 異 常 通 知→Sl

S2 UAPに 異 常 通 知 →S2 F-U-ABOR UAPに 異常通知 UAPに 異 常 通 知 →S2 UAPに アソシエーション確 立 通 知 UAPに エラ

転 送 アソシエーション T要 求 →S2 ファイル情 報 確 認 当 アソシエーシ

確立通知待ち →S6 OK:F-SEL/F-OPEN要 求 ヨン失 敗)

→S3 通知→Sl
NG:UAPに 異 常 通 知

F-TERM要 求 →S5

S3 UAPに 異常通知→S3 F-U-ABOR UAPに 異常通知 UAPに 異常通知 →S3 UAPに 転 UAPに エラー(転送 開

転送開始通知
待ち

T要 求
→S6

→S3 送 開 始 通

知

F-READ/F

始 異 常)通 知

アソシエーション確立 済 なら

F-TERM要 求 →S8
－WRITE要 アソシエーション確 立 未 なら

求 →S4 →Sl

S4

転送終了通知
待ち

I

UAPに 異 常 通 知 →S4 F-U-ABOR

T要 求

→S6

UAPに 異常通知
→S4

UAPに 異 常 通 知 →S4 UAPに 転 送 終 了 通 知

次 の ファイル有 り?

Y:ファイル情 報 確 認

OK:F-SEL/F-OPEN要 求 →S3

UAPに エラー(転送 完

了 異 常)通 知

アソシエーション解 放 未 なら

F-TERM要 求

NG:UAPに 異 常 通 知 ファイル仕 掛 りなら→S7

F-TERM要 求 →S5 アソシエーション解 放 未 なら

N:F-TERM要 求 →S5 →S8

アソシエーション解 放 済 なら

→S1

S5

アソシエーション解 放

通 知 待 ち

UAPに 異 常 通 知 →S5 UAPに キャ

ンセル失 敗

通 知 →S5

UAPに 異常通知
→S5

UAPに 異 常 通 知 →S5 UAPに アソ

シエーション解

放 通 知
→Sl

S6

キャンセル処 理

完 了 待 ち

UAPに 異 常 通 知 →S6 UAPに 異

常通知
→S6

UAPに 異常通知
→S6

UAPに 異 常 通 知 →S6 無視 →S6 UAPに 巧

一(アソシエーシ

ョン失 敗) .

通 知

無視→S6 UAPに エラー(転送 開

始 異 常)通 知

UAPに キャンセル 完 了

通 知

UAPに キャンセル失 敗 通 知

UAPに 転 送 終 了 通 知

次 のファイル有 り?

Y:ファイル情 報 確 認

UAPに エラ当転 送 完

了異 常)通 知

UAPに キャンセル 完 了

通知

UAPに キャ アソシエーション確 立 済 なら OK:F-SEL/F-OPEN要 求 →S3 アソシエーション確 立 未 なら

ンセル 完 了 F-TERM要 求 →S8 NG:UAPに 異常 通知 F-TERM要 求 →S8

通知→Sl F-TERM要 求 →S5

F-TERM要 求 →S5

S7

I

UAPに 異常通知→S7 UAPに 異 セット:フ ァイル成 立 UAPに 異 常 通 知 →S7 無視→S7

完了要求処理 常通知 リセット:フ 了イル破 棄

待ち →S7 アソシエーション解 放 済

なら →Sl

アソシエーション解 放 未

なら →S8

S8

異 常 後 の アソシエ

1

UAPに 異 常 通 知 →S8 UAPに キャ

ンセル失 敗

UAPに 異 常 通 知
→S8

UAPに 異 常 通 知 →S8 無処理
→Sl

－ション解 放 待 ち 通知→S8
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② 応答側の転送処理マ トリクス

発生事象 UAPの 要求 FTAMの 通知

転 送

サービス状 態

I

PU1

転送開始
要求

PU2

転 送 キャンセ

ル

PU3

転 送 状 態 セット

PU4

ファイル状酬 合せ/

ファイル状醐 腰求

PFl

アソシエーション確 立 通 知

PF2

転送開始正常通知

PF3
転送開始異常通知

PF4

転送終了正常通知
PF5
転送終了異常通知

PF6

アソシエーション

解 放 通 知

Sl 起動側の処 UAPに 異 UAPに 異常通知 起動側の処 転送状態確認
無処理 理 の た め 、 常通知 →S1 理 の た め 、 相手先情報確認

起動側の転 →Sl 起動側の転 OK:HNIT応 答(正 常)

送 処 理 マトリク 送 処 理 マトリク UAPに アソシエーション確 立 通 知

ス に従 う ス に従 う →S2

NG:F-INIT応 答(異 常)

UAPに エラ≦ アソシエーション失 敗)

通知 →S1

S2 UAPに 異 常 F-U-ABOR UAPに 異常通知 UAPに 異 常 転送状態確認 UAPに エラー(転送 開始 異

転送開始通知
待ち

通知 →S2 T要 求
→S5

→S2 通知 →S2 ファイル情 報 確 認

OK:F-SEL/F-OPEN応 答(正 常

常)通 知
→Sl

UAPに転送開始通知 →S3

OK:F-SEL/F-OPEN応 答(異 常

UAPに エラー(転送 開始 失 敗)

通知 →S7

S3

転送終了通知
待ち

'

UAPに 異常
通知 →S3

F-U-ABOR

T要 求

→S5

UAPに 異常通知
→S3

UAPに 異常
通知 →S3

UAPに 転 送 終 了 通 知

F-CLOSE/F取ESEL応 答
→S4

UAPに エラ当転 送 完 了 異

常)通 知

アソシエーション解 放未 なら

F-CLOSE/F-DESEL応 答

ファイル仕 掛 りなら →S6

アソシエーション解 放 未 なら→S7

アソシエーション解 放 済 なら→Sl

S4

アソシエーション解 放

通知 待 ち

,

UAPに 異常

通知 →S4

UAPに キャ

ンセル失 敗

通 知 →S4

UAPに 異常通知
→S4

UAPに 異 常

通 知 →S4

UAPに アソ

シエーション解

放 通 知

F-TERM応

答 →S1

S5

キャンセル処 理

完 了待 ち

I

UAPに 異 常

通 知 →S5

UAPに 異
常通知

→S5

UAPに 異 常 通 知
→S5

UAPに 異 常

通 知 →S5

無視 →S5 UAPに エラー(転送 開始 異

常)通 知

UAPに キャンセル 完 了通 知
→Sl

UAPに 転 送 終 了 通 知

UAPに キャンセル 失 敗 通知

F-CLOSE/F-DESEL応 答
→S4

UAPに エラー(転送 完 了 異

常)通 知

UAPに キャンセル 完 了 通 知

アソシエーション解 放 未 なら

F-CLOSE/F-DESEL応 答

→S7

S6 UAPに 異 常 UAPに 異 セット:ファイル成 立 UAPに 異 常 無視→S6

完了要求処理 通知 →S6 常通知 リセット:フ了イル 破 棄 通知 →S6

待ち →S5 アソシエーション解 放 済

なら →Sl

アソシエーション解 放 未

なら →S7

S7

異 常 後 のアソシエ

I

UAPに 異常

通知 →S7

UAPに キャ

ンセル失 敗

UAPに 異常通知
→S7

UAPに 異 常

通 知 →S7

F-TERM応

答 →S1

一ション解 放 待 ち 通知→S4
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3.4転 送 フ ァイ ル の 状 態遷 移

FTPの 転 送 フ ァイ ル 状 態 も転 送 サ ー ビス状 態 と同様 に 発生 事 象 に よ って遷 移 す る。 こ こで は、 発 生

事 象 とFTPの 転 送 フ ァイ ル状 態 を 基 に した 転送 フ ァイ ル の状 態 遷 移 を示 す 。

3.4.1発 生 事 象

発 生 事象 に はUAPの 要 求 に よる事 象(転 送 制 御 情報 ア クセ ス 等)とFTAMの 通 知 に よ る事 象 が あ

る。 発 生事 象 の 概 要 を次 に示 す。

ωUAPの 要 求 に よ る事 象(転 送 制御 情 報 ア クセス 等)

UAPの 要求 でFTPの 転 送 サ ー ビス状 態 を変 化 させ る事 象 を 以 下 に分類 す る。 な お、 結 果 取 得 と

転 送 キ ャ ンセル(キ ャ ンセル 完 了 時 に事 象 を変 化 させ る)お よび転 送 状 態問 い合 わせ 、 フ ァイ ル 状況

問 い合 わ せ/通 知 は 、FTPの 転 送 サ ー ビス状 態 を変 化 させ る こ とはな いの で 、 こ こで は 除 外 す る。

① フ ァイ ル情 報 ア クセ ス

フ ァイ ル情 報 を ア クセ スす る要 求事 象

② 転送 開 始 要 求

フ ァイ ル転 送 の 開 始 契機 とな る要 求事 象

③ 状 態 セ ッ ト

仕掛 か り中 フ ァイ ル の完 了/破 棄 を行 うため の 要 求事 象

④ デ ー タ格 納

送 信 デ ー タの 格納 を 行 うた め の要 求 事象

(2)FTAMか ら通 知 され る事 象

FTAMの プ リ ミテ ィブ で は、 指示/確 認 の都 度FTPに 通 知 が あ る。 転 送 フ ァイ ル の状 態 変 更 に

関 係す る通知 を以 下 に分 類 す る。

① 転送 開 始 正 常通 知

起 動 側:F-SELECT確 認/F-OPEN確 認

応答 側:F-SELECT指 示/F-OPEN指 示

② 転 送 開 始異 常 通 知

起 動 側:FLSELECT確 認/F-OPEN確 認(エ ラ ー識 別 子)

ア ソ シエ ー シ ョン確 立後 のF-P-ABORT指 示

ア ソ シエ ー シ ョン確 立後 のF-U-ABORT指 示

応 答 側:ア ソ シエ ー シ ョン確 立 後 のF-P-ABORT指 示

ア ソ シエ ー シ ョン確 立 後 のF-U-ABORT指 示

③ 転 送 終 了正 常 通 知

起 動 側:F-CLOSE確 認/F-DESELECT確 認

応 答側 二F-CLOSE指 示/F-DESELECT指 示

④ 転 送終 了 異 常 通 知

起 動 側:F-CLOSE確 認/F-DESELECT確 認(エ ラー識 別 子)

転 送 開 始 後 のF-P-ABORT指 示

転 送 開 始 後 のF-U-ABORT指 示 一
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F-DATA-END指 示(エ ラ ー 識 別 子)

F-TRANSFER-END確 認(エ ラ ー 識 別 子)

応 答 側:転 送 開 始 後 のF-P-ABORT指 示

転 送 開 始 後 のF-U-ABORT指 示

F-DATA-END指 示(エ ラ ー 識 別 子)

F-TRANSFER-END指 示(エ ラ ー 識 別 子)

3.4.2転 送 フ ァ イ ル 状 態

FTPで は 転 送 フ ァ イ ル ご と に 管 理 す る 。 転 送 フ ァ イ ル の 状 態 はFTPへ の 事 象 に よ っ て 変 化 す る 。

こ れ を 転 送 フ ァ イ ル 状 態 と 呼 ぶ 。

(1)送 信 時 の転 送 フ ァイ ル状態

送信 時 の転 送 フ ァイ ル状 態 を以 下 に分 類 す る。

① 初期 状 態

フ ァイ ル情 報 を作 成 直後 の 状 態 。 ま た は 、 転送 デ ー タの格 納 完 了 ま で の状 態

② デ ー タ格 納 済

転 送 デ ー タの格納 を 完 了 した状 態

③ デ ー タ送信 中

フ ァイ ルの送 信 を 開始 後 か ら送 信 を完 了 す る まで の 間の 状 態

④ デ ー タ送 信仕 掛 り中

F-CLOSE/F-DESELECTで 異 常 が発 生 し、送 信 完 了 の 判 断 がで きな い状 態

⑤ デ ー タ送 信 済

フ ァイル の送 信 を完 了 した状 態

(2)受 信 時 の転 送 フ ァイ ル状態

受 信 時 の転 送 フ ァイル状 態 を以 下 に分 類 す る。

① 初 期 状 態

フ ァイ ル情 報 を作 成 直後 の状 態 。 ま た は、 実 フ ァイル準 備 等 の受 信 準 備 前 の状 態

② 受 信 準 備 完 了

受 信 準備 完 了 要求 を 投 入(FAI)し 完 了 した 状態

③ デ ー タ受 信 中

フ ァイル の受 信 を 開始 後 か ら受 信 を 完 了 す る まで の 間 の状 態

④ デ ー タ受信 済

フ ァイ ルの受 信 を 完了 した 状 態

3.4.3転 送 フ ァイル の状 態 遷 移 図

送 信 フ ァイル と受 信 フ ァイ ル と別 々 に転 送 フ ァイ ルの 状態 遷 移 図 を 示 す 。
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(1)送 信 フ ァイ ルの 状 態 遷 移 図

↑
ー ファイル情 報 アクセス(追 加)

初 期 状 態 ←

↑
ー デ 一 夕格 納

レ 一夕 格 納 済1

←

←

－i転 送開始要求iAND アソシエーション確 立 通 知 起動側

← 転送開始通知(送 信) 応答側

∀

転送終了異常通知

↓

← 状 態 セット(破 棄)

1デ ータ 送 信 中1 ←

デ ータ送 信 仕 掛 り中

↑ ↑

転 送 開 始 要 求(再 送)ii 転送開始通知(再 送)

起動側 応答側

← 転送終 了正常通知
w

デー タ 送 信 済1

←

← 状 態 セット(完 了)

↑

状 態 セット(強制 二 重交 換)

↑

状 態セット(初期)

〔記 号 の意 味 〕

[二二]

→

送 信 フ ァイ ル の状 態

FAIの 要 求事 象

FTAMの 通 知 事象

状 態遷 移 の方 向
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(2)受 信 フ ァイル の状 態遷 移 図

↓一…一 報一 追加)

1初 期 状 態 ll一

w

－i状 態 ・・ト(受信 準 備完 了)i

受信準備完了 二
←

1:

←i転 送 開始 要求iAND アソシエーション確 立 通 知 起動側

← 転送開始通知(受 信) 応答 側

w

転送終了異常通知

↓

1デ ータ 受 信 中1

i状 態セ,ト(酬に 重交換)i
..

←

↓

転送終了正常通知

↓

デ ータ 受 信 済1

↑

データ抽出等 の処 理後i状 態・・ト(受信輔 完了)i

↑

〔記 号 の 意 味 〕

「二二]

i転 送 状 態 セット(初期)

)

受 信 フ ァイル の状 態

FAIの 要 求 事 象

FTAMの 通 知 事象

状 態 遷 移 の 方 向
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3.4.4転 送 フ ァイ ル状 態 と着 信 転 送 の扱 い

応 答 側 で は起 動 側 の 要 求 に従 い フ ァイル転 送 を開始 す る。 応 答側 で は、 フ ァイ ル転 送 が 行 え な い場

合 理 由 を エ ラ ー識 別 子 及 び詳細 コー ドで 通知 しな けれ ばな らな い。 こ こで は 、送 信 ・受 信 の フ ァイ ル

別 に転 送 フ ァイル の状 態 と応 答側 の 扱 い を示 す 。'なお、 エ ラー識 別 子 及 び詳細 コー ドの 説 明 に つ い て

は、 「付 録Bエ ラ ー コ ー ド表 」を 参照 され た い。

(1)送 信 フ ァイ ル

応 答側 の送 信 ファイ ル の状 態 と応答 側 の 扱 い を表 に示 す。

表3.1応 答 側 の 送信 フ ァイ ル の状 態 と応答 側 の扱 い

送 信 ファイルの 状 態

着信転送を受 けた場合の扱 い

送 信 デ ー タ有 り又 は ゼ ロ件 デ ー

タの正 常 転 送

送 信 デ ー タ無 し(ゼ ロ件)

通知内容 エラー

識 別

詳 細

コード

通知内容 エラー

識 別

詳 細

コード

フ ァイ ル情 報 未 定 義 ファイル情報 未 定 義 7 0005 同左 7 0005

初期状態 ファイル無 し 3004 　 同左 3004 一

データ格 納 中 ファイル無 し

又 は ファイルビジー

3004

3012
:

同左 3004

3012
:

データ格 納 済 又 は

デ タ送 信 仕 掛 中

着信転送を受付 け 一 一 ゼ ロ件 声 タ転 送 7 0007

同 上 かっ 実 ファイル無 し ファイル無 し 3004 一 同左 3004 一

データ送 信 中 ファイル情 報 使 用 中

又 は ファイルビジー

7

3012

0006

}

同友 7

3012

0006

一

データ送 信 済&通 常 モード 二 重 交 換 エラー 7 0004 同左 7 0004

データ送 信 済&二 重 交 換 モード 着信転送 を受付け 一 一 ゼ ロ 件 データ 転 送 7 0007

データ削 除 中&通 常 モード 二 重 交 換 エラー 7 0004 同左 7 0004

データ削 除 中&二 重 交 換 モード ファイル無 し

又 は ファイルビジー

3004

3012 :
同左 3004

3012 =

データ削 除済(=初 期 状 態) フ了イル無 し 3004 一 同左 3004 一

注)詳 細 コ ー ドの 先 頭 に は'FPDC'が 付 く
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② 受 信 フ ァイル

応 答 側 の 受 信 フ ァイ ル の状 態 と応 答 側 の 扱 い を表 に示 す 。

表3.2応 答側 の 受 信 フ ァイ ルの 状 態 と応答 側 の扱 い

受 信 ファイルの 状 態

着信転送 を受けた場合の扱い

通 知内容 エラー

識 別

詳 細

コード

フ ァイ ル情 報未 定 義 ファイル情 報 未 定義 7 0005

初期状態 ファイル無 し 3004
一

受信準備完了 着信転送 を受付 け

データ受 信 中 ファイル情 報 使 用 中

又 は フ了イルビジー

7

3012

0006

一

データ受 信 済&通 常 モード 二 重 交 換 エラー 1 0004

データ受 信 済&二 重 交 換 モード 着信転送 を受付 け

データ削除 済(=初 期 状 態) ファイル無 し 3004

データ削除 済(二受 信準 備 完) 着信転送 を受付 け

注)詳 細 コ ー ドの 先 頭 に は'FPDC'が 付 く

1
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4.転 送 シ ー ケ ン ス

4.1転 送 管 理 機 能 の 転 送 シ ー ケ ン ス

4.1.1フ ァイ ル転送 基 本 機 能

ω 起動 側 送 信 一応 答 側 受 信

[三 コ[三 コ[三]起 動側

転送要求

応答側[亜

F-INITIALIZE指 示

●

、

;

ミ

●

(続 く)

1
要求の正 当性
を確認す る

一 →

通知

F-INITIALIZE要 求

>

F-INITIALIZE確 認

>

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP要 求

←

F-BEGIN-GROUP指 示

○ ←

(アソシエーション 確 立)

通 知

>

F-SELECT要 求

>

F-SELECT指 示

>

FOPEN要 求

'

F-OPEN指 示

>

F-END-GROUP要 求

甫'

F-END-GROUP指 示

>

F-BEGIN-GROUP確 認

>

F-BEGIN-GROUP応 答

F-SELECT確 認 F-SELECT応 答

←

←

F-OPEN確 認

←

←

←

←

F-OPEN応 答

←

←

F-END-GROUP確 認 FEND-GROUP応 答

F-WRITE要 求 F-WRITE指 示

○ ←・

(転 送 開始)
>

F-DATA要 求

>

F-DATA指 示

∋

二

F-DATA-END要 求

〉

:

F-DATA-END指 示

〉

・

F-TRANSFER-END要 求 F-TRANSFER-END指 示

>

F-TRANSFER-END確 認

>

F-TRANSFER-END応 答

←

F-BEGIN-GROUP要 求

←

F-BEGIN-GROUP指 示

,

F-CLOSE要 求

1'

F-CLOSE指 示

F-DESELECT要 求

'

F-DESELECT指 示

>

F-END-GROUP要 求

>

F-END-GROUP指 示

>

F-BEGIN-GROUP確 認 F-BEGIN-GROUP応 答

←

F-CLOSE確 認

←

←

F-CLOSE応 答
←

一23一

Ei三][亘 コ

相手先情報
を確認

通知

口

(アソシエーション 確 立)

フ ァイル 情報

を確 認

通知

○

(転 送開始)

○



(続 き)

○ ←

通知

○ ←

(転 送終 了)

通 知

(ア ソシエーション 解 放)

F-DESELECT確 認

←

F-END-GROUP確 認

←

F-TERMINATE要 求

F-TERMINATE確 言忍

←

F-DESELECT応 答

←

F-END-GROUP応 答

←

F-TERMINATE指 示

F-TERMINATE応 答

←

通知

(転 送 終 了)

通知

○

(アソシエーション 解 放)

〇

一24一



(2)起 動 側 受 信 一応 答 側送 信

口 [三 コ[五 三]起動側

(続 く)

転送要求
一 一

要求の正当性
を確認する

L__→

○ ←

通知

○ ←

(アソシエーション 確 立)

通知

○ ←

(転 送 開始)

通知

(転 送 終 了)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求－
F-OPEN要 求

→

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

F-SELECT確 認

F-OPEN確 認

F-END-GROUP確 認

↑

↑

↑

↑

F-READ要 求

F-DATA指 示
←

F-DATA:END指 示

←

F-TRANSFER-END要 求

F-TRANSFER-END確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-CLOSE要 求

F-DESELECT要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

←

F-CLOSE確 認

F-DESELECT確 認

F-END-GROUP確 認

↑

↑

↑

F-TERMINATE要 求

応答側[FTAM][三 コ

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

→

F-SELECT指 示－
F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示－
F-BEGIN-GROUP応 答

←

F-SELECT応 答

F-OPEN応 答

F-END-GROUP応 答

↑

↑

↑

F-READ指 示

F-DATA要 求

←

F-DATA-END要 求

←

F-TRANSFER-END指 示

F-TRANSFER-END応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示
→

F-CLOSE指 示
→

F-DESELECT指 示

F-END-GROUP指 示

→

F-BEGIN-GROUP応 答

F-CLOSE応 答

F-DESELECT応 答

F-END-GROUP応 答

↑

↑

↑

↑

F-TERMINATE指 示
→

相手先情報
を確認

通知

回

(ア ソシエーション 確 立)

フ ァイ ル情報

を確 認

通知

○

(転 送 開始)

○

通知
_一一 →○

(転 送終了)

一25一



○

通知

(アソシエーション 解 放)

F-TERMINATE応 答

←

F-TERMINATE確 認

←

一26一

通知

(ア ソシエーション 解 放)

○ ←

(続 き)



4.1.2マ ル チ フ ァイル 転 送

マ ル チ フ ァイ ル転 送 で は一 回 の 転送 開始 要 求 で送 信 と受 信 を合 わ せ て最 大10フ

ァイ ル まで送 受信 す る こ とがで きる。 マ ルチ フ ァイル転 送 で は 送受 信 の完 了 した フ

ァイ ル は成 立 とす る こ とが で き る。

な お、 マ ル チ フ ァイ ル転 送 中 に障 害 が 発 生 した場 合、 以 降 の フ ァイ ル転 送 を 中止

す る。

また、 マ ル チ フ ァイ ル転 送 時 の ア ソ シエ ー シ ョ ンの確 立 ・解放 の方 式 には 、次 の

2と お りが あ る。

① マ ル チ フ ァイ ル転 送 を1回 の ア ソ シエ ー シ ョン確 立 で 行 う

②1フ ァイル ご とに ア ソ シエ ー シ ョンの確 立 ・解 放 を 行 う

② の 方 式 で は起動 側 のUAPの み マ ル チ フ ァイ ル を意 識 し、UAPか らFTPへ

の要 求(FAI)お よ び応 答側 の 処 理 は シ ングル フ ァイ ル と して 処 理 す る。 こ こで

は、FTPが マ ル チ フ ァイ ル転 送 を 意識 す る① 方 式の マ ル チ フ ァイ ル転 送 シ ーケ ン

スの 例 を示 す 。

4
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回 [三 コ[三]起 動側

転送要求
一 一

要求の正当性(相
手 と先頭ファイル)を
確認す る

一 →

○ ←

↑

頭

フ

ァ

イ

ル

通知

○ ←

(アソシエーション 確 立)

通知

○ ←

(転 送 開 始)

通 知

(続 く)

↓

↑

(転 送終 了)
次の ファイルの
正当性 を確認

－

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求－
F-OPEN要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

F-SELECT確 認

F-OPEN確 認

F-END-GROUP確 認

↑

↑

↑

↑

F-WRITE要 求

F-DATA要 求

F-DATAごEND要 求
→

F-TRANSFER-END要 求

F-TRANSFER-END確 言忍

←

F-BEGIN-GROUP要 求

→

F-CLOSE要 求

F-DESELECT要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

F-CLOSE確 認

↑

↑

↑

↑

F-DESELECT確 認

F-END-GROUP確 認

F-BEGIN-GROUP要 求

応答側[五三]回

F-INITIALIZE指 示

→

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-SELECT指 示

F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

F-SELECT応 答

F-OPEN応 答

F-END-GROUP応 答

↑

↑

↑

↑

F-WRITE指 示

F-DATA指 示

F-DATA-END指 示

F-TRANSFER-END指 示

F-TRANSFER-END応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-CLOSE指 示

F-DESELECT指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

F-CLOSE応 答

↑

↑

↑

↑

F-DESELECT応 答

F-END-GROUP応 答

F-BEGIN-GROUP指 示一
一28一

相手先 情報
を確認

通 知

回

(ア ソシエーション 確 立)

先 頭 フ ァイ ル の

フ ァイ ル情 報 を

確 認

通知

○

(転 送 開 始)

通知

○

(転 送終 了)

○

1



(続 き)

フ

ァ

イ

ル

○ ←

通知

(転 送 開 始)

○ ←

○ ←

|(ア ソシエーション 角翠方文)

通 知

(転 送終 了)

通 知

F-SELECT要 求

F-OPEN要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

↑

↑

↑

↑

F-S肌ECT確 認

F-OPEN確iえ 忍

F-END-GROUP石 雀 舌忍

F-READ要 求

>

F-DATA指 示

←

,.DATA.:END指 示

←

E-TRANSFER-END竺

F-TRANSFER-END石 雀 え忍

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-CLOSE要 求

F-DESELECT要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

←

F-CLOSE確 認

←

F-DESELECT石 窟 言忍

←

F-END-GROUP石 雀 え忍

←

:-TERMINATE要 求,

F-TERMINATE石 雀 え忍

←

F-SELECT指 示

F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

F-SELECT応 答

F-OPEN応 答

F-END-GROUP応 答

↑

↑

↑

↑

:-READ指 示 、

F-DATA要 求

←

,.DATA.:E,D要 求

←

F-TRANSFER-END指 示

F-TRANSFER-END応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-CLOSE指 示

F-DESELECT指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

←

F-CLOSE応 答

←

F-DESELECT応 答

←

F-END-GROUP応 答

←

1蜘INAT・ 指 示 、

F-TERMINATE応 答

←

の
を

ル
報

イ
情

ア
ル

フ
イ

の

ア
認

次

フ
確

通知

(転 送 開始)

○

通知
○

(転 送終了)

通知
○

(アソシエーション 解 放)1
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4.13代 表名 に よ る フ ァイル 読 出 し

起 動 側 の 指示 した フ ァイ ル 名 の サ イ クル番 号 に(****)を 指 定 した場 合 、応

答 側 は 未 送 信 サイ クル の一 つ を 選 択 して 送 信 す る。 な お、 サ イ クル番 号 の 起 動 側へ

の 通 知 は 、F-SELECT応 答 で 行 う。

以 下 に 代表 名 に よる フ ァイ ル読 出 しの 正 常 時 と異 常 時 の 転 送 シー ケ ンスを 示 す。

ω 正 常 時 の転 送 シーケ ンス

回 [FTP][三]起 動側 応答側[亘画[三]

転送要求

一 要求
の正当性(相

手とファイル)を
確認する

－ F-INITIALIZE要 求F-INITIALIZE指 示

相手先情報
を確認

通知

口

通知
○ ←

(アソシエーション 確 立)

仮 想 フ了イル名 として代 表 名

を 設 定

F-INITIALIZE確 認F-INITIALIZE応 答

← ←

F-BEGIN-GROUP要 求F-BEGIN-GROUP指 示 (ア ソシエーション 確 立)

○

F-SELECT要 求 F-SELECT指 示

aaaabbbbcccc****

F-OPEN要 求

→ 一 口■■一■■■■■■■■■■■■■■■■一一〉

F-OPEN指 示一 －
F-END-GROUP要 求 F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP確 認F-BEGIN-GROUP応 答

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

代 表 名 の 該 当 ファイル

をサーチ

応 答 に 仮 想 フ了イル名 を 設

定

F-SELECT確 認 F-SELECT応 答

F-OPEN確 認

aaaabbbbccccOOO1

F-OPEN応 答

通知

F-END-GROUP確 認 F-END-GROUP応 答

○ ←

通知

(転 送 開 始) F-READ要 求 F-READ指 示 (転 送開始)

○

F-DATA指 示 F-DATA要 求

←

:

F-DATA-END指 示

←

←

:

F-DATA-END要 求

←

F-TRANSFER-END要 求 F-TRANSFER-END指 示

う

F-TRANSFER-END確 認

>

F-TRANSFER-END応 答

← ・

F-BEGIN-GROUP要 求

←

F-BEGIN-GROUP指 示

>

F-CLOSE要 求

.,

F-CLOSE指 示

>

F-DESELECT要 求

>

F-DESELECT指 示

>

F-END-GROUP要 求

>

F-END-GROUP指 示

(続 く)

〉>

F-BEGIN-GROUP確 認F-BEGIN-GROUP応 答

一30一

1`

1



(続 き)

○ ←

通知

○ ←

(転 送 終 了)

通知

(ア ソシエーション 解 放)

↑

↑

↑

↑

F-CLOSE確 認

F-DESELECT確 認

F-END-GRoupee認

F-TERMINATE要 求

F-TERMINATE確 認

←

↑

↑

↑

↑

F-CLOSE応 答

F-DESELECT応 答

F-END-GROUP応 答

F-TERMINATE指 示

F-TERMINATE応 答

←

通知

(転 送 終 了)

通知

○

(アソシエーション 解 放)

○

5
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(2)異 常 時 の 転 送 シ ー ケ ン ス

代 表 名 に よ る フ ァ イ ル 読 出 し固 有 の エ ラ ー を 以 下 に 示 す 。

一 代 表 名 読 出 し 機 能 は サ ポ ー ト し て い な い(詳 細 コ ー ド:FPDCOOO9)

一 代 表 名 読 出 し に 該 当 す る フ ァ イ ル が な い(詳 細 コ ー ド:FPDCOOIO)

一 代 表 名 読 出 し 用 の フ ァ イ ル で は な い(詳 細 コ ー ド:FPDCOOll)

い ず れ もF-SELECT応 答 で 異 常 を 通 知 す る の で 、 こ こ で は 、'代 表 名 読 出 し に 該 当

す る フ ァ イ ル が な い'場 合 の 転 送 シ ー ケ ン ス を 示 す 。

回 [FTP][三]起 動側

転送要求

一
要求の正当性(相
手とファイル)を
確認する

一

通知
○ ←

(アソシエーション 確 立)

仮 想 ファイル名 として代 表 名

を 設 定

aaaabbbbcccc****

通知
○←

1(転 送 開始 異 常)

F-INITIALIZE要 求－
F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求－
F-OPEN要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

←

F-SELECT確 認

←

F-END-GROUP確 認

←

応答側E三][FTP]

F-INITIALIZE指 示－
F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示－
F-SELECT指 示

F-OPEN指 示－
F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

←

F-SELECT応 答

←

F-END-GROUP応 答

←

相手先情 報
を確認

通知

口

(アソシエーション 確 立)

代 表 名 の 該 当 フ了イル

をサーチ

代 表 名 読 出 し に 該 当 す

る ファイルが な い の で 、 エ

ラー識 別 子 に7、 詳 細 コー

ドにFPDCOO10を 設 定

通知

○

(転 送開始異常)
O
l

15
B
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4. 1.4ゼ ロ 件 デ ー タ 転 送

本 手 順 で は 、 ゼ ロ 件 デ ー タ は 正 常 転 送 と し て 扱 う 。 な お 、 送 信 側 の 指 定 に よ っ て エ

ラ ー と す る こ と も 可 能 で あ る 。

(1)起 動 側 の ゼ ロ 件 デ ー タ 送 信

起 動 側 が ゼ ロ 件 デ ー タ を 送 信 す る 場 合 の シ ー ケ ン ス を 以 下 に 示 す 。

エ ラ ー を 通 知 す る 場 合 は 、F-DATA-ENDの 診 断 パラメタ(エラー識 別 子)に7(起 動 側 誤 り)を 、

詳 細]一 ドにFPDCOOO7(ゼ ロ 件 データ転 送)を 設 定 す る 。

回 [三iコ[三]酬1 応答側[三][=三iコ

転送要求

1

要求の正 当性
を確認す る

一 F-INITIALIZE要 求 F-INITIALIZE指 示

) う 相手先情報

● を確認

(F-SELECT/OPEN) (F-SELECT/OPEN) フ ァ イ ル 情

を確認

通知 通知
○ ← ・

(転 送 開 始) F-WRITE要 求 F-WRITE指 示 (転 送 開
う う

ゼ ロ件 を 認 識

異常 正常

L
F-DATA-END要 求 FgATA-END指 示

≧ 〉

F.TRANSFDR.END確 認 F-TRANSFnR-END応 答

← ・ ←

通知 (F-CLOSE/DESELECT) (F-CLOSE/DESELECT) 通知

● ・一・
(転 送 終 了) (転 送終

1 F-TERMINATE確 認 F-TERMINATE応 答

通知 ← ← 通知
○ ← ・

(アソシエーション 解 放) (ア ソシエーショ

送 信 デ ー タが 無 い ため
エ ラ ー 識 別 子 に7,詳 細 F-DATA-END要 求 F-DATA-END指 示

コ ー ド にFPDCOOO7を 設 〉 '

定
F.TRANSFDR.END確 認 F.TRANSFnR.END応 答

←. ←

通知 (F-CLOSE/DESELECT) (F-CLOSE/DESELECT) 通知

○ ← ・

(転 送 終 了) (転 送終

F-TERMINATE確 認 F-TERMINATE応 答

通知 ← ← 通知
○ ← ・

1(脳 ション 解放)

(ア ソシエーショ

一33一

口

○

○

○

○

○



(2)応 答 側 の ゼ ロ 件 デ ー タ 送 信

応 答 側 が ゼ ロ 件 デ ー タ を 送 信(起 動 側 が 受 信)す る 場 合 の シ ー ケ ン ス を 以 下 に 示 す 。

エ ラ ー を 通 知 す る 場 合 は 、F-DATA-ENDの 診 断 パラメタ(エ ラー 識 別 子)に1(応 答 側 誤 り)を
、

詳 細 コードにFPDCOOO7(ゼ ロ 件 データ転 送)を 設 定 す る 。

口 [三 コ[亘]起 動側

転送要求

一 要求
の正当性

を確認する
一 →

○ ←

通知

○ ←

(転 送 開始)

通知

○ ←

(転 送 終了)

通 知

(アソシエーション 解 放)

○ ←

通知

○ ←

(転 送 終了)

通 知

(アソシエーション 解 放)

F-INITIALIZE要 求

(F-SELECT/OPEN)

F-READ要 求

F-DATA-END指 示

←

F-TRANSFER-END確 認

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE確 認

←

F-DATA-END指 示

←

F-TRANSFER-END要 求－
F-TRANSFER-END確 認

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE確 認

←

応答側[三][三 コ

F-INITIALIZE指 示一
(F-SELECT/OPEN)

F-READ指 示－
F-DATA-END要 求

←

F-TRANSFER-END応 答

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE応 答

←

相手先情報
を確認

フ ァイ ル情 報

を確 認

通 知

口

F-DATA-END要 求

←

F-TRANSFER-END指 示

F-TRANSFER-END応 答

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE応 答

←

(転 送 開始)

ゼ ロ件 を認識

正常 異常

一」

通知

○

(転 送 終 了)

通 知

○

(アソシエーション 解 放)

}

○

送 信 デ ー タ が な い た め

エ ラ ー 識 別 子 に1、 詳

細 コ ー ドにFPDCOOO7を

設 定

通知

(転 送 終 了)

通知

○

(アソシエーション 解 放)

〇
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6

41.5デ ー タ転 送 の強 制 中断

送 信 中及 び受 信 中 にUAPに よ る強 制 中断 の転 送 シーケ ンスを 示 す 。

団 団 コ[FTAM]起 動側

転送要求
一 要求

の正当性
を確認する

一 →

○ ←

通知

○ ←

(アソシエーション 確 立)

通知

キャンセルル

要 求

(転 送 開始)

キ ャ ンセ ル要 求

コ

障害回収処理

通 知
○←

(転 送異常終了)

一→

↑O
l

通知

(キ ャ ンセ ル完 了)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求

F-OPEN要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

F-SELECT確 認

F-OPEN確 認

F-END-GROUP確 認

↑

↑

↑

↑

F-WRITE要 求

F-DATA要 求

F-U-ABORT指 示

←

F-U-ABORT要 求

応答側[FTAM][三 コ

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-SELECT指 示

F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

↑

↑

↑

↑

F-SELECT応 答

F-OPEN応 答

F-END-GROUP応 答

F-WRITE指 示

F-DATA指 示

F-U-ABORT要 求

←

F-U-ABORT指 示

相手先情報
を確認

通知

口

(アソシエーション 確 立)

フ ァイ ル 情報

を 確 認

通知

○

(転 送 開始)

キ ャ ンセ ル 要求
←

○

キャンセル

要 求

通知

(キ ャ ンセ ル完 了)

障 害 回 収 処 理

通 知

○

(転 送異常終了)
O
l
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4.2運 用管 理 機 能 の 転送 シー ケ ンス

4.2.1二 重 交換 防 止

起動 側 の二 重 交 換 は起 動側 のFTPが チ ェ ッ クす る。 応答 側 で二 重 交 換 を 検 出 した

場 合 に は 、F-SELECT応 答 の エ ラ ー識 別 子 に7(起 動 側 誤 り)、 詳 細 コー ドにFPDCOOO4

(二 重 交換 エ ラ ー)を 設 定 して 通 知 す る。 な お 、 強制 二 重交 換 で リセット済 の 場 合 に は正

常 と して扱 う。

こ こで は 、応 答 側 の 二 重交 換 の 転 送 シー ケ ンス(起 動 側送 信 の例)を 示 す 。

回 [FTP]回 起動側

転送要求

一
要求の正当性(相
手、二重交換等)
を確認する

一 →

○ ←

通知

○ ←

(アソシエーション 確 立)

通 知

(転 送開 始)

○ ←

通知

(転 送異常終了)

'F -INITIALIZE要 求

→

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGiN-GROUP要 求

F-SELECT要 求

F-OPEN要 求
一 →

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

F-SELECT確 え忍

F-OPEN確 認

F-END=GROUP確 認

↑

↑

↑

↑

F-BEGIN-GROUP確 認

F-SELECT確 認

F-END-GROUP確 認

↑

↑

↑

応答側[五型[三 コ

F-INITIALIZE指 示

→

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-SELECT指 示

F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

F-SELECT応 答

F-OPEN応 答

F-END-GROUP応 答

↑

↑

↑

↑

F-BEGIN-GROUP応 答

F-SELECT応 答

F-END-GROUP応 答

↑

↑

↑

相手先情報
を確認

通知

匠

(アソシエーション 確 立)

フ ァイ ル 名 で二 重 交 換

を確 認

初 回/二 重 交 換
RESET済

←__」

通知

注)起 動側受信の二重 交換 も同様

○

(転 送 開 始)

⊃
○

←

エラー 識 別 子 に7、 詳 細

コードにFPPCOOO4を

設 定

通 知

○

(転 送異常終了)
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4.2.2転 送 許 可 時 間

起 動 側 の 転 送 許 可 時 間 は 起 動側 のFTPが チ ェ ックす る。 応 答 側 で転 送 許 可 時 間エ

ラ ーを 検 出 した場 合 に は,検 出 の タ イ ミ ングに応 じて以 下 の応 答 を通 知 す る。

一 ア ソ シエ ー シ ョン(相 手 先 情 報 の 転 送 許可 時 間帯 外)の と き

F-INITIALIZE応 答 の エ ラ ー識 別 子 に7(起 動 側 誤 り)、 詳 細 コー ドにFPDCOOO2(接

続許 可 時 間 外)を 設 定

一 フ ァイ ル管 理(フ ァイ ル 情 報 の 転送 許 可 時 間帯 外)の と き

F-SELECT応 答 の エ ラ ー識 別子 に7(起 動 側 誤 り)、 詳 細 コー ドにFPDCOOO3(転 送 許

可 時 間 外)を 設 定

こ こで は 、応 答 側 の転 送 許 可 時 間 帯 確 認 の転 送 シー ケ ンス(起 動 側 送 信 の 例)を 示

す 。
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口 [三 コ[三]起 動側

転送要求
一 要求

の正当性(相
手、二重交換等)
を確認する

一 →

○ ←

通知

(アソシエーション 失 敗)

○ ←

通知

○ ←

(アソシエーション 確 立)

通知

(転 送 開始)

○ ←

通知

(転 送 終 了)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求

F-OPEN要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

←

F-SELECT確 言忍

←

F-OPEN確 認

←

F-END-GROUP確 認

←

F-BEGIN-GROUP確 認

←

F-SELECT確 認

←

F-END-GROUP確 認

←

応答側[三][三 三コ

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

相手先情報

回

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-SELECT指 示

F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

←

F-SELECT応 答

←

F-OPEN応 答

←

F-END-GROUP応 答

←

F-BEGIN-GROUP応 答

←

F-SELECT応 答

←

F-END-GROUP応 答

←

相手先情報で転送 許可
時間帯 を確認

不許可 許可

、,一 十 別 子 に7、

詳 細 コード に

FPDCOOO2を 設 定

←__」

通知

(アソシエーション 失 敗)

77i1-;/,ン 正!

〇

一._」
通知

(アソシエーション 確 立)

該当 ファイル情報の転
送許可時間帯を確認

許可 不許可

←」

通知

○

(転 送開始)

一二1

○

エラー 識 別 子 に7、 詳 細 コー

ド にFPDCOOO3を 設 定

通知

(転 送終了)

〇
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4.2.3送 信 ・受 信 フ ァ イ ル 状 況 確 認

送 信 ・受 信 フ ァ イ ル 状 況 確 認 は 、 フ ァ イ ル 状 況 メ ッ セ ー ジ を フ ァ イ ル と し て 転 送 す

る 。 な お 、 こ の フ ァ イ ル は 二 重 交 換 防 止 の 対 象 外 と す る 。

フ ァ イ ル 状 況 確 認 の フ ァ イ ル 仕 様(フ ァ イ ル 状 況 メ ッ セ ー ジ 仕 様)を 以 下 に 示 す 。

(1)フ ァイル 名

F-PROC.STATE△ △ △ △(△ は空 白、 サ イ クル番 号 は使 用 不 可)

(本 フ ァイ ル名 は通 常 の フ ァイ ル転 送 で の使 用 を 禁 止 す る)

(2)ド キ ュ メ ン ト型

FTAM-3ま た はINTAP-1

(通 常 の フ ァイル転 送 時 の ドキ ュ メ ン ト型 を使 用)

(3)レ コ ー ド形 式/レ コ ー ド(ス ト リ ン グ)長

固 定 長/80オ クテ ッ ト

(4)フ ァ イ ル の フ ォ ー マ ッ ト

コ ー ドはASCIIを 使 用 す る 。

① 第 一 レ コ ー ド(ス ト リ ン グ)

7

フ

ァ

イ

ル

名

数

未 使用(78

16進

(1オ クテット)

16進 〔01〕 通 知

(1オ クテット)〔02〕 問 合 せ

〔03〕 応 答

② 第 ニ レ コ ー ド(ス ト リ ン グ)以 降

フ ァ イ ル 名

(16オ クテット)

送

受

信

区

分

未 使 用(62

16進

(1オ クテット)

16進

(1オ クテット)

〔Ol〕:送 信

〔02〕=受 信

〔00〕

〔01〕

〔02〕

〔03〕

〔04〕

〔05〕

〔06〕

〔07〕

〔08〕

〔09〕

一39一

ファイル無 し ま た は データ 無 し

送 信 ファイル初 期 状 態

送 信 フ了イルデ一夕格 納 済

送 信 フ了イルデ一夕送 信 中 状 態

送 信 ファイルデータ送 信 仕 掛 かり中

送 信 ファイルデ タ送 信 済 み

受 信 ファイル初 期 状 態

受 信 ファイル準 備 完 了 状 態

受 信 フ了イル受 信 中 状 態

受 信 フ了イルデータ受 信 済 み



送 信 ・受 信 フ ァイル 状況 確 認 に は次 に示 す4種 類 が あ る。

① 受 信 フ ァイ ル準 備状 況 の通 知

② 受 信 フ ァイ ル準 備状 況 の問 い合 わ せ

③ 送 信 フ ァイ ル蓄 積状 況 の通 知

④ 送 信 フ ァイ ル蓄 積状 況 の問 い合 わ せ

② 及 び④ の 問合 せ 型 の シー ケ ンス の場 合 には 、 「問合 せ 」後 、 一 旦 ア ソ シエ ー シ ョ

ンを 切 断 す る。 応 答 は、問 合 せ側 よ り再 度 ア ソ シエ ー シ ョンを 確 立 し直 した後 に受 け

取 る。 な お 、 フ ァイル状 況 確認 の ア ソ シエ ー シ ョ ンは、 フ ァイル 転 送 と同 じア ソ シエ

ー シ ョンで も構 わ な い が
、 起動 側 は同 時 に複 数 の フ ァイ ル状 況 確 認 の た め の ア ソ シエ

ー シ ョンを確 立 す る こ とはで きな い
。

(1)受 信 フ ァイ ル準備 状 況 の通 知

口 口[三]起 動側
準備状況
通知要求

一ー 一

要求 の正当性
(フ ァイル名等)
を確認す る

一 →

○ ←

通知

○ ←

(ア ソシエーション確 立)

通 知

(転 送 開 始)

(準 備 状 況 を設 定 済
の フ ァイ ル デ ー タ)

○ ←

通知

(転 送 終 了)

通知
○←

1(ア ソシエーション解 放)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

(F-SELECT/OPEN)

F-WRITE要 求－
F-DATA要 求－
F-DATA-END要 求

F-TRANSFER-END要 求－
F-TRANSFER-END確 認

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE要 求－
F-TERMINATE確 認

←

応答側[三][三]

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

(F-SELECT/OPEN)

F-WRITE指 示

F-DATA指 示

F敬ATA-END指 示－
F-TRANSFER-END指 示

F-TRANSFER-END応 答

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE指 示

F-TERMINATE応 答

←

相手先情報
を確認

通知

[三 コ ●

(ア ソシエーション確 立)

通 知

○

(転 送 開始)

通知

○

(転 送 終 了)
通知

○

(ファイル状 況 通 知 完 了)

通知

○

○
(ア ソシエーション解 放)1

i
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(2)受 信 フ ァイル 準備 状 況 の問 い合 わ せ

[三 コ[亘 ヨ[三]起 動側応答側E三][=三 コ
準備状況問合 せ
要求

1要 求
の 正 当性

(フ ァ イ ル 名 等)

を確認す る
一 → F-INITIALIZE要 求 F-INITIALIZE指 示

〉 ' 相手先情報
を確認

F-INITIALIZE確 認
「
←

F-INITIALIZE応 答

通知
○ ←

←

通知

(ア ソシエーシ・ン確 立) (ア ソシエーション

(F-SELECT/OPEN) (F-SELECT/OPEN)
通知 通知

○ ←

(転 送 開始) F-WRITE要 求 F-WRITE指 示 (転 送 開

● ナ

F-DATA要 求

'

F-DATA指 示

(問 合せ要求を設定 〉 )

済 の ファイルデータ)

F-DATA-END要 求 F-DATA-END指 示

〉 '

F-TRANSFER-END要 求 F-TRANSFER-END指 示

「 〉

F-TRANSFER-END確 認 F-TRANSFER-END応 答

← ←

(F-CLOSE/DESELECT) (F-CLOSE/DESELECT)

通知
○ ←

通知

(転 送 終 了) (転 送終
通知

F-TERMINATE要 求 F-TERMINATE指 示

' 〉 (ファイル状 況

F-TERMINATE確 認 F-TERMINATE応 答

● 通知
○ ←

← ←

通知

(ア ソシエーション解 放) (ア ソシエーシ

応 答 用 ファ
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

(応 答 を 準 備 で き る 時 間 を 置 く)～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

準備状況 の
応答要求

1要 求
の正 当性

(フ ァイ ル名 等)を
を確認す る

一 → F-INITIALIZE要 求 F-INITIALIZE指 示

' 〉 相手先情報
を確認

F-INITIALIZE確 認 F-INITIALIZE応 答

通知

← ←

通知
○ ← ・

(ア ソシエーション確 立) (ア ソシエーション

(続 く)
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要求完了)

○

○

○

○

○

○



(続 き)

通知

○ ←

(転 送 開 始)'

通知
○ ←

(転 送 終 了)

E 通 知

○ ←

(ファイル状 況 問合 せ

応 答完 了)

○ ←

通知

(ア ソシエーション解 放)

(F-SELECT/OPEN)

F-READ要 求

F-DATA指 示

←

F-DATA-jND指 示

←

F-TRANSFER-END要 求

F-TRANSFER-END確 認

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE要 求

F-TERMINATE確 言忍

←

(F-SELECT/OPEN)

F-READ指 示

F-DATA要 求

←

F-DATA-END要 求

←

F-TRANSFER-END指 示

F-TRANSFER-END応 答←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE指 示

F-TERMINATE応 答

←

通知

(転 送 開 始)

(応 答 内 容 を 設 定

済 の ファイルデータ)

通知

○

(転 送 終 了)

通知

○

(ア ソシエーション解 放)

〇
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(3)送 信 フ ァイル 蓄 積状 況 の通 知

団 団iコ[三]起 動側
蓄積状況
通知要求

一
要求の正当性

(フ ァイル名等)
を確認する

一 →

○ ←

通知

○ ←

(アソシエーション確 立)

通 知

(転 送 開 始)

(蓄 積 状 況 を 設 定済
の フ ァイル デ ー タ)

○ ←

通知

○ ←

(転 送 終 了)

通知

(ア ソシエーション解 放)

F-INITIALIZE要 求－
F-INITIALIZE確 認

←

(F-SELECT/OPEN)

F-WRITE要 求

F-DATA要 求

F-DATA-END要 求

F-TRANSFER-END要 求

F-TRANSFER-END確 認

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE要 求

F-TERMINATE確 認

←

応答側[FTAM][コ

F-INITIALIZE指 示

,

F-INITIALIZE応 答

←

(F～SELECT/OPEN)

F-WRITE指 示－
F-DATA指 示－
F-DATA-END指 示－
F-TRANSFER-END指 示－
F-TRANSFER-END応 答

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE指 示

F-TERMINATE応 答

←

相手先情報
を確認

通知

口

(アソシエーション確 立)

通 知

○

(転 送開始)

通知

○

(転 送終了)
通知

(ファイル状 況 通 知 完 了)

通知

○

○

(ア ソシエーション解 放)

○

受 信 フ ァイル 準 備 状 況 の通 知 と シー ケ ンス は同 じ
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(4)送 信 フ ァイ ル蓄積 状 況 の問 い合 わ せ

回 [亘 ヨE三]起 動側
蓄積状況問合
せ要求一 芸⊇

性

○ ←

≡
名

る

ル
す

イ
認

ア
確

フ
を

(

通知

○ ←

(ア ソシエーション確 立)

通 知

(転 送 開始)

(問 合 せ 要 求 を 設 定

済 の ファイルデータ)

○ ←

通知

○ ←

(転 送 終 了)

通 知

(ア ソシエーション解 放)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

(F-SELECT/OPEN)

F-WRITE要 求

F-DATA要 求

F-DATA-END要 求

F-TRANSFER-END要 求

F-TRANSFER-END確 認

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE要 求

F-TERMINATE石 雀言忌

←

応答側[三][=三 コ

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

(F-SELECT/OPEN)

F-WRITE指 示

F-DATA指 示－
F-DATA-END指 示

F-TRANSFER-END指 示

F-TRANSFER-END応 答

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE指 示－
F-TERMiNATE応 答

←

相手先情報
を確認

通知

回

(アソシエーション確 立)

通 知

○

(転 送開始)

通知

○

(転 送終 了)
通 知

○

(ファイル状 況 問 合 せ

要 求 完 了)

通知

○

(アソシエーション解 放)

応 答 用 ファイルを 作 成

○

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～(応 答 を 準 備 で き る 時 間 を 置 く)～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 』～ ～

(続 く)

蓄積状況の
応答要求

一 一

要求の正当性
(フ ァイル名等)
を確認する

一

〇 ←

通知

(ア ソシエーション確 立)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 え忍

←

F-INITIALIZE指 示

〉

F-INITIALIZE応 答

←

一44一

相手先情報
を確認

通知

(ア ソシエーション確 立)

○

1



通知

(F-SELECT/OPEN)

F-READ要 求

(F-SBLECT/OPEN)

F-READ指 示

通知

(続 き)

○ ←

(転 送 開始)

通 知

●

〉○

(転 送 開 始)

(応 答 内 容 を 設 定

済 の フ了イルデ一夕)

通 知

1

>

F-DATA指 示

'

F-DATA要 求

←

F-DATA.DND指 示

←

← ・

F.DATA.END要 求

← ・

F-TRANSFER-END要 求 F-TRANSFER-END指 示

〉>

F-TRANSFER-END確 認 F-TRANSFER-END応 答

←

(F-CLOSE/DESELECT)

F-TERMINATE要 求

←・

(F-CLOSE/DE§BLECT)

F-TERMINATE指 示

○ ←

(転 送 終 了)

1 通 知

〉○

(転 送 終 了)
通 知

〉○○ ←

(ファイル状 況問 合 せ
応 答 完 了)

通 知

(転 送 終 了)

通 知

>

F-TERMINATE確 認

>

F-TERMINATE応 答

← ← ・

○ ←1

(アソシエーション解 放)

受 信 フ ァ イ ル 準 備 状 況 の 問 い 合 わ せ と シ ー ケ ン ス は 同 じ

〉○

(アソシエーシ彌 放)「

ξ
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4.3セ キ ュ リテ ィ管理 の転 送 シー ケ ン ス

4.3.1起 動 側識 別

起 動側 の識 別 に はF-INITIALIZEの 起 動側 識 別子 を使 用 す る ことが で き

る。

FTPで 起 動側 識 別子 を確認 出来 な い場 合 に は 、応 答 の エ ラー識 別子 を2015(起 動

側 識 別が 受 け 入 れ不可)に して応 答 す る。

起 動側 識 別 によ る起動 側 識 別子 の 転 送 シー ケ ンスを 以 下 に 示 す。

口 [FTI][三 三]起 動側

転送要求
『 一

・要求の正 当性

を確認する
・起動側識 別子

を設定する
一 →

通 知

○ ←

(アソシエーション 確 立)

通 知

○ ←

(ア ソシエーション 失 敗)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-INITIALIZE石 雀 言忍

←

応答側[三][三 コ

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

F-INITIALIZE応 答

←

回

起動側識別子 を確認

OKNG
←」

融01
0

(アソシエーション 確 立)

←
エラー 識 別 子 ・2015

通 知

○

(アソシエーション 失 敗)

1
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43.2応 答 側 識 別

応 答側 の 識 別 に は 応答 側 識 別子 を使 用 す る。応 答 側 識別 子 はF-INITIALIZEの 実装 情

報 フ ィー ル ドを利 用 す る。

起動 側 のFTPで 応答 側 識 別子 を確 認 出 来 な い場 合 に は、F-U-ABORTを 送 信 して切

断 す る。 な お 、 この と きの エ ラー識 別 子 は7(起 動 側 誤 り)と し、詳 細 コ ー ドに

FPDCOOOO(応 答 側 識 別子 異 常)を 通 知 す る。

応答 側 の識 別 に よ る転 送 シー ケ ンス を以下 に示 す 。

口 [三 コ[三]起 動側

転送要求
一 一

要求の正当性
を確認する

一 →

応 答 者 識 別 子 を確 認

NGOK

l通 知 ↓

○ ←

(アソシエーション 確 立)

エラー 識 別 子 ・7

詳 細 コード・FPDCOOOO

通 知

○ ←

(アソシエーション 失 敗)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求

F-U-ABORT要 求

→

応答側[FTAM][三 コ

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-SELECT指 示

F-U-ABORT指 示

回

起動側識別 を確認 し、
実装情報 に応答側識別
子を設定

通知
○

(アソシエーション 確 立)

通知

(アソシエーション 失 敗)

〇
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4.3.3起 動 者 の 認 証(起 動 者 パ ス ワ ー ド)

応 答 側 で は 起 動 側 の 識 別 に はF-INITIALIZEの 起 動 側 識 別 子 と 事 前 定 義

の 起 動 者 パ ス ワ ー ドで 確 認 す る 。 な お 、 起 動 者 パ ス ワ ー ドに は フ ァ イ ル ス ト ア パ ス ワ

ー ドを 使 用 す る
。

FTPで 起 動 者 パ ス ワ ー ドを 確 認 出 来 な い 場 合 に は 、 応 答 の エ ラ ー 識 別 子 を2020

(不 正 な フ ァ イ ル ス トア パ ス ワ ー ド)に し て 応 答 す る 。

起 動 者 パ ス ワ ー ドに よ る 起 動 側 識 別 子 の 転 送 シ ー ケ ン ス を 以 下 に 示 す 。

口 [FTP][三]起 動側

転送 要 求

一
・要 求 の正 当性

を確認 す る
.ファイルストアパスワード

を 設定 す る
一_→

○ ←

通知

○ ←

(アソシエーション 確 立)

通知

(アソンエーション 失 敗)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-INITIALIZE石 窟 え忍

←

応答側困[FTF]

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

F-INITIALIZE応 答

←

回

起 動 側 識 別 子 を 確 認

(ファイルストアパスワード)

OKNG

←」

融 日1

(アソシエーション 確 立)

←

エラー 識 別 子 二2020

通 知

○

(アソシエーション 失 敗)

○

1
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4.3.4ア クセ ス制 御(フ ァイ ル ア クセ スパ ス ワー ド)

フ ァイ ル転 送 を開 始 す るに あ た って フ ァイ ル ア ク セス パ ス ワ ー ドをFTPが チ ェ ッ

クす る。応 答 側 で フ ァイ ル ア クセ スパ ス ワー ドエ ラ ーを検 出 した場 合 に は 、F-SELECT

応 答 の エ ラ ー識 別 子 に3016(ア ク セ ス権 が な い の に ア クセ ス しよ う と した)を 設 定 し

て 通 知 す る。

ア クセ ス 制御 の転 送 シー ケ ンス(起 動 側送 信 の例)を 以下 に示 す 。

回 [三 コ[三]起 動側

一 一

〇 ←

転送要求

・要求の正当性

を確認す る
一 →

通知

○ ←

(アソシエーション 確 立)

・ ファイルアクセスパスワー

ド を 設 定 す る

一 →

通知

(転 送開始)

○ ←

通知

(転 送終 了)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求

F-OPEN要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

←

F-SELECT確 認

←

F-OPEN確 言忍

←

F-END-GROUP確 言忍

←

F-BEGIN-GROUP確 認

F-SELECT確 認

F-END-GROUP確 認

↑

↑

↑

応答側[FTAM][三 コ

F-INITIALIZE指 示

F-IMTIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-SELECT指 示

F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

←

F-SELECT応 答

←

F-OPEN応 答

←

F-END-GROUP応 答

←

F-BEGIN-GROUP応 答

←

F-SELECT応 答

←

F-END-GROUP応 答

←

相手先情報を確認

通知

口

(アソシエーション 確 立)

ファイルアクセス月スワード を 確 認

OK

__」

通知

NG

○

(転 送 開始)

○

←

エラー 識 別 子 ・3016

通 知

(転 送 終 了)

〇
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4

4

4障 害管 理 の 転 送 シー ケ ンス

4.1フ ァイル 成 立管 理

本 手 順 で は転 送 フ ァイ ル の成 立 をF-CLOSEプ リ ミテ ィブの 相 互確 認 時点 とす る。

F-CLOSEプ リ ミテ ィブ の相 互確 認 処理 中 に異 常 が 発生 した場 合 は起 動 側 と応 答

側 との 同期 が とれ な い場合 が あ る。 そ こで 、本 手 順 で は受信 側 の みがFTAMプ リ ミ

テ ィ ブで フ ァイ ル成 立 、 フ ァイ ル破 棄 を 決定 で きる もの とす る。 フ ァイ ル受 信側 、 フ

ァイル 送信 側 に応 じた フ ァイ ル成 立 の 判 断基 準 を以 下 に示 す 。

〔1)フ ァイ ル受 信 側

一起 動 側 の とき

F-CLOSE/F-DESELECT要 求 送 信 で フ ァイ ル成 立

一応 答 側 の とき

F-CLOSE/F-DESELECT応 答 送 信 で フ ァイ ル成 立

② フ ァイ ル送 信 側

一起 動 側 の と き

①F-CLOSE/F-DESELECT確 認 受 信 で フ ァイ ル成 立

②F-CLOSE/F-DESELECT要 求 未 送 信 で フ ァイ ル破 棄

③F-CLOSE/F-DESELECT要 求 送 信 ～

F-CLOSE/F-DESELECT確 認 未 受 信 は フ ァイ ル仕 掛 り

一応 答 側 の と き

①F-CLOSE/F-DESELECT応 答送 信 で フ ァイ ル成 立

②F-TRANSFER-END応 答 未 送 信 で フ ァイ ル破 棄

③F-TRANSFER-END応 答 送 信 ～

F-CLOSE/F-DESELECT指 示 未受 信 は フ ァイ ル仕 掛 り
1

本 手 順 で のF-CLOSEプ リィ ミテ ィ プの 相 互確 認 処 理 中 に異常 が 発 生 した場 合

の対 応 方 法 を 表 に 示す 。
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表4.1起 動 側 が フ ァイル 送 信 の場 合

起 動 側(フ ァイ ル送 信 側) 応 答 側(フ ァイ ル受 信 側)

フ ァイ ル 管 理 の対 応 異常発生 時の状態 異常発生 時の状態 フ ァイ ル管 理 の 対 応

① フ ァイ ル 破 棄 F-CLOSE要 求/ F-CLOSE指 示/ フ ァイ ル破 棄

F-DESELECT要 求 F-DESELECT指 示

未送信 未受信

② フ ァイ ル 破 棄 す べ きで あ る F-CLOSE要 求/ 同上
が応答側の F-DBSELECT要 求

F-CLOSE応 答/ 送信依頼済

F-DESELECT応 答

③ 送信依頼済 同上 F-CLOSE指 示/

か ど うか の 判 断 が で きな い F-DESELECT指 示

⇒仕掛か り状態 にす る 受信済

④ 同上 F-CLOSE応 答/

F-DESELECT応 答

未送信

⑤ フ ァイ ル 成 立 す べ きで あ る 同上 F-CLOSE応 答/ フ ァイ ル成 立

が応答側の F-DESELECT応 答

F-CLOSE応 答/ 送信依頼済
F-DESELECT応 答

送信依頼済

か ど うか の 判 断 が で きな い

⇒仕掛か り状態 にす る

⑥ フ ァイ ル 成 立 F-CLOSE確 認/ 同上
F-DESELECT確 認

受信済

① 、 ⑥ は 起 動 側 、 応 答 側 共 に状 態 は一 致

② ～ ④ は 起 動 側 は フ ァイ ル 破棄 す べ きで あ るが 、 応 答 側の 状 態 を判 断 で き な いた め 、

フ ァイ ル 成 立 を 仕 掛 り状 態 にす る。

⑤ は 起 動 側 は フ ァイ ル 成立 す べ きで あ るが 、 応 答 側 の状 態 を判 断 で き な い た め、

フ ァイ ル 成 立 を 仕 掛 り状 態 にす る。
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表4.2起 動 側 が フ ァイ ル受 信 の 場 合

起 動側(フ ァイ ル受 信側) 応 答側(フ ァイ ル送 信 側)

フ ァイル管 理 の 対応 異常 発生時の状 態 異常発生時の状態 フ ァイ ル管 理 の 対 応

① フ ァイ ル破 棄 F-TRANSFER-END確 認 F-TRANSFER-END応 答 フ ァイ ル破 棄

受信未 送信未

② 同上 F-TRANSFER-END応 答 フ ァイ ル 破 棄す べ きで あ

送信済 るが起動側の
F-CLOSE要 求/

F-DESELECT要 求

③ F-TRANSFER-END確 認 同上 送信依頼済

受信済 か ど うか の 判 断 が で きな い

⇒ 仕 掛 り状 態 にす る

④ フ ァイル成 立 F-CLOSE要 求/ 同上 同上
F-DESELECT要 求

送信依頼済

⑤ 同上 F-CLOSE指 示/ フ ァイ ル 成立

F-DESELECT指 示

受信済

⑥ 同上 F-CLOSE応 答/

F-DESELECT応 答

送信 未

⑦ 、

同上 F-CLOSE応 答/

F-DESELECT応 答

送信依頼済

⑧ F-CLOSE確 認/ 同上
F-DESELECT確 認

受信済

① 、⑤ ～ ⑧ は起 動側 、応 答 側 共 に状 態 は一 致

② ～③ は応 答側 はフ ァイ ル破 棄 す べ きで あ るが 、起 動 側 の状 態 を判 断 で きな いた め 、
フ ァイ ル成立 を仕 掛 り状 態 に す る。

④ は応 答側 は フ ァイ ル成 立 す べ きで あ るが 、起 動 側 の状 態 を判 断 で きな いた め 、

フ ァイ ル成立 を仕 掛 り状 態 にす る。

な お、 仕掛 か り状 態 に した フ ァイル は応 答 側 また は 起 動 側 と電 話 等 で 状態 を確 認

しあ った後 にUAPか らの要 求 で フ ァイ ル成 立 にす る こ と もフ ァイ ル破 棄 す る こ と

もで きる。

起 動 側 送 信 の場合 の フ ァイル成 立 の転 送 シー ケ ンス を以 下 に示 す 。
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匝] [亘 コ[三]起 動側

転送要求
一 一

要求の正当性
を確認する

一 →

F-CLOSE以 前 の

異 常 はFTPが

フ ァ イ ル 破 棄

↑

%修

この状態 で異常 が

発生 した場合には
ファイル仕掛 り状
態にす る

↓

応 答 側が フ ァイ ル

破 棄 の とき
UAPの 指 示 で

フ ァイ ル破 棄

↓

応 答 側 が フ ァイ ル

成立 の とき

UAPの 指 示 で
フ ァイ ル成 立

・(転 送 終 了)

フ ァイ ル成 立

通 知
○ ←

(アソシエーション 解 放)

F-INITIALIZE要 求

(F-SELECT/F-OPEN)

F-TRANSFER-END確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求－
F-CLOSE要 求－
F-DESELECT要 求－
F-END-GROUP要 求－
F-BEGIN-GROUP確 認

/
F-CLOSE確 認

/
F-DESELECTue認

F-END-GROUP確 認

F-TERMINATE要 求

F-TERMINATB確 認

←

応答側[三][三 コ

F-INITIALIZE指 示

(F-SELECT/F-OPEN)

F-TRANSFER-END応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示－
F-CLOSE指 示－
F-DESELECT指 示－
F-END-GROUP指 示－
F-BEGIN-GROUP応 答－
F-CLOSE応 答－
F-DESELECT応 答－
F-END-GROUP応 答

F-TERMINATE指 示

F-TERMINATE応 答

←

口

相手先情 報を確認

ファイル情報を確認

↑FTPで フ ァ イ ル

破 棄

通知
→○

'(転 送 終 了)

フ ァイ ル成 立

通 知

(アソシエーション 解 放)

→〇
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44.2障 害 処 理

フ ァイ ル転 送 中の 障 害 検 出 に は次 の3つ の場合 が あ る。

-FTAMで 検 出

－FTPで 検 出

－UAPで 検 出

(1)FTAMで 検 出

FTAMで 障害 を検 出 した場 合 の相 手 への 異 常通 知 方 法 は以 下 の二 とお りが あ る。

一 応 答 の エ ラー識 別 子 に異 常 を設 定 す る

－F-P-ABORTで 異 常 を通 知 す る

FTAMで 障害 を検 出 した場 合 の転 送 シー ケ ンス例 を図 に示 す 。 な お、 応答 のエ ラ ー

識別 子 に よ る異常 は以 前 に図 示 して い るの で、 こ こで は図 を 省 く。
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1

回 [三iコ[三]起 動側

転送要求
一 一

要求の正当性
を確認する

一 →

○ ←

通知

(アソシエーション 確 立)

プ ロ トコ ル異 常 を 検 出
へ

○ ←

通知

(転 送 開 始)

ロ トコ ル異 常 を 検 出

へ

害回収処理

通知

(転 送異常終了)

〔F-P-ABORT送 信 〕

障 害 回 収 処 理

通 知

○ ←

1(転 送 異 常 終 了)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求

F-OPEN要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

↑

↑

↑

↑

↓

↓

↓

↓

F-SELECT確 認

F-OPEN確 認

F-END-GROUP確 認

F-WRITE要 求

F-DATA要 求

F-P-ABORT指 示

←

F-P-ABORT要 求

→

応答側[iEZII][三 コ

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-SELECT指 示

F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

F-SELECT応 答

F-OPEN応 答

F-END-GROUP応 答

↑

↑

↑

↑

F-WRITE指 示

F-DATA指 示

F-P-ABORT要 求
'
←

相手先情報
を確認

通知

匠

F-P-ABORT指 示

○

(アソシエーション 確 立)

プ ロ ト コ ル 異 常 を 検 出

① ヘ

フ ァ イ ル 情 報

を 確 認

通知

障害回収処理

通知

(転 送異常終了)
○

障害回収処理

通知
○

(転 送異常終了)1
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(2)UAPま た はFTPで 障 害 を検 出

UAP(ま た はFTP)で 障害 を検 出 した場 合 は、UAPがFTPに キ ャ ンセル要 求

を行 い、FTPはFTAMに キ ャ ンセル 要求 を行 う。FTAMは 状 態 を判 断 して 、以 下

の2と お りの いずれ か で相 手 に異 常 を 通知 す る。

一 応 答 の エ ラー識 別子 に 異常 を 設 定 す る

－F-U-ABORTで 異 常 を 通 知 す る

異 常 通 知 後 の対 応 は起 動側 ・応 答側 の状 態 に よ って異 な る。 次表 に異 常 通 知(キ ャ ン

セ ル要 求)後 の対 応 を表4 .3に 示 す。

表.4..3異 常 通 知(キ ャ ン セ ル 要 求)後 の 対 応

起動側 応答側

FTPの 対 応 異常発生時の状態 異常発生時の状態 FTPの 対 応

① 処理 を 中止 し、UAPに F-INITIALIZE要 求 未 F-INITIALIZE指 示 未 無処理
キ ャ ンセル 完 了を 通知

② F-U-ABORT送 信 完 F-INITIALIZE要 求 済 F-INITIALIZE指 示 未 F-U-ABORT指 示 受 信 ま で 正

で回収処理 F-INITIALIZE確 認 未 ～ 常 に処理
F-INITIALIZE確 認 は 無 視 F-INITIALIZE指 示 済 F-U-ABORT後 は 回 収 処 理

③ F-U-ABORT送 信 完 F-INITIALIZE確 認 済 F-INITIALIZE指 示 済 同上
で回収処理 F-SELECT/OPEN未 F-SELECT/OPEN未

F-SELECT/OPEN確 認 は 無 視

④ F-U-ABORT送 信 完 F-SELECT/OPEN済 F-SELECT/OPEN未 同 上 ・

で回収処理 F-CLOSE/DESELECT未 ～ 済

フ ァイ ル は破棄

⑤ キャンセル処 理 の 不 可 をUAPに F-CLOSE/DESELECT済 F-CLOSE/DESELECT未 F-CLOSE/DESELECTの 完 了 ま

通知 F-TERMINATE未 ～ 済 で 待 つ

処理 を続行する (正 常 処 理)

⑥ キャンセル処 理 の 不 可 をUAPに －F-TERMINATE済 F-TERMINATE未 F-TERMINATE完 了 ま で 待 つ

通知 ～済 (正 常 処 理)

処理 を続行する

注)こ こ で はF-U-ABORTでCANCEL処 理 を 行 う 例 を 示 し て い る 。

2

UAPま た はFTPで 障害 を検 出 した場合 の転 送 シー ケ ンス例 を 次 図 に示 す。 なお 、

応 答 の エ ラ ー識 別子 によ る異 常 は以 前 に図示 して い るの で 、 こ こで は図 を 省 く。
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口 [i=i][三]起 動側

転送要求
一

要求の正当性
を確認する

一 →

○ ←
通知

☆
障害☆☆

(アソシエーション 確 立)

キ ャ ンセ ル要 求

2へ ←

`→ 〕

通 知

○ ←

(転 送 開 始)

☆ ☆

障 害 ☆ ☆ キ ャ ンセル要 求

へ ←

害回収処理

通知

→]

●'

(転 送異常終了)

〔F-U-ABORT送 信 〕

障 害 回 収 処 理

通 知

○ ←

1(転 送 異常 終 了)

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求

F-OPEN要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 言忍

↑

↑

↑

↑

F-SELECT確 認

F-OPEN確 認

F-END-GROUP確 言忍

F-WRITE要 求

F-DATA要 求

F-U-ABORT指 示

←

F-U-ABORT要 求

応答側[FTAM][三]

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-SELECT指 示

F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

↑

↑

↑

↑

F-SELECT応 答

F-OPEN応 答

F-END-GROUP応 答

F-WRITE指 示

F-DATA指 示

F-U-ABORT要 求

←

↓

↓

F-U-ABORT指 示

相手先情報
を確認

通知

回

→○

(アソシ1一ション 確 立)1

☆ ☆

キ ャ ン セ ル 要 求 ☆ ☆ 障 害

[二=====① へ

フ ァイ ル情 報

を 確 認

通 知

(転 送 開 始)

キ ャ ンセ ル要 求

「←↓

〔F-U-ABORT送 信 〕

障 害 回 収処 理

通 知

(転 送異 常 終 了)

→0

1
☆ ☆

☆ ☆ 障 ロ

障害回収処理

通知

ヨ
↑

↓

→ ○

(転 送異常終了)

○
ー
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44.3再 送

起 動 側 は一 度 エ ラ ー にな った転 送 を再 送 要 求 に よ って 再 開 す る こ とが で き る。 た だ し、

再 送 は先 頭 再 送 の み 行え る。 起 動 側/応 答 側 両 方 の フ ァイ ル状 態 に応 じたFTPの 再 送

処 理 を 下 表 に示 す 。

表4.4フ ァイ ル の状 態 と再送 要 求 のFTP処 理(起 動 側 送 信)

起動側送信 応答側受信

状 態 FTPの 処 理 状 態 FTPの 処 理

デ ー タ

格 納 済

①FTAMに 送信要求

③開始正常 な ら→デー タ送信 中に

受信準

備完了
②要求に応 じて受信処理→デ ータ受信 中

に

送信

仕掛 り

①FTAMに 送 信 要 求

③ 開始 正 常 な ら→ デ ー タ送信 中 に

受信準

備完了

②要求 に応 じて受信処理 →データ受信 中
に

送信

仕掛 り

①FTAMに 送信要求

③ 二重交換の通知 で→デ ータ送信済 に

受信済 ②二重交換 のたあ要求拒否

送信済 ① 二重交換のたあ要求拒否 受信済

(注)表 中① ～③ は再 送 信 シー ケ ンスを 示 して い ます 。

表4.5フ ァイ ル の状 態 と再 送 要 求 のFTP処 理(起 動 側 受 信)

起動側受信 応答側送信

状 態 FTPの 処 理 状 態 FTPの 処 理

受信準

備完 了

①FTAMに 受信要求

③ 開始正常な ら→データ受信中に

デ ー タ

格 納済

② 要 求 に応 じて送 信 処理 → デ ー タ送 信 中

に

受信準

備完了

①FTAMに 受信要求

③ 開始正常な ら→データ受信中に

送信

仕掛 り

②要 求 に応 じて送 信 処 理 → デ ー タ送 信 中

に

受信済 ①二重交換のため要求拒否 送信

仕掛 り

仕掛 り状態 を解除す るため には起動側
の状態を調 べて転送状態をセ ッ トす る

受信済 ① 二重交換のため要求拒否 送信済

一58一



起動 側 送 信 の 再 送 の 転送 シ ーケ ンス を示 す 。

回 [亘 コ[三]起 動側

再 送 要 求

.一一 ーー一「要 求
の正 当性

(仕 掛 り中 ファイル)
を確 認 す る

一 →

○ ←
通知

○ ←

(アソシエーション 確 立)

通知

○ ←

(転 送 開 始)

通知

F-INITIALIZE要 求

F-INITIALIZE確 認

←

F-BEGIN-GROUP要 求

F-SELECT要 求

F-OPEN要 求

F-END-GROUP要 求

F-BEGIN-GROUP確 認

F-SELECT確 認

F-OPEN確 認

↑

↑

↑

↑

F-END-GROUP確 認

F-WRITE要 求

F-DATA要 求

F-DATA-'END要 求

F-TRANSFER-END要 求

F7TRANSFER-END確 認

←

○ ←

応答側[五三1[三 コ

F-INITIALIZE指 示

F-INITIALIZE応 答

←

F-BEGIN-GROUP指 示

F-SELECT指 示

F-OPEN指 示

F-END-GROUP指 示

F-BEGIN-GROUP応 答

F-SELECT応 答

F-OPEN応 答

F-END-GROUP応 答

↑

↑

↑

↑

F-WRITE指 示

F-DATA指 示

→

F-DATA-'END指 示

F-TRANSFER-END指 示

→

F-TRANSFER-END応 答

←

(F-CLOSE/F-DBSELECT)(F-CLOSE/F-DESELECT)

(転 送終 了)

通知

F-TERMINATE要 求

F-TERMINATE確 認

←

F-TERMINATE指 示

F--TERMINATE応 答

←

相手先情報
を確認

通知

一

(アソシエーション 確 立)

ファイル情報
を確認

(受 信準備完了)

通知

○

(転 送 開始)

(アソシエーション 解 放)

通知

○

(転 送終了)

通知

(アソシエーション 解 放)

→○

→ 〇
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付 録AFAI、 転 送 制 御情 報 、FTAMパ ラ メ タ との 関 係

FAI、 転 送 制 御情 報 、FTAMパ ラ メタの 関 係 を 付 表A.1に 示 す。

〔記 号 の 意 味 〕

-FAI欄 と転 送 制 御 情 報欄 の間 の記 号

(P):相 手 先 情 報 の 項 目で あ る ことを 示 す 。

(f):フ ァイ ル情 報 の 項 目で あ る こ とを 示 す 。

(r):転 送 要 求 お よび 状 態 を示 す 項 目で あ る。

選択の記号(F手 順での選択)

m:必 須機能

c=条 件付 きサポー ト

i:規 定範囲外

一:該 当な し未定義

付 表A.1FAI、 転 送 制 御 情 報 、FTAMパ ラ メ タ との 関 係

FAI 転送制御情報 FTAMの パ ラ メ タ 選択 備考

F

l

着 呼 側 応 用 エンティティ名 称 i 未使用

I

N

I

T

発 呼 側 応 用 エンティティ名 称 i 未使用

相手先 コー ド/ (P)相手PSAP/ 1 着 呼 側 ル ゼンテーションアドレス m

自己 コー ド 自己PSAP A

L

相手先 コー ド/ (P)自己PSAP/ 1 発 呼 側 ル ゼンテーションアドレス m

自己 コー ド 相 手PSAP Z

E

萎
プレゼンテーションコンテキスト 管 理 m 固 定(「 偽 」 を 指 定 する。 または省 略)

求 応用コンテキス ト名 m 固 定(1,0,8571,1,1)

/

指 サ ー ビ ス ク ラ ス m 固定(転 送クラスのみ使用)

示
) 一転 送 m 使用

一ア クセ ス i 未使用

一管 理 i 未使用

一転 送 ・管 理 i 未使用

(続 く)
一難 制 約 i 未使用
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FAI

(続き)

機能単位

転送制御情報

(P)機能単位

ドキュメント型 リスト (P)ドキュメント型 リスト

起動側識別子(P)起 動側識別子

パ ス ワー ド (P)パ ス ワ ー ド

FTAMの パ ラメ タ

F

-

I

N

I

T

I

A

L

I

Z

E

(
要

求

/

指

示

)

機能単位

出 し

書込み

ファイルアクセス

限定ファイル管理

拡張 ファイル管理

グループ化

FADUロ ック

・復

再開

属性グループ

格納域

機密保護

私用

共用ASE情 報

FTAMのQOS

通信のQOS

コンテ ンツ型 リス ト

　
トキュメント型

抽象構文

起動側識別

課金先

ファイルス トアパスワー ド

チェックポイントウィン ドゥ

選択

m

C

.C

i

i

i

m

・l

i

i

m

i

m

i

m

i

m

m

i

m

i

m

備考

読出 し/書 込みのどちらかを指定

ノノ

未使用

未使用

未使用

固定(使 用)

未使用

未使用

未使用

未使用

使用

未使用

未使用

FTAM機 能に依存

未使用

使用

未使用

未使用

未使用
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FAI 転送制御情報 FTAMの パ ラ メ タ 選択 備考

リターンステータス(P)ス テ ー タ ス F

l

状態結果 m

I

N

動作結果 m

1 応答側応用エ ンテ ィテ ィ名称 i 未使用

T

I

相手先 コー ド/ (P)相手PSAP/ A 応 答 側 プレゼンテーションアドレス m

自 己 コー ド 自己PSAP L

I

Z

E

ブレゼンテーショ刀 ンテキスト 管 理 m 固 定(「 偽 」 を 指 定 する。 または省 略)

(

応答側識別子(P)応 答側識別子 応 実装情報 m 応答側識別子に使用

答 (応答側識別子)

/
確 応 用 コ ンテ キ ス ト名 m 固 定(1,0,8571,1,1)

認
)

サ ー ビス ク ラ ス m 要求/指 示 と同様(転 送のみ)

機能単位 (P機能単位 機能単位 m 要求/指 示と同様

属性 グループ m 要求/指 示と同様

共用ASE情 報 i 未使用

FTAMのQOS m FTAMの 実装に依存

通信のQOS i 未使用

ドキュメント型 リスト (P)ドキュメント型 リスト コ ンテ ンツ型 リス ト m 要求/指 示と同様

1
リターンステータス(P)ス テ ー タ ス 診断 m

チ ェ ッ クポ イ ン トウ ィ ン ドゥ i 未使用

F-TERMINATE(要 求/指 示)

共用ASE情 報 i 未使用

F-T ERMINATE(応 答/確 認)

共用ASE情 報 i 未使用

課金値 i 未使用

(P) F-U-ABORT(要 求/指 示)

リターンステ汐 ス(f)ス テ ー タ ス 動作結果 m

(r)

診断 m
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FAI 転送制御情報 FTAMの パ ラ メ タ 選択 備考

リターンステータス(P)ス テ ー タ ス

(f)

(r)

l
F-P-ABORT(要 求/指 示)

動 作 結 果

診 断

m

m

F-SELECT(要 求/指 示)

属 性

L。 。イル名

要求アクセス

アクセスパスワー ド

同時性制御

共用ASE情 報

課金先

m

m

m

m

i

i

i

読出し/置 換

未使用

未使用

未使用

フ ァイル 名(f)フ ァイ ル名

処 理 モ ー ド(f)処 理 モ ー ド

1
ファイルアクセスパスワード(f)フ ァイルアクセスパスワード

(f)

リターンステータス(r)ス テ ー タ ス

F-SELECT(応 答/確 認)

状態結果

動作結果

属性

L。 。イル名

共用ASE情 報

診断

m

m

m

m

i

m

代表名で要求された場合には、選択さ

れたファイル名が返 る

未使用

フ ァイル 名(f)フ ァイ ル 名

リタづ ステータス(f)ス テ ー タ ス

(r)

F-DESELECT(要 求/指 示)

共 用ASE情 報 i 未使用

(f)

リターンステータス(r)ス テ ー タ ス

F-DESELECT(応 答/確 認)

動作結果

課金値

共用ASE情 報

診断

m

i

i

m

未使用

未使用

リターンステータス(f)ス テ ー タ ス

(P
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FAI 転送制御情報 FTAMの パ ラ メ タ 選択 備考

処 理 モ ー ド (f)処理 モ ー ド F 処 理 モ ー ド m 読出し/置 換

1
コンテンツタイプ(f)コ ンテンツタイプ

l
O コ ンテ ン ツ型

、

m (参考:INTAP-1の 場 合)

データフォーマット 識 別 子(f)デ ータフォーマット 識 別 子P (コンテンツ型=「 未 知 」 とする事 も許 される。)

1 E 一ドキ ュ メ ン ト型 名
m

最 大 レコ ー ド長(f)最 大 レコ ー ド長 N

萎

一最 大 レコ ー ド長 パ ラ メ タ
m

求 一長 さに 制 限 がっ か な い レコード
i 未使用

レ コー ド形 式(f)レ コー ド形 式 /
●

可変長/ 指 一レコー ド特 性 パ ラ メ タ
m

固定長 示
) 一可 変 長 レ コー ド

m

一固 定 長 レ コー ド
m

同時性制御 i 未使用

共用ASE情 報 i 未使用

FADUロ ッ ク要 否 m 固 定(「 偽 」 を指 定 する。 ま描 省 略)

アクティビィティ識別子 i 未使用

回 復 モ ー ド m FTAMの 実装に依存

コンテキス ト削除 i 未使用

コンテキス ト定義 i 未使用

リターンステータス (f)ス テ ー タ ス

(r)

F

l
O

状態結果

動作結果

m

m

コンテンツタィブ (f)コンテンツタイプ

P

E コ ンテ ンツ型 m

N

念
同時性制御 i 未使用

答 共用ASE情 報 i 未使用

リターンステータス (f)ス テ ー タ ス

/

確

認

診断 m

(r)
)

回復モー ド m FTAMの 実装に依存

プ レゼ ンテ ー シ ョ ン動 作 m 固定(動 作無 し)

リターンステータス (f)ス テ ー タ ス F-C LOSE(要 求/指 示)

(r) 動作結果 m

共用ASE情 報 i 未使用
.

リターンステータス(f)ス テ ー タ ス

(r)

診断 m

1
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●

FAI 転送制御情報 FTAMの パ ラ メ タ 選択 備考

リターンステータス(f)ス テ ー タ ス

(r)

l
F-CLOSE(応 答/確 認)

動作結果

共用ASE情 報

診断

m

i

m

未使用

リ外 ンステ一夕ス(f)ス テ ー タ ス

(r)

F-BEGIN-GROUP(要 求/指 示)

しき い値 m 固 定(2:SELECT+OPEN)

F-BEGIN-GROUP(応 答/確 認)

(パ ラ メ タ な し)
一

F-END-GROUP(要 求/指 示)

(パ ラ メ タな し) 一

F-END-GROUP(応 答/確 認)

(パ ラ メ タな し)
一

F-READ(要 求/指 示)

FADU識 別

ア クセ ス コ ンテ キ ス ト

FADUロ ック

m

m

i

固定(最 初)

固定(UA)

未使用

処 理 モ ー ド(f)処 理 モ ー ド

F-WRITE(要 求/指 示)

FADU操 作

FADU識 別

FADUロ ック

m

m

i

置換

固定(最 初)

未使用

F-DATA(要 求/指 示)

デ ー タ値 m

(f)

1汐一ンステ汐 ス(r)ス テ ー タ ス

F-DATA-END(要 求/指 示)

動 作 結 果

診 断

m

m

F-TRANSFER-END(要 求/指 示)

共 用ASE情 報 i 未使用
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FAI 転送制御情報 FTAMの パ ラ メ タ 選択 備考

リターンステータス(f)ス テ ー タ ス

(r)

l
F-TRANSFEHND(応 答/確 認)

動作結果

共用ASE情 報

診断

m

i

m

未使用

リターンステータス(f)ス テ ー タ ス

(r)

1

●
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付録Bエ ラー コー ド表

ファイル車元送 実行時に何 らかの異常を検出 した場合、エラー識別子と詳細 コー ドで相手

に異常を通知す る。

ファイル転 送実行時のエラーには、FTAMで 既に規定 されているエラーとF手 順固有

のエラーがある。FTAMで 既に規定 されているエラーにっいては、FTAMが 規定 した

エラー識別子を通知す る。F手 順固有のエラーについては、エラー謝lj子 を1(応 答側誤

り)ま たは7(起 動側誤 り)と し、詳細 コー ドと詳細メッセージ(オ プション)を 付加 し

て通知す る。

(1)FTAMで 既 に規定 されているエラー

エラー内容 エラー識別子

後続誤り 0008

一時的に資源が不足している
0009

起動側識別は認められていない 2015

不正 なファイルス トアパスワー ド 2020

ファイルが存在 しない 3004

ファイル ビジー 3012

不正なファイルアクセスパ スワー ド 3016

ローカル障害(特 定できない) 5028

(注)上 記 は主なエラーのみを示 している。

上記以外でFTAMで 規定されているエラーを使用で きる。
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②F手 順固有のエラー

エラー内容

エラー

識別子

詳細

コ ー ド メ ッセー ジ(オ プ ション)

応答側識別子異常 7 FPDCOOOO RESPONDERIDENTIFIERERROR

相手先情報未定義 7 FPDCOOO1 PARTNERINFORMATIONNOTSPECIFIED

この利用者とのアソシエーション1♪転送許可時間

外のため許さ1ぬい(接 続許可時間外)

7 FPDCOOO2 ASSOCIATIONNOTALLOWED-NOTWITHINALLOWEDTIME

このファイルアクセ砿 転送許可時間外のため許

さ櫨い(転 送許可時間外)

7 FPDCOOO3 FILEACCESSNOTALLOWED-NOTWITHINALLOWEDTIME

二重交換エラー 7 FPDCOOO4 DOUBLETRANSFERERROR

ファイル情報未定義 7 FPDCOOO5 FILEINFORMATIONNαrSPECIFIED

ファイル情報使用中 7 FPDCOOO6 FILEINFORMATIONBUSY

ゼロ件

データ転送

(異常)

送信側が起動側 7

FPDCOOO7 EMPTYFILETRANSFER

送信側が応答側 1

転送キャ
ンセル

キャンセル要求側が起動側 7

FPDCOOO8 FILETRANSFERCANCELED

キャンセル要求側が応答側 1

代表名1はるファイル読 出し機§自琳 一トして

いない

1 FPDCOOO9 FILEREADBYGENERICNAMEN〔n「SUPPORTED

代表名読出しに該当するファイルがない

(転送済)

1 FPDCOO10 FILEBYGENERICNAMENOTAVAILABLE

代表名読出し用のファイルではない 1 FPDCOO11 FILEREADBYGENERICNAMENOTAPPLICABLETOTHISFILE

その他の
エラー

エラー検出側が起動側 7

FPDCO999 F-PROCEDURELOCALFAILURE(UNSPECIFIC)
エラー検出側が応答側 1

注)詳 細 メ ッセー ジを付加す る場合、詳細 コー ドとの 間に空 白を1文 字入れ る
"FPDC"はFProcedureDetailCodeの 略であ る
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付 録CJOUG-1ド キ ュ メ ン ト型(JOUGレ コ ー ド フ ァ イ ル)

こ の ド キ ュ メ ン ト型 の 定 義 はISO/IECDIS9834-2(lnformationTechnology-Open

SystemsInterconnection-ProceduresfortheoperationofOSIRegistration

Authorities-part2:RegistrationproceduresforOSIdocumenttypes)のAnnex

A(Formatofregisterentries)に 従 っ て 記 述 し て い る 。

C.1エ ン ト リ番 号

JOUG-1

C.2情 報 オ ブ ジ ェ ク ト

●

ドキュメント型 名 {isomember-body392ftam(10)document-type(2)

joug-record-file(6)}
"JOUG

recordfile"

抽象構文名
、

asnamelの 名 前 {isomember-body392ftam(10)abstract-syntax(3)

intap-asl(1)}
"INTAPabstract

syntaxASI"

転送構文名
.

tsname1の 名 前 {joint-iso-ccittasn1(1)basic-encoding(1)}
"B

asicEncodingofasingleASN.1type　

tsname2の 名 前 {isomember-body392ftam(10)transfer-syntax(4)

intap-tsl(1)}
"INTAPt

ransfersyntaxTS1"

パラメタ構 文

PARAMETERS::=SEQUENCE{

maximum-record-1ength[1]IMPLICITINTEGEROPTIONAL,

record-significance[2]IMPLICITINTEGER{variable(0),fixed(1)}OPTIONAL

content-attributes[3]IMPLICITSEQUENCEOFSEQUENCE{

keyOB∫ECTIDENTIFIER,

valueANYOPTIONAL}OPTIONAL}

フ了イルモデル {isostandard8571file-mode1(3)hierarchical .(1)}
"FTAMhi

erarchicalfilemode1"

コンストレイントセット {isostandard8571constraint-set(4)unstructured(1)}
"FTAMunst

ructuredconstraintset　

ファイル内 容

Datatype1::=Record-Element--ISPlO607-2のINTAP-ASIの 定 義 に 従 う

C.3適 用 範 囲

こ の ドキ ュ メ ン ト型 は 、ISO8571(FTAM)に よ る フ ァ イ ル 転 送 の た め の フ

ァ イ ル 内 容 を 定 義 す る 。
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C.4 ,参 照 規 格

ISO8571:19881nformationProcessingSystems-OpenSystemsInterconnection-

FileTransfer,AccessandManagement

ISPlO607:19901nformationTechnology-InternationalStandardizedProfiles

AFTnn-FileTransfer,AccessandManagement

C.5定 義

こ こ で は 、ISO8571-1で 定 義 さ れ た 以 下 の 用 語 を 使 用 し て い る 。

デ ー タ要 素

デー タ単 位(DU)

フ ァイ ル ア クセ スデ ー タ単位(FADU)

C.5.1レ コ ー ド

フ ァ イ ル を 構 成 す る 単 位 デ ー タ 。

C.5.2レ コ ー ド要 素

レ コ ー ドを 構 成 す る デ ー タ 要 素

C.6略 語

DUDataUnit

FADUFileAccessDataUnit

JOUG-JapanOSIUsersGroup

PDVPresentationDataValue

C.7ド キ ュ メ ン トの 意 味

ドキ ュ メ ン トは 一 つ の フ ァ イ ル ア ク セ ス デ ー タ 単 位(FADU)か ら 構 成 さ れ 、 そ のF

ADUは0個 、1個 、 ま た は 複 数 個 の レ コ ー ドか ら 構 成 さ れ る 。 レ コ ー ドの 順 序 に は 意 味

が あ る 。 各 レ コ ー ド は0か ら255ま で の 任 意 の 値 の オ ク テ ッ ト列 か ら 構 成 さ れ る 。

ドキ ュ メ ン ト構 造 は 、 非 構 造 コ ン ス ト レ イ ン トセ ッ トに よ り 制 約 さ れ たFTAM階 層 フ

ァ イ ル モ デ ル に よ り 許 さ れ る 形 態 を と る 。 こ れ ら はISO8571-2で 定 義 さ れ て い る

。 最 大 レ コ ー ド長(maximum-record-1ength)ノ こラ メ タ が 存 在 し 、 レ コ ー ド特 性(string-

significance)パ ラ メ タ の 値 が 可 変(variable)、 あ る い は こ の パ ラ メ タ が 存 在 し な い

と き は 、 各 レ コ ー ドの 長 さ は 最 大 レ コ ー ド長 パ ラ メ タ で 指 定 さ れ る 長 さ よ り 小 さ い か 等 し

く な る 。 レ コ ー ド特 性 パ ラ メ タ の 値 が 固 定(fixed)で あ れ ば 各 レ コ ー ドの 長 さ は 最 大 レ

コ ー ド長 パ ラ メ タ で 指 定 さ れ る 長 さ に 等 し く な る 。

最 大 レ コ ー ド長 パ ラ メ タ が 存 在 せ ず 、 レ コ ー ド特 性 パ ラ メ タ の 値 が 可 変 あ る い は こ の パ

ラ メ タ が 存 在 し な い と き は 、 長 さ 制 限 が 付 か な い レ コ ー ド と な る 。

ドキ ュ メ ン トの 内 容 は 内 容 属 性(content-attributes)パ ラ メ タ に よ っ て 明 示 さ れ る 。

ドキ ュ メ ン ト型 と し て の パ ラ メ タ の 値 に 関 す る 制 約 は な い 。

●

C.8抽 象 構 文 構 造

ドキ ュメ ン トの抽 象 構 文構 造 は一連 の レ コー ド要 素 で あ る。 レ コー ドは1ま た は複 数 の

レコー ド要 素 か ら構 成 され る。

C.9転 送 定 義

C.9.1デ ー タ 型 定 義

フ ァ イ ル はC.2節 で 定 義 さ れ る デ ー タ 型 の0個 、1個 、 ま た は 複 数 個 の 値 か ら 構 成 さ

れ る 。
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C.9.2プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン デ ー タ 値

ドキ ュ メ ン ト は 、 一 連 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン デ ー タ 値(PDV)と し て 転 送 さ れ る 。 各

々 のPDVは 一 つ のASN .1デ ー タ 型(Datatypel)の 値 か ら な り 、ASN.1デ ー タ

型 の 一 つ の 値 は 一 つ の レ コ ー ド要 素 を 転 送 す る 。

す べ て の 値 は 、 抽 象 構 文 名(asnamel)を サ ポ ー トす る た め に 確 立 さ れ た も の と 同 じ(

た だ し 任 意 の)プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン コ ン テ キ ス トで 転 送 さ れ る 。

同 一 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン コ ン テ キ ス トで のPDV間 の 境 界 、 お よ びP-DATAプ リ ミ

テ ィ ブ 間 の 境 界 は 、 送 信 時 に 送 信 側 に よ っ て 選 択 さ れ る 。 こ の ド キ ュ メ ン ト型 を サ ポ ー ト

す る 受 信 側 は 許 さ れ て い るPDVの ど の 転 送 オ プ シ ョ ン に 対 し て も ドキ ュ メ ン トを 受 付 け

な け れ ば な ら な い 。

C.9.3プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン デ ー タ 値 の 順 序

PDVの 順 序 は フ ァ イ ル の デ ー タ 単 位(DU)内 の レ コ ー ド要 素 と 同 一 で あ る 。

C.10転 送 構 文

こ の ド キ ュ メ ン ト型 を サ ポ ー トす る 実 装 はC .2章 で 定 義 す るtsnamelを サ ポ ー ト し な

け れ ば な ら な い 。 デ ー タ 圧 縮 を 行 う 場 合 はtsname2を オ プ シ ョ ン と し て サ ポ ー ト し て も よ

い 。

C,llASE固 有 仕 様

C.ll.lISO8571(FTAM)

C.11.1.1単 純 化

JOUG-1ド キ ュ メ ン ト型 はISP10607-2で 定 義 さ れ るINTAP-1ド

キ ュ メ ン ト型 に 単 純 化 す る こ と が で き る 。INTAP-1へ の 単 純 化 に よ り 内 容 属 性(co

ntent-attributes)に 関 す る ドキ ュ メ ン ト型 パ ラ メ タ 情 報 が 失 わ れ る 。

C。11.1.2レ コ ー ド長 の 緩 和

JOUG-1ド キ ュ メ ン ト は 、 よ り 大 き な 最 大 レ コ ー ド長 パ ラ メ タ を 持 つ か 最 大 レ コ ー

ド長 パ ラ メ タ を 持 た な いJOUG-1ド キ ュ メ ン ト に 緩 和 す る こ と が で き る 。 レ コ ー ド長

の 緩 和 に よ っ て レ コ ー ド長 に 関 す る 明 示 的 な ドキ ュ メ ン ト型 パ ラ メ タ 情 報 が 失 わ れ る 。

●

C.ll.1.3拡 張操 作

JOUG-1ド キ ュ メ ン トのDUに 対 して 拡 張操 作 を 実行 す る場 合 は、 転送 す るデ ー タ

は元 のJOUG-1ド キ ュ メ ン トと同 じ特 性 を持 つJOUG-1ド キ ュ メ ン トで な けれ ば

な らな い。 拡 張操 作 の結 果 生 成 され る ドキ ュ メ ン トは、 元 のJOUG-1ド キ ュ メ ン トの

レコ ー ド要 素 と追 加 した新 規 のJOUG-1ド キ ュ メ ン トの レコ ー ド要 素 とで構 成 され る

が 、 元 の レコー ド要 素 と新 規 の レ コー ド要素 との 境界 は ドキ ュ メ ン ト内 で は見 え な い。

C.ll.1.4置 換 操 作

JOUG-1ド キ ュ メ ン ト の 根FADUに 対 し て 置 換 操 作 を 実 行 す る 場 合 は 、 転 送 す る

デ ー タ は 元 のJOUG-1ド キ ュ メ ン ト と 同 じ 特 性 を 持 つJOUG-1ド キ ュ メ ン トで な

け れ ば な ら な い 。
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1.仕 様書の 目的

本仕様書 は、 ファイル転送 システム(FTP)と 、ユーザアプ リケー シ ョンプ ロセス(UAP)

との間のイ ンタフェースで あるrFTPア クセスイ ンタフェース:FAI(FTPAccessInterface)」

を規定す る ものであ る。

本 インタフ ェースを規定す る目的は、UAPとFTPの 間の イ ンタフェー スを共通化す ることに

より、利用者固有プ ロセ スか ら見 たF手 順 の機能を共通化す ることを目指す ものであ る。

但 し、本イ ンタフ ェー ス仕様 は、FAIの 機能 のみを規定す るもので、その実現方法の詳細 まで

規定す る ものではない。
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2.概 要

2.1イ ンタ フ ェ ース モデ ル

FTPア クセ ス イ ンタ フ ェー ス:FAI(FTPAccessInterface)はFTP(FileTransferProc-

ess)とUAP(UserApPlicationProcess)の 間 に論 理 的 に存 在 し、 各 種操 作 手 段 を提 供 す る。

さ らに、UAPの 上 位 のUPI(UserProgramInterface)が 想 定 され 、FTP、UAP、FAI

及 び転 送 制御 情報 は以 下 の様 に モ デル 化す る。

ユ ーザ固有 プロセス

F手 順固有 プロセス

E A 1 転送制御情報

F手 順 提 供 範 囲

図2-1イ ンタ フェ ー スモ デ ル

上 記表現は、FTP、UAPの 間にFAIと 言 うプロセスが存在す る事を表 してい るので はな く、

論理的な位置付 けを表 した ものであ る。

FAIの 利用者 としては、開発者を想定 してい る。 なお、UPIは 、エ ン ドユ ーザを想定 したイ

ンタフ ェースで あるが、F手 順の規定対象 外 とす る。す なわち、F手 順提供 各社 のパ ッケー ジ毎 に

異な る。
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2.2イ ンタ フェースの型

本仕様で規定す るFAIに は、次の2つ の型が存在す る。

①同期型

UAPか らFAIに て要求 した操作の結果が、UAPに 制御が戻 った時点で完了 している型。

②非同期型

UAPか らFAIに て要求 した操作の結果 は、UAPに 制御が戻 った後、約束 された手段で

通知 され る型。

(1)同 期型イ ンタフェース処理 フロー

同期型イ ンタフェースでは、図2-2の 通 り、FAIに お いて転送制御情報 に対す る各種 ア ク

セスが実行 された後 、FTP、FTAMに おいて 目的の処理が実行 され結果が返却 され る。

この同期型イ ンタ フェースでは、処理の要求 と結果の取得が同 じイ ンタフ ェースの中で実行 さ

れ る。

UAP FAI FTP FTAM

、 /、

↓

シンタヲクスチェヲク

転送 制御

情報アクセス

アクセスの み/
∈

同期型処理要求

(処理結果取得)
転送制御

情報チェヲク∈

ノ

処
〉

理

エラー

実

行

ノ＼

∈

転送制御情報

図2-2同 期 型 イ ンタ フ ェー ス処 理 フ ロー
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(2)非 同期型イ ンタフェース処理 フロー

非同期型イ ンタフェースで は、図2-3の 通 りFAIに おいて転送制御情報 に対す る各種 アク

セ スが実行 された後、FTP及 びFTAMに おいて 目的の処理が実行 され るが、処理の要求段階

で は転送制御情報 に関わる整合性 チ ェックお よびFTPで の処理の結果のみの返却 とな り、最終

実行結果 は、要求の発行 とは非同期 に発行す る 「処理結果取得」 によ り結果が返却 され る。

この非同期型イ ンタフェー スでは、処理の要求 と結果 の取得が別々のイ ンタフェースを実行す

ることによ り完結す る。

UAP FAI FTP FTAM
.

、 /

∀

シンタックス&

非同期型処理要求 転送制御
〈 情 報 チェック

◆
処

〉

理 プ
エラー 口

∈< 実 ト

コ ノ、

行 ル ン

ド

リ

ン

グ

▽ 処

理 非同期

害
イ丁

処理結果取得 ∈

ノ ＼ ノ ＼

↓

↑

↓

↑

↓

↑

↓

↑

↓

↑

転送制御情報

図2-3非 同 期 型 イ ンタ フ ェ ー ス処 理 フ ロ ー
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23転 送制御情報

転送制御情報 の転送要求情報、相手先情報およびファイル情報の三つの情報の関連性 とその情報

が起動 時及 び応答時 にどの ように使 われ るかを説明す る。

(1)相 手先の識別

F手 順で は相手先 を特定化 して識別す るために"リ ンク識別子"と 言 う考 え方 を用 いて いる。

この リンク識別子 の考え方 は、各 システムで設定 した 自己コー ドが関連す る システム間で一意の

コー ドで無 くて も、相手先 コー ドと自己 コー ドの組み合わせ によ り一意化 された コー ドを得 る方法

であ る。

相手先 の コー ドを設定す る場 合、相手先で既 に他の相手先で設定 した コー ドを利用 しよ うとす る

場合が あ り、 この とき自己コー ドを組み合 わせ た りンク識別子 を利用す ることによ って システム間

で一意 に相手先を定 め られ る。

【基本 ルール】

① 自己コー ド、相手先 コー ドの付 け方

自己 コー ド、相手先 コー ドは 自己PSAP、 相手PSAPに 対す るユニー クな名称であ り、

PSAPに 対 し1対1に 対応す る。

② リンク識別子 の付 け方

自己コー ド、相手先 コー ドの組 み合わせに対 し、唯一付 け られ るコー ドであ る。

次に上記ルールを図 にて説 明す る。
システムa システムb

APSAP-1
〈

PSAP-11V
▲ 」」[

>

PSAP-2
〈

▼

PSAP-12
>

PSAP-3
0
〈

⇔ 認 め な

◆ 一 つ の相

PSAP-13W

◆

O

B
O

C
O

D/＼

EPSAP-4

0〈

●

システムC

PSAP-14X

◆

令
認 めな い

(一 つ のPSAPに 二 つの 自 己コード)

●

PSAP-15Y
▲ 」」
▼ ▼

システムd

PSAP-16Z
▲ ▲

○:自 己 コー ド
▼)

手 先 コード に二 つ のPSAP)

◇:自 己PSAP

●:相 手先 コー ド
◆:相 手PSAP
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(2)フ ァイルの識別

フ ァイルは リンク識別子 とファイル名の組み合 わせで識別 され る。 このため、同一 ファイル名 で

あ って も リンク識別子が異なれば別 々のフ ァイル と して識別で きる。

APSAP-1リ ンク識別子:XXXPSAP-AX

BPSAP-2

フ ァイル名:FA

リンク識別子:YYY PSAP-BY

→

フ ァイル名:FA

(注)送 信 ファイル と受信 フ ァイル は、同一 フ ァイル名で も各 々登録す る必要が ある。

(3)情 報の関連性

転送要求情報、相手先情報および ファイル情 報の三つの情報の関連 は以下の通 りである。

相手一 リンク識別噸 側/応答但枢分…自a-一 ド…相手知 一ド…li]

リンク識別子…フ。_に ・

1コ

(注)起 動側/応 答側区分:相 手先情報で定義 した リンク識別子が起動時に使用す る情報 か、応 答時

に使用す る情報かを識別す る。

起動側:1,応 答側:Rと 表現す る。
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(4)情 報の使われ方

転送要求情報、相手先情報およびファイル情報は起動側及び応答側にて次の様に使われる。

①起動側

転送開始要求(登 録方式)は 、要求のキーである転送識別子か ら、また転送開始要求(直 接方

式)は ファイル名と りンク識別子から送るべ き相手先 と送 るべきファイルを特定化す る必要があ

る。そのための情報の関連性を説明する。
←キー部→

転送開始要求(登 録方式)
→ 転送要求情報

(要求キー:
転送識別子)

転送識別子:リ ンク識別子

相手先を特定

ファ傭 …ii]

転送ファイルを特定

相手先情報 リン ク識 別 子iIi自 己 コー ドi相 手先 コーーードi

←一 キ ー部 →

転送開始要求(直 接方式)

(要 求 キ ー:

フ ァイ ル名,

リン ク識 別 子)

1[
ファイルフ

ァイル情報 リンク識別子
:フ ァイル名:

キー部

式)
相手先情報

←一 キ ー部一 →
1

リンク識別子iIi 自己コー ドi相 手先 コー ドi
l,`

ノ
)

1日

1コ

フ・イご リン嚇 霧 イ焔 …自

キー部 →

②応答側

応答側で は、F-INITIALIZEで 受け る相手PSAPと 自己PSAPか ら格納 ファイルを特定化す

る必要 があ る。 その ための情報の関連性を説明す る。

←一 キー部

(霧隠IZE自 己コード繊 コード・ に
自己PSAP)

F-SELECT

(フ ァイル名)

PSAP－ リンク識 別子

変 換

2つ の情報か ら特定

フ ァイル情報 リンク識別子iフ
ァイル名: ll]
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2.4イ ンタフェース概要

FAIと して は、 イ ンタ フェースを次 の四つ に分類 す る。

(1)転 送制御情報 アクセス

転送制御情報であ る相手先情報、 ファイル情報、転送要求情報 に対す る登録、更新、削除、参

照を行 うイ ンタフェースを規定す るものである。

(2)要 求発行

UAPよ りFTPに 対す る各種要求動作 を発行 す るためのイ ンタフェースを規定す る ものであ

る。

(3)処 理結果取得

UAPがFTPよ り転送結果等の結果 を取得す るため のイ ンタフェースを規定す るものであ る。

(4)状 態 セ ッ ト

転送制御情報へ転送状態 をセ ッ トす るイ ンタフェースを規定す るもので ある。

各イ ンタ フェース分類に属す るイ ンタフェースの概 要を下記 に示す。

イ ンタ フ ェース分 類 イ ンタ フ ェース名 型 機能概要

相手先情報 転送を行う相手先定義および相手先に対す
アクセス 同期型 る自己定義の保守を可能 にす るイ ンタフェ

一ス で あ る。

転送制御情報 ファイル情報 同期型 転送を行 うファイルに関する情報の保守を
ア クセ ス アクセス 可 能 にす る イ ンタ フ ェー スで あ る。

転送要求情報 転送要求に関する相手先とファイルの関係
ア クセ ス 同期型 付 け情報の保守を可能 にす るイ ンタフェー

ス で あ る 。.

転送開始要求 転送要求情報を用いて転送の開始要求(発
(登録方式) 非同期型 信転送)を 可能 にす るイ ンタフ ェースであ

る 。

転送開始要求 転送要求情報を用いずに相手先情報とファ
(直接方式) 非同期型 イル情報を用いて転送開始の要求を可能に

す るイ ンタ フ ェー スで あ る。

転送キ ャンセル 非同期型 転送の要求又は実行途中の転送を強制的に
キ ャ ンセ ルす るイ ンタ フ ェー スで あ る。

要求発行
フ ァイル状況 非同期型 相手先の転送 ファイルの準備/蓄 積状況を

問い合わせ 問 い合 わ せ るイ ンタ フ ェー ス で あ る。

フ ァイル状況通知 非同期型 自己側の転送ファイルの準備/蓄 積状況を
通知 す るイ ンタ フ ェー スで あ る。

転送状態 同期型 転送状態を問 い合 わせ るイ ンタフェースで

問い合わせ あ る 。

処理結果取得 結果取得 同期型 FTPか ら非同期型要求で行われた要求の

結果を取得す るイ ンタフ ェースであ る。

状態 セ ッ ト 転送状態セ ッ ト 同期型 ファイルの転送状態をセ ッ トす るイ ンタフ
A

エ ー ス で あ る 。
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2.5モ デル シーケ ンス

(1)起 動側転送

転送 開始要求においては、転送要求情報を事前に登録す るか否か によ り、登録方式/直 接方式

の二種類の転送要求発行 イ ンタフェースが使用可能 である。

転送制御

情報アクセス

相手先情報アクセス

(登録)

相手先情報登録済

ファイル情 報 アクセス

(登 録)

情報未登録

フ ァイル情報 アクセス

(登録)

状態セ ッ ト

十
要求発行

十
結果取得

状態セット

⊥

(注)図 の見方

ファイル情報登録済

相手先 ・ファイル情報登録済

相手先情報アクセス

(登録)

転送 状態セット

転送可能

転送開始要求

(直接方式)

転送要求情報アクセス

(登録)

転送要求情報登録済

転送状態セット

転送可能

転送開始要求

(登録方式)

転送結果待ち

転送状態問い合わせ 転送キャンセル

結果取得

⇒転送終了

転送終了

転送状態セット

一「

インタフェース

分 類

⊥

状 態 …UAPか ら見 た状態 を示す。

インタフェース名 …機 能 概要 は、 「2.4イ ンタ フ ェー ス概 要 」 参照

一9



(2)応 答側転送

丁
転送制御

情報アクセス

⊥
状態セ ッ ト

十
結果取得

丁
結果取得

⊥
状態セ ッ ト

⊥

相手先情報アクセス

(登録)

相手先情報登録済

情報未登録

ファイル情 報 アクセス

(登 録)

フ ァイル情報ア クセス

(登録)

ファイル情報登録済

相手先 ・ファイル情 報登録済

相手先情報アクセス

(登録)

転送可能

転送状 態セット

結果取得

⇒転送開始

転送状態問い合わせ

転送結果待ち

転 送キャンセル

結果取得

⇒転送終了

転送終了

転送状態セヲト
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(3)フ ァイル状況問 い合わせ

⊥
転送制御

情報アクセス

相手先情報アクセ

相手先情報登録済

情報未登録

ファイル情 報 アクセス

フ ァイル情報ア クセス

状態 セ ッ ト

十
要求発行

十
要求発行

十
結果取得

⊥
状態セット
⊥

ファイル情報登録済

相手先 ・ファイル情報登録済

相手先情報アクセス

転送状態セット

転送要求情報アクセス

転送要求情報登録済

ファイル状況問 い合 わせ可能

転送状態セット

ファイル状況問 い合 わせ要求

ファイル状況問 い合 わせ要求済

転送状態問い合わせ
ファイル状況問い合 わせ応答

ファイル状況問い合わせ応答待 ち

転送状態問い合わせ
結果取得

⇒転送終了

転送終了

転送状態セット
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(4)フ ァイル状況通知

T
転送制御

情報アクセス

状態セ ッ ト

十
要求発行

十
結果取得

⊥
状態セット
⊥

相手先情報アクセ

相手先情報登録済

情報未登録

スセ"報情河フ

外セ態状送転

ファイル情報ア クセス

ファイル情報登録済

相手先情報アクセス

相手先 ・ファイル情報登録済

転送要求情報アクセス

転送要求情報登録済

ファイル状況通知可能

転送状態セット

ファイル状況通知

ファイル状況通知済

転送状態問い合わせ

結果取得

⇒転送終了

転送終了

転送状態セット
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3.イ ンタ フ ェー ス詳 細

この章で は、FAI(FTPア クセスイ ンタフェース)の 各々の イ ンタフェースの機能 とそのパ ラ

メタにっ いて記述す る。

各々の イ ンタフェースにつ いて、以下の情報が記述 されてい る。

・イ ンタフェースの機能

UAPが 当イ ンタフェースを使用す ることによりFTPで 実行 され る機能の概要 を説明す る。

・イ ンタ フェース形式

イ ンタフェースのパ ラメタとその値の記述形式 を示す(イ ンタフェースのパ ラメタの記述規則 に

っいて は次ペー ジを参照)。

・入力パ ラメタ

各イ ンタ フェースを通 じて、UAPか らFTPへ 入力すべ きパ ラメタの説明である。転送制御情

報ア クセスイ ンタフェースでは転送制御情報の設定モー ドやキー項 目があ り、要求発行 イ ンタフェ

ースで は要求項 目等 が相 当す る
。

・入 力/出 力パ ラメタ

各 イ ンタフェースを通 じて、UAPか らFTPへ 入 力す る場合 とFTPか らUAPへ 出力 され る

場合のあ るパ ラメタの説明である。例えば、転送 制御情報ア クセスイ ンタフェースで は設定 モー ド

(MODE)が 参照("READ")の 場合 には出力パ ラメタとなるが、他のモ ー ドの場合 には入力パ ラメタとな

る。

・出力パ ラメタ

各イ ンタフェースを通 じて、FTPか らUAPへ 出力 され るパ ラメタの説明である。

代表的なパ ラメタと して、 リター ンステータス(STATUS)が あ る。 なお、 ステータスコー ドの値

について は以下を参照 され たい。

-FTAMで 規定 されて いるコー ド及 びファイル転送時の コー ド

… 「ファイル転送仕様」の 「付録B .エ ラー コー ド表 」

-FAI固 有の コー ド

… 本仕様 書の 「付録B .エ ラー コー ド表」

・注意事項

イ ンタ フェースの使用法 にっ いて、注意す るべ き点があ る場合 に記述 され る。

(注)本 章 に記述 されて いる各 イ ンタ フェースの内容 はFAIの 論理 的な機能 を記述 した ものであ り、

製品の実装す るイ ンタフェースのパ ラメタの名称/表 現方法その ものを定義す ることを目的 と した

もので はない。例えば、製品によ って はここに記述 されて いるイ ンタフェースの各パ ラメタと同等

の機能 を提供す る ものに対 して別のパ ラメタ名を付与す る可能性 もあ る。
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次 にイ ンタフェースのパ ラメタ形式の記述例 を以下 に示 し、 その記述規則 を述べ る。

入力パ ラメタ:

パラメタ1

[パ ラメタ2=値パラメタ3=値]

パラメタ4[値1

値2]

齢
値3

[パ ラ メ タ6=値]

[パ ラ メ タ7n二 値]

入力/出 力パ ラメタ:

同上.

出力 パ ラ メタ:

パ ラ メタ8=値

[パ ラ メタ9二 値]

一パ ラメタ1～9は
、パ ラメタ名を表す。パ ラメタ名 は英数字の文字列か らな る。

一値及び値1～3は パ ラメタ値 を表す。値 が英数字で示 されている場合、記述 されて いる値を選択

すべ きことを示す。値が 日本語で示 されて いる場合、そのパ ラメタ値の内容 にっ いて はパ ラメタ

説明において示 される ことを表す。

一パ ラメタ1～7は 入力パ ラメタであ る。

・パ ラメタ1の 値 はその まま指定す ることを示す。

・パ ラメタ2及 び3は どち らかのパ ラメタを選択 して指定す ることを示す。

・パ ラメタ4の 値1及 び値2は どち らかの値を選択 し指定す ることを示す。

・パ ラメタ5は 省略可能 なパ ラメタで ある。パラメタ5の 値1(下 線で示 された値)は 当パ ラメ

タを省略 した場合に とられ る値(既 定値)で あ る。

・パ ラメタ6は 省略可能 なパ ラメタで ある。パ ラメタ6を 省略 した場合 には既定値 は取 られ ない

(値 がないとみな される)。

・パ ラメタ7nは パ ラメタ7をn個 繰 り返 して指定で きることを示す。nの 数 についてはパ ラメ

タ説明 にて記述 され る。

一入力/出 力パ ラメタも入力パ ラメタのパ ラメタ1～7と 同様 の形式で記述 され る。

一パ ラメタ8は 出力パ ラメタであ り、パ ラメタ値 の内容 について はパ ラメタ説明 にて示 される。

一パ ラメタ9も 出力パ ラメタであ るが
、パ ラメタ値が 出力 され る場合 と出力 されない場合が あるこ

とを示 す。
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3.1転 送 制 御情 報 ア クセ ス イ ンタ フ ェー ス

転送制御情報 アクセスイ ンタフェースは、転送制御情報が持つ各種運用情報の登録 、更新 、削除 、

参照を規定す る もで あ る。

転送制御情報が提供 す るイ ンタフェースには、以下の イ ンタフェースが ある。

・相手先情報ア クセス

・フ ァイル情報 ア クセス

・転送要求情報 ア クセス
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3.1.1相 手 先情 報 ア クセ ス

転送 を行 う相手先 ごとに、相手先の各種情報の定義及 びその相手先 に対す る自己側の各種情報の定

義を行 うイ ンタフェースである。

F手 順 にお ける相手先 とは、転送相手 との間で取 り決めた相手側の認識 コー ド(相 手先 コー ドと呼

ぶ)と 自己側の認識 コー ド(自 己 コー ドと呼 ぶ)の 組み合わせで認識す るものであ る。相手側及び 自

己側の認識 コー ドと して は、PSAPア ドレスを対応 させ る。

F手 順 では、認識 した相手先 に1っ の識別 名(リ ンク識別子)を っけて管理す る。 リンク識別子 は

転送 制御情 報内で一意 に認識 され る もので ある。
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(1)イ ン タ フ ェー ス 形 式

入 力 パ ラ メタ:　 {當
1

リンク識別子

TYPE={

入 力/出 力パ ラ メ タ:
RCCODE・ 相 手 先 コー ド

HCCODE=自 己 コー ド

[IIDCHK={
[INITID=起 動 側識別子]

[RIDCHK={
[RESPID・ 応答側識別子]

[…={
[FSPSWD=パ ス ワー ド]

[STIMER=転 送 時 間 帯(開 始時 刻)]

[ETIMER=転 送 時 間 帯(終 了時 刻)]

[NOREC-{

[FUNITR={}]*

[FUNITW={}],
[DOCTNO・ ドキ ュメ ン ト型 数]*

[DOCTYPEn・ ドキ ュ メ ン ト型 コ*

出力 パ ラ メ タ:

[STATUS=リ タ ー ンステ ー タ ス]

注)*:本 パ ラ メ タの 使 用 はオ プ シ ョ ンで あ る。
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(2)入 力パ ラメタ

MODE

相手先情報を登録、更新、削除、参照す る場合そのモー ドを指定す る。

・"ADD":相 手先情報の登録を行 う。

・"UPDATE":相 手先情報の更新を行 う。

・"DELETE":相 手先情報の削除を行 う。

・"READ":相 手先情報の参照を行 う。

LINKID

転送 を行 う相 手を一意に定 める リンク識 別子 を指定す る。

MODEパ ラ メタの値が"ADD"の 場合 には、新 たな リンク識別子を指定す る。MODEパ ラメタの値が
"ADD"以 外の場 合には

、既に登録済の リン ク識別子 を指定す る。

TYPE

登録 す る相 手先 に対 して 自己側が起動側 とな るか、応答側となるかの区別を指定す る。相手先

に対 して起動側 に も応答側に もな りうる場合 には、TYPE・1とTYPE=Rの 両方の登録が必要であ

る。

・"1":自 己側 は起動側であ る。

・"R":自 己側 は応答側であ る。

(3)入 力/出 力パ ラメタ

以下のパ ラメタは、MODEパ ラメタの値が"ADD"の 場合 には入力パ ラメタであ り、"READ"の 場合 に

は出力パ ラメタで ある。MODEパ ラメタの値が"UPDATE"の 場 合には更新す るパ ラメタだけを指定す る。

指定 され なか ったパ ラメタの値 は登録済の ものが その ままとられ る。MODEパ ラメタの値が"DELETE"

の場 合には以下 のパ ラメタは意味を持 たない。

RCCODE

相手先 コー ドと して相手PSAPを 直接 、識別子 と して指定 す る。 またはPSAPを 識別す る

識別 子を指定す る。

HCCODE

自己コー ドと して 自己PSAPを 直接 、識別子 と して指定す る。 またはPSAPを 識別す る識

別子 を指 定す る。

IIDCHK

起 動側識別子 をチ ェ ックす るか どうかを指定す る。 自己側が起動側 の場合、起動側識別子を送

信す るか どうかを指定す る。 自己側が応 答側の場 合、相手か ら受信 した起動側識別子を認証す る

か ど うかを指定す る。

・"Y":送 信す る/チ ェックす る。(既 定値)

・"N":送 信 しない/チ ェックしない。

INlTID

自己側が起動側の場 合、応 答側 に対 して送信す る起動側識別子を指定す る。 自己側が応答側の

場 合、認証す る相手起動側識 別子 を指定す る。起動側識別子の指定方法 について は付録A参 照。・

本パ ラメタは、IIDCHKパ ラメタの値が"Y"の 場合に有効であ る。
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1

RIDCHK

応答側識別子をチ ェ ックす るか どうか を指定す る。 自己側が起動側の場 合、相手側か ら送信 さ

れる応答側 識別子 を認証す るか ど うかを指定す る。 この場合、 自己側 と し相手側の指定 は同 じで

な らなければな らない。 自己側が応答側 の場合、応答側識別子を送信す るかど うかを指定す る。

・"Y":送 信す る/チ ェックす る。(既 定値)

・"N":送 信 しな い/チ ェックしない。

RESPID

自己側が起動側 の場合 、認証す る相手応答側識別子 を指定す る。 自己側が応答側の場合、送

信す る応答側識別子 を指定す る。応答側識別子の指定方法 については付録A参 照。

本パ ラメタは、RIDCHKパ ラメタの値が"Y"の 場合に有効であ る。

PWFORM

ファイルス トアパ ス ワー ドを使用す るか ど うかを指定す る。 自己側が起動側の場合、応答側 で

ある相手先 に ファイルス トアパ スワー ドの送信を し、不正なア クセスを防止す るか どうかを設定

す る。 自己側が応答側 の場合、起動側で ある相手先 にフ ァイルス トアパス ワー ドを送 信 させ、不

正なア クセスを防止す るか どうかを設定す る。

・"N":フ ァイル ス トアパ スワー ドを使用 しない。(既 定値)

・"S":フ ァイル ス トアパ スワー ドを使用す る。パ スワー ドの形式は図形文字列 であ る。

・"0":フ ァイル ス トアパ スワー ドを使用す る。パ スワー ドの形式 はオ クテ ッ ト列 であ る。

FSPSWD

自己側が起動側の場合、応答側であ る相手先 に送信 す るファイルス トアパス ワー ドを指定す る。

自己側が応答側の場 合、認 証するフ ァイルス トアパス ワー ドを設定す る。

ファイルス トアパス ワー ドの指定方法につ いて は付録A参 照。

本パ ラメ タはPWFORMが"S"ま た は"0"の 場合 に有効であ る。

STIMER

相手先単位 に転送 が可能 な時間を指定す ることがで きる。本指定は、転送が可能な時間の開始

時刻を示す ものであ る。既定値 は0時 である。

ETIMER

相手先単位 に転送が可能 な時間を指定す ることがで きる。本指定 は、転送が可能な時間の終了

時刻を示す ものであ る。既定値 は24時 であ る。

NOREC

転送 ファイルの送信 データがゼ ロ件の場 合の扱 いを設定す る。本パラメタは、相 手先単位 にゼ

ロ件データの扱 いを正常 とす るか異常 とす るか設定で きる。本パ ラメタは、転送が送信 時のみ有

効である。転送が受信の場合 は、 このパ ラメタの指定は意 味を持たず、送信側でセ ッ トされた値

が認識 され る。

・"Y":転 送 ファイルの送信 データがゼロ件の場合、ゼ ロ件 データ転送を正常転送 とす る。

(既 定値)

・"N":転 送 ファイルの送信 データがゼ ロ件の場合、ゼ ロ件データ転送を異常転送 とす る。
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FUNITR

FTAMプ ロ トコルの外部 フ ァイルサー ビス機能単位 と して、読 出 し機能単位 を指定す るか ど

うか指定す る。

・"Y":読 出 し機能単位を指定す る
。(既 定値)

・"N":読 出 し機能単位を指定 しない。

FUNITW

FTAMプ ロ トコルの外部 ファイルサ ー ビス機能単 位と して、書込み機能単位を指定す るか ど

うか指定する。

・"Y":書 込 み機能単位を指定す る。(既 定値)

・"N":書 込 み機能単位 を指定 しない
。

なお、FUNITR又 はFUNITWの 少 な くと も一方が"Y"で なければな らな い。

DOCTNO

コンテ ンツ型 リス トに指定す る ドキ ュメン ト型の個数 を設定す る。

DOCTYPEn

コ ンテ ンツ型 リス トに指定す る ドキュメ ン ト型 を設定す る。本パ ラメタの最大指定個数 は3で

ある。

・"FT/W3":FTAM-3(既 定 値)

・"INTAPI":INTAP-1

・"JOUG1":JOUG-1

(4)出 力パ ラメタ

STATUS

本 イ ンタフェースのア クセス結果状態 を示す。

・正常終了

・パ ラメタエ ラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエ ラーがあ る。以下の詳細 ステータス情報が示 される。

一必須パ ラメタ無指定

本 イ ンタフェースにお ける必須のパ ラメタが指定 されていない。

一入力値不正

規定外のパラ メタ値が指定 された。

一入 力文字数不正

入力文字数が規定外であ る。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重 に指定 されてい る。

一指定不可パ ラメタ指定

規定外のパ ラメタが指定 された。

・二重登録エ ラー

MODEパ ラメタが"ADD"の 時にLINKIDパ ラメタで指定 された リンク識別子 に対す る相手先

情報が既 に存在す る。
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・該 当す る相手先情報が無い

MODEパ ラメタが"UPDATE"、"DELETE"ま たは"READ"の 時 にLINKIDパ ラメタで指定 された リ

ンク識別子 に対す る相手先情報が存在 しない。

・転送制 御情報 アクセスエ ラー

転送制御情報のア クセ ス時に何 らかのエラーが発生 した。

(5)注 意事項

①FUNITR,FUNITW,DOCTNO,DOCTYPEnパ ラメタの扱 い

これ らのパ ラメタが表す相手先情報 を転送制御情報 として使用す るか ど うか はオプ ションとす る。

これ らの情 報を相 手先情報 と して使用す る場合、登録時 にこれ らのパ ラメタを指定 しなければな ら

ない。 ただ し、既定値 を採用す る場 合には省略可能で ある。

これ らの情報 を相手先情報 と して使用 しない場合、 これ らのパ ラメタの指定 は不要である。

FUNITR/FUNITWパ ラ メタを使用す る場合、転送時に転送 ファイル に対応す るファイル情報のSRMO

DEパ ラメ タの値(送 信/受 信 ファイルの区別)と これ らのパ ラメタの整合性 はユーザの責任 となる。

DOCTNO/DOCTYPEnパ ラメタを使用す る場 合、転送時 に転送 フ ァイル に対応 す るフ ァイル情報のCO

NTYPEパ ラメタの値(ド キ ュメン ト型の区別)と これ らのパ ラメタの整合性 はユ ーザの責任 とな る。
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3.1.2フ ァイ ル情 報 ア クセ ス

転送を行 う相手先の個々の ファイル ごとに、該当す るファイルに関す る情報の定義 を行 うイ ンタ

フェースであ る。

F手 順 におけるフ ァイル とは、相手先を一意 に認識 す る リンク識別子 と転送相手先 との間で取 り

決めた ファイル名 との組 み合 わせで一意 に認識す るもので ある。

ファイル名はFTAMの 仮想 フ ァイル名を対応 させ る。
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(1)イ ンタ フ ェー ス形 式

入力パ ラメタ:

㎜ニ/l

　
LINKID・ リン ク識 別 子

FLCODE=フ ァイ ルID

[CYCLE=サ イ クルID]

入力/出 力パラメタ:

[SRMODEニ{劉

STINF実 ファイル情報

[CONTYPEニ{撒}]

[DFORMNO・ デ ー タ フ ォーマ ッ ト識 別子]

[MAXLENG・ 最 大 レコー ド長

[LENGKBN={「}]

[PACTREAD={}]

[PACTREPL={}]

[PWDRFORM=制

[PWDREAD=フ ァイ ル ア クセ スパ ス ワー ド]

[PWDWFORM={r}]

[PWDREPLニ ファイルアクセスパ スワー ド]
[STIMEF=転 送時間帯(開 始時刻)]
[ETIMEF=転 送時間帯(終 了時刻)]

[NOREC={}]

[FLREP={}]

[DPCHKニ{}]

出 力パ ラ メタ:

[STATUS=リ タ ー ンステ ー タス]
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(2)入 力 パ ラメタ

MODE

相 手 先情 報 を登 録 、 更新 、 削 除 、参 照す る場合 そ のモ ー ドを 指 定 す る。

・"ADD":相 手 先情 報 の登 録 を 行 う。

・"UPDATE":相 手 先情 報 の更 新 を 行 う。

・"DELETE":相 手 先情 報 の削 除 を 行 う。

・"READ":相 手 先情 報 の 参 照 を 行 う。

LINKID

リン ク識別 子 を指 定 す る。 転 送 を 行 う相 手 を一 意 に定 め るた め の識 別 子 で あ る。

相 手 先 情 報 ア クセ ス時 に指定 した リ ンク識 別子 と同 じもの を指 定 す る。

FLCODE

フ ァイル名 の フ ァイルIDを 指 定 す る。 フ ァイルIDの 指 定 方 法 にっ いて は付録A参 照。

CYCLE

フ ァイル名 の サ イ クルIDを 指定 す る。 フ ァイ ル名 は フ ァイ ルIDと サ イ クルIDか らな る。

サ イ クルIDと して は、4桁 の 十進 数 を指 定 す る。

この パ ラメタ を指 定 す る こと によ り、本 フ ァイ ル は サ イ クル管 理 を 行 う フ ァイル とな る。 本 パ

ラ メ タを 省略 す る と、 サ イ クル 管理 を行 わ な い フ ァイ ルで あ る ことを 示 す。

(3)入 力/出 力 パ ラ メ タ

以 下 の パ ラメタ は、MODEパ ラ メ タの 値が"ADD"の 場 合 に は入 力パ ラメ タで あ り、"READ"の 場 合 に

は 出力 パ ラメ タで あ る。MODEパ ラ メタ の値 が"UPDATE"の 場 合 に は更 新 す るパ ラ メタ だ け を指 定 す る。

指 定 され な か ったパ ラ メタ の値 は登録 済 の ものが そ の ま ま と られ る。MODEパ ラ メタ の値 が"DELETE"

の 場 合 に は以 下 のパ ラメ タ は意 味 を持 た な い。

SRMODE

本 フ ァイル の送 受信 モ ー ドを指 定 す る。

・"SEND":本 フ ァイ ル は、 送信 フ ァイ ルで あ る。(既 定 値)

・"RECV":本 フ ァイ ル は、 受信 フ ァイ ルで あ る。 .'

注)FLCODEがrF-PROC.STATE」 の 場 合 は、送 受 信 フ ァイ ル と して動 作 す るた め、 本 パ ラ メ タ は

意 味 を持 た な い。

STINF

本 フ ァイルの シス テ ム上 の実 フ ァイル情 報が 設 定 され る。 本パ ラメ タ の内容 は、 シ ステ ム ご と

に規 定 され る もの で あ る。 自己側 デ ー タの 格納 先 で あ る。

注)1っ の実 フ ァイ ルを 送信 ・受 信 両方 で 使用 す る場 合 には フ ァイ ル情 報 を2っ 定 義 して お く必

要 が あ る。

CONTYPE

仮 想 フ ァイル の ドキ ュ メ ン ト型 を 指 定 す る。

・"FTAM3":'FTAM-3(既 定 値)

・"INTAP1":INTAP-1

・"JOUG1":JOUG-1
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DFORMNO

仮 想 フ ァ イルの ドキ ュ メ ン ト型が"JOUG1"の 場 合 、 転送 デ ー タの フ ォー マ ッ トを識 別 す るデ ー

タ フ ォー マ ッ ト識 別 子 を指 定 す る。 デ ー タ フ ォー マ ッ ト識 別 子 の 指定 方 法 につ いて は付 録A参 照 。

MAXLENG

最大 レコー ド長 をバイ ト(オ クテ ッ ト)単 位で設定す る。 ファイルの レコー ドサイズに相当す

る。

LENGKBN

MAXLENGで 設 定 され た 最大 レコー ド長 の形 式 を設 定 す る。

・"V":可 変 長(既 定 値)

・"F":固 定 長

・"N":意 味 な し

注)ド キ ュメ ン ト型(CONTYPE)と 最 大 レコー ド長(MAXLENG)と 最 大 レコー ド長形 式(LENGKBN)の

関係 は、 以 下 の よ うに な る。

最大 レコー ド長(MAXLENG)と
ドキ ュ メ ン ト型(CONTYPE)

最 大 レコー ド長 形 式(LENGKBN)

FTAM-3 MAXLENG:フ ァイルの ストリングサイズで あ り 、 最 大7K(7,168)オ

(バ イナ リデ ー タ レコ ー ド転 送用) クテ ッ トで あ る。

LENGKBN:固 定 長(F)、 可 変 長(V)と 意 味 な し(N)が

許 され る。省略す ると意味な しが と られ
る。意 味 な しの 場 合 、MAXLENGは 意味 を

持たない ことを示す。

INTAP-1 MAXLENG:フ ァイル の レコードサイズで あ り 、 最 大32K(32,767)

(バ イ ナ リデ ー タ レコー ド転 送 用) オ クテ ッ トで あ る。
LENGKBN:固 定 長(F)と 可 変 長(V)が 許 され る。省 略

す ると可変長 が とられる。

JOUG-1 MAXLENG:フ ァイル の レコードサイズで あ り 、 最 大32K(32,767)

(デ ー タ フ ォー マ ッ ト識 別 子 を持 オ クテ ッ トで あ る。
っ バ イナ リデ ー タ レコ ー ド転送 LENGKBN:固 定 長(F)と 可 変 長(V)が 許 され る。省 略

用) す ると可変長が とられ る。

PACTREAD

読出 し動作 の許可 を指定す る。相手側が起動側の場合 に、相手側か らの読 出 し動作 を許可す る

か否かを指定す る。本パ ラメタは、 ファイルが送信 ファイルの場合 に有効であ る。

・"Y":読 出 しを許可す る。(既 定値)

・"N":読 出 しを許可 しない
。

PACTREPL

置換 動 作 の 許可 を 指 定 す る。 相 手 側 が起 動 側 の 場合 に、 相 手側 か らの 置換 動 作 を許 可 す るか

否 か を 指 定 す る。 本 パ ラメ タ は、 フ ァイ ルが 受 信 フ ァイ ル の場 合 に有 効 で あ る。

・"Y":置 換 を許 可 す る。(既 定 値)

・"N":置 換 を許 可 しな い。

PWDRFORM

フ ァイル 読 出 しサ ー ビス に対 応 す るパ ス ワー ドの設 定 で あ る。

・"N":ア クセ ス パ ス ワー .ドを使 用 しな い。(既 定 値)

・"S":ア クセ ス パ ス ワー ドを 使 用す る。 パ スワー ドの形 式 は図 形 文 字 列 で あ る。

・"0":ア クセ ス パ ス ワー ドを 使 用す る。 パ ス ワー ドの形 式 はオ クテ ッ ト列 であ る。
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PWDREAD

自己側が起動 側でかっ本 フ ァイルが受信 ファイルの場合、設 定す るフ ァイル読 出 しア クセスパ

スワー ドであ る。 自己側が応答側でかっ本 ファイルが送信 ファイルの場合、 ファイルの読出 しア

クセスパスワー ドであ り、相手側のパス ワー ドと比較 される。 ア クセスパス ワー ドの指定方法 に

っいては付録A参 照。

PWDWFORM

ファイル置換 サー ビスに対応す るパス ワー ドの設定である。

・"N":ア クセ スパ スワー ドを使用 しない。(既 定値)

・"S":ア クセ スパ スワー ドを使用す る。パ スワー ドの形式 は図形文字列であ る。

・"O":ア クセスパ スワー ドを使用す る。パ スワー ドの形式 はオ クテ ッ ト列であ る。

PWDREPL

自己側が起動側でかっ本 フ ァイルが送信 ファイルの場 合、送信す るフ ァイル置換 アクセスパ ス

ワー ドである。 自己側が応答側でかっ本 フ ァイルが受信 フ ァイルの場合、 ファイルの置換 ア クセ

スパ スワー ドで あ り、相手先のパス ワー ドと比較 される。

ア クセスパス ワー ドの指定方法について は付録A参 照。

STIMEF

ファイル単位に転送が可能 な時間を指定す ることがで きる。本指定 は、転送が可能な時間の開

始時刻 を示す ものであ る。既定値 は0時 で ある。

ETIMEF

フ ァイル単位 に転送が可能 な時間を指定す ることがで きる。本指定 は、転送 が可能な時間の終

了時刻 を示す ものであ る。既定値 は24時 であ る。

注)相 手先情報 とファイル情報の両方で転送時 間帯を設定 してい る場合 には、両方 の時間帯でチ ェッ

クされ る。

NOREC

転送 ファイルの送信 データがゼ ロ件の場合の扱 いを設定す る。本パ ラメタは ファイルを送信す

る時のみ有効であ り、省略 した場 合は、相手先情報の値 に従 うこととす る。

・"Y":転 送 ファイルの送信 データがゼ ロ件の場合、ゼ ロ件 データ転送 として正常終了 とす る。

(既 定値)

・"N":転 送 フ ァイルの送信 デー タがゼ ロ件の場合、異常終了 とす る。

FLREP

代 表名によ るフ ァイル読 出 しを行 うか ど うかを設定す る。 このパ ラメタはサ イクル管理を行 う

ファイルに対 しての み有効であ る。

・"N":代 表名によるファイル読 出 しを行わないフ ァイルで ある。(既 定値)

・"Y":代 表名によるファイル読 出 しを行 うファイルである。

DPCIIK

転送 ファイルの二重交換防止 を行 うか ど うかを指定す る。本パ ラメタは自己側が応答側で ある

時 のみ 「'j効であ り、起動側であ る場 合に はUAPが 二重交換の管理を しなければな らない。

・"Y":転 送 フ ァイルの二重交換防止を行い、異常終了 とす る。(既 定値)

・"ば:転 送 フ ァイルの二重交換を許可 し、正常終了 とす る。
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(4)出 力パ ラ メタ

STATUS

本 イ ンタ フェー スのア クセス結果状態を示す。

・正常終 了

・パ ラ メタエラー

UAPで 指定 したパ ラ メタにエラーがあ る。以下の詳細 ステー タス情報が示 され る。

一必須パ ラ メタ無指定

本 イ ンタフ ェースにおける必須のパラメタが指定 されていない。

一入力値不正

規定外のパ ラメタ値が指定 され た。

一入力文字数不正

入力文字数が規定外であ る。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重 に指定 されている。

一指定不可 パラメタ指定

規定外 のパ ラメタが指定 された。

・二重登録 エラー

MODEパ ラメタが"ADD"の 時 に該 当す るファイルに関す るファイル情報が既 に存在す る。

・該 当す るフ ァイル情報が無 い

MODEパ ラメタが"UPDATE","DELETE"ま たは"READ"の 時 に該 当す るファイルに関す るファ

イル情報が存在 しない。

・転送制御情報ア クセスエラー

転 送制御情報のア クセ ス時に何 らかのエラーが発生 した。
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3.1.3転 送要 求 情 報 ア クセ ス

ファイル転送を起動す る場合 に事前 に転送要求情報を定義 してお くためのイ ンタ フェースであ る。

ファイル転送要求を発行す る場合 には、あ らか じめ定義 されて いる転送要求情報を使用 して転送を要

求す る"登 録方式"と 、転送要求情報を使用せず 直接転送情報 を指定 して転送を要求す る"直 接方式"が

可能である。なお、転送要求情報 はフ ァイル転送 の起動側 となる場合のための情報であ り、応答側で

は登録の必要はない。

(1)イ ンタ フェー ス形 式

転送要求情報アクセス

入力パ ラメタ:

MODE=ADD

UPDATE

DELETE

READ

FTID・ 転 送 識別 子

入力/出 力パ ラメタ:

LINKID=リ ンク識別 子

[FLCODEn=フ ァ イ ルID]

[CYCLEn=サ イ クルID]

出力パ ラメタ:

[STATUS=リ タ ー ン ス テ ー タ ス]

(2)入 力パ ラメタ

MODE

転送要求情報 を登録、更新、削除、参 照す る場合 そのモー ドを指定す る。

・"ADD":転 送要求情報の登録を行 う。

・"UPDATE":転 送要求情報の更新を行 う。

・"DELETE":転 送要求情報の削除を行 う。

・"READ":転 送要求情報の参照を行 う。

FTID

1っ の転送の単位にっ ける識別子を指定す る。登録方式の転送要 求は、 この転送識別子 を用 い

て行 う。
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(3)入 力/出 力パ ラメタ

以下のパ ラメタは、MODEパ ラメタの値が"ADD"の 場合 には入力パ ラメタであ り、"READ"の 場合 には

出力パ ラメタであ る。MODEパ ラメタの値が"UPDATE"の 場 合には更新す るパ ラメタだけを指定す る。指

定 されなか ったパ ラメタの値 は登録済の ものがそのままとられ る。MODEパ ラメタの値 が"DELETE"の 場

合には以下のパ ラメタの指定 は意味を持 たない。

LINKID

転送要求 を出す場合の転送相手 にっ けた リンク識別子を指定す る。相手先情報及 びフ ァイル情

報で定義済 みの リンク識別子 を指定 しなければな らな い。MODEが"ADD"の 場合 には省略で き

な い。

FLCODEn

転送す るファイルのフ ァイルIDを 指定する。本パ ラメタは、既 にファイル情報 として定義済

みの ファイルIDを 指定 しな ければいけない。 このパ ラメタの最大指定個数 は10で あ る。

MODEの 値が"ADD"の 場合、少 な くとも1っ は指定 しなけれ ばな らない。

CYCLEn

転送す るファイルのサイ クルIDを 指定す る。本パ ラメタは、既 に ファイル情報 と して定義済

みのサイ クルIDを 指定 しなけれ ばいけない。'このパ ラメタの最大指定個数 は10で あ る。

また、nの 値 はFLCODEnで 指定 した ものに合 わせ る必要が ある。

・"サイクルID":サ イクルIDと して4桁 までの10進 数を指定す る。

・"****":代 表名読 出 しを行 う。 この値 は受信 ファイルにの み有効である。

本パ ラメタを省略す ると、サイ クル管理 を行わないフ ァイルであ ることを示す。

(4)出 力パ ラメタ

STATUS

本 イ ンタフェースのア クセス結果状態 を示す。

・正常終了

・パ ラメタエラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエ ラーが ある。以下の詳細エ ラー情報が示 され る。

一必須パ ラメタ無指定

本 イ ンタフェースにおける必須のパラメタが指定 されていない。

一入力値不 正

規定外 のパ ラメタ値が指定 された。

一入力文字数不正

入 力文字数が規定外であ る。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重 に指定 されて いる。

一指定不可 パ ラメタ指定

規定外 のパ ラメタが指定 された。

・二重登録エ ラー

MODEパ ラメ タが"ADD"の 時 に該当する転送要求情報が既 に存在す る。
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・転送要求情報が無 い

MODEパ ラメタが"UPDATE"、"DELETE"ま たは"READ"の 時 に該当す る転送要求情報が存在 し

ない。

・転送制御情報 アクセスエ ラー

転送制御情報の アクセ ス時に何 らかのエラーが発生 した。

・該 当す る相手先情報が無 い

MODEパ ラメタが"ADD"の 時 にLINKIDパ ラメタで指定 した リンク識別子 に対す る相手先情

報が登録 されていない。

・該 当す るファイル情報が無 い

MODEパ ラメタが"UPDATE"、"DELETE"ま たは"READ"の 時 に該当す るファイルに関す るフ ァ

イル情報が存在 しない。
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3.2要 求発行イ ンタフェース

要求発行 イ ンタフェー スは、UAPがFTPに 対 して各種要求を発行す る際のイ ンタフェースであ

る。

要求発行イ ンタ フェースが提供す るイ ンタフェースには、以下のイ ンタフェースがあ る。

・転送開始 要求(登 録方 式)

・転送開始 要求(直 接方 式)

・転送キ ャ ンセル

・ファイル状況問い合わせ

・ファイル状況通知

・転送状態問 い合わせ
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3.2.1転 送開始要求(登 録方式)

FTPに 対 して、転送を開始する要求を発行するインタフェースである。転送開始要求を実行する

前に、転送制御情報に必要な情報を設定 しておかなければならない。なお、転送制御情報にあらか じ

め情報が登録 されていない場合に転送要求を発行するためには、直接方式による転送開始要求を使用

する。

(1)イ ンタ フ ェー ス形 式

転送開始要求(登 録方式)

入力パ ラメタ:

FTID=転 送識別子

[TMOD={

出力 パ ラ メ タ:

RQID・ 要 求 受付 識 別 子

[STATUSニ リター ンステ ー タ ス]

(2)入 力パ ラメタ

FTID

転送識別子を指定す る。本パ ラメタは、転送制御情報の転送要求情報 を定義 した ときに指定 し

たパ ラメタ値 と同 じものを指定 しなければな らない。

TMOD

転送要求モー ドを示す。

・"N":通 常転送要求であ る
。(既 定値)

・"R":再 送であ る。マルチ ファイル転送の場合 、転送の完 了 して いな いファイルよ り再送す る。

(注)マ ルチ ファイル転送 の再送にお いて先頭の フ ァイルか ら全て再送 す る場合 には、転送状態

セ ッ トイ ンタフェースによ り転送済みの フ ァイルの状態を初期状態 にセ ッ トす る必要がある。

(3)入 力/出 力パ ラメタ

な し。
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(4)出 力パ ラメタ

RQID

本転送 識別子 に対 してFTPか ら返 され る要求受付識別子であ る。

STATUS

本 インタ フェースの アクセス結果状態を示す。

・正常終了

・パ ラメタエ ラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエラーがある。以下の詳細エ ラー情報が示 され る。

一必須パ ラメタ無指定

本 イ ンタフェースにおける必須 のパ ラメタが指定 されていない。

一入力値不正

規定外のパ ラメタ値が指定 され た。

一入力文字数不正

入力文字数が規定外である。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重 に指定 されて いる。

一指定不可パ ラメタ指定

規定外のパ ラメタが指定 された。

・転送要求情報が無い

FTIDパ ラメタで指定 された転送識別子 を持つ転送要求情報が存在 しない。

・転送制御情報 ア クセスエ ラー

転送制御情報の アクセス時 に何 らかのエ ラーが発生 した。

・FTPへ の通知失敗

UAPか らFTPへ の通知で何 らかのエラーが発生 した。
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3.2.2転 送開始要求(直 接方式)

FTPに 対 して、転送制御情報 にあ らか じめ転送制御情報 を設定せず に、転送 を開始す る要求を発

行す るイ ンタフェースであ る。

(1)イ ンタ フ ェー ス形式

入 力 パ ラ メタ:

LINKID・ リ ンク識 別 子

FLCODEn=フ ァイルID

[CYCLEn=サ イ クルID]

[TMOD={

出力 パ ラ メタ:

RQID・ 要 求 受 付識 別子

[STATUS=リ タ ー ンス テ ー タ ス]

(2)入 力パ ラメタ

LINKID

転送相手 にっけた リンク識別子 を指定す る。相手先情報及 びファイル情報 で定義済みの リンク

識別子を指定 しなければな らない。

FLCODEn

転送す るファイルの ファイルIDを 指定 す る。本パ ラ メタは、既 にフ ァイル情報 として定義済

みの フ ァイルIDを 指定 しなければなけない。 このパ ラメタの最大指定個数 は10で ある。

MODEの 値が"ADD"の 場合 、少 な くと も1っ は指定 しなければな らない。

CYCLEn

転送 す るファイルのサイ クルIDを 指定 する。本パ ラメタは、既 にフ ァイル情報 として定義済

みのサイ クルIDを 指定 しな ければいけない。 このパ ラメタの最大指定個数 は10で ある。 また、

nの 値 はFLCODEnで 指定 した ものに合わせ る必要があ る。

"サイクルID"
:サ イ クルIDと して4桁 までの10進 数を指定す る。

"****"
:代 表名読 出 しを行 う。 この値 は受信 ファイルにのみ有効であ る。

本パ ラメタを省略す ると、サ イクル管理 を行わないフ ァイルで ある ことを示す。
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TMOD

転送要求 のモー ドを示す。
"N"

:通常転送要求で ある。(既 定値)

"R"
:再送転送要求で ある。マルチファイル転送の場合、転送の完了 していないフ ァイルよ り再

送す る。

(注)マ ル チファイル転送 の再送 において先頭の ファイルか ら全て再送す る場合には、転送状態

セ ッ トイ ンタフェースによ り転送済みの ファイルの状態を初期状態 にセ ッ トす る必要があ る。

(3)入 力/出 力パ ラメタ

な し。

(4)出 力パ ラメタ

RQID

本通知要求に対 してFTPか ら返される要求受付識別子である。

STATUS

本 インタフェースのア クセス結果状態を示す。

・正常終了

・パ ラメタエ ラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエ ラーが ある。 さ らに以下の詳細 エラー情報が示 され る。

一必須 パ ラメタ無指定

本 イ ンタフェースにおける必須のパラメタが指定 されて いない。

一入 力値不正

規定外のパ ラメタ値が指定 された。

一入力文字数不正

入力文字数が規定外である。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重に指定 されて いる。

一指定不可パ ラメタ指定

規定外のパ ラメタが指定 され た。

・相手先情報が無 い

LINKIDパ ラメタで指定 された リンク識別子を持つ相手先情報が転送制御情報 に存在 しな

い。

・フ ァイル情報が無 い

FLCODEパ ラ メタで指定 されたフ ァイルIDを 持つ フ ァイル情報が転送制御情報 に存在 し

ない。

・転送制御情報 ア クセスエ ラー

転送制御情報の ア クセス時 に何 らかのエ ラーが発生 した。

・FTPへ の通知 失敗

UAPか らFTPへ の通知で何 らかのエラーが発生 した。
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3.2.3転 送 キ ャ ン セ ル

FTPに 対 して、転送をキャ ンセルす る要 求 を発行す るイ ンタフェースであ る。起動側では、実行

す る前に転送 開始要求(登 録方式または直接方式)が 発行されていなければな らない。

応答側 では、指定す る単位を示す要求受付識別子が取得 されてい ることが前提であ る。

(1)イ ンタ フ ェース形 式

入力パ ラメタ:

FTID=転 送識別子

RQID=要 求受付識別子

出力パ ラ メ タ ・

[STATUS=

(2)入 力パ ラメタ

FTID

転送識別子 を指定す る。本パ ラメ タは、転送 開始要求を発行 した時に指定 したパ ラメタ と同 じ

ものを指定 しな ければ な らない。本パ ラメ タを指 定 した場合 、同 じ転送識別子 の中で最新の もの

(一番最後に要求が行われた もの)を 対象 とす る。

本パ ラメタは、 自己側が起動側で ある時 にのみ有効である。

RQID

要求受付識 別子を指定す る。本パ ラメタは、起動側では、転送開始要求 を発行 した時に返 され

たパ ラメタと同 じものを指定 しなければな らない。応答側 では、結果取得 イ ンタフェースによっ

てFTPか ら通知 され る要求受付識別子 と同 じものを指定 しなければな らない。

(3)入 力/出 力パ ラメタ

な し。
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(4)出 力パ ラメタ

STATUS

B

本 イ ンタフェースのアクセ ス結果状態を示す。

・正常終 了

・パ ラメタエラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエ ラーがあ る。 さ らに以下の詳細エ ラー情報が示 され る。

一必須パ ラメタ無指定

本 イ ンタフェースにおけ る必須のパ ラメタが指定 されて いない。

一入力値不正

規定外 のパ ラメタ値が指定 された。

一入力文字数不正

入 力文字数が規定外であ る。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重 に指定 されて いる。

一指定不可パ ラメタ指定

規定以外のパ ラメタが指定 された。

・FTPへ の通知失敗

UAPか らFTPへ の通知で何 らかのエラーが発生 した。

・転送 中でない

FTIDパ ラメタで指定 された転送識別子 に対 して転送中の ものが ない。 また は、RQIDパ ラ

メタで指定 された要求受付識別子が転送中でない。

・ファイル成立済

キ ャンセルを要求 したフ ァイルの転送がすで に終了 して いる。

一37一



3.2.4フ ァイ ル状 況 問 い合 わ せ

ファイル転送サ ー ビスを確実に実行す るために、 フ ァイル転送を実行す る前 に相手 先の転送 ファイ

ル(受 信、送信 ファイル)の 準備/蓄 積状況を問い合わせ るイ ンタフェースである。

本イ ンタフェースは、 ファイル状況 を問 い合 わせ るための問い合わせ要求 と、その結果を取得す る

ための問い合わせ応答要求 とか らな る。 問い合わせ要求 の実行結果及 び問い合わせ応答要求の問い合

わせ結果 は、結果取得 または転送状況問い合わせにて得 ることが できる。

一回の問い合わせで準備/蓄 積状況を問い合わせ ることので きる ファイル数 は、最大10フ ァイル

である。

(1)イ ンタ フ ェー ス形 式

ファイル状況問い合わせ

入力パラメタ:

IQMOD={W
FTID・ 転送 識 別 子

[FLCODEn=フ ァイ ルID]

[CYCLEn=サ イ クルID]

LINKID・ リ ンク識 別 子

又 はFLCODEn・ フ ァイ ルID

[CYCLEnニ サ イ クルID]

出力パ ラメ タ:

RQID二 要 求 受付 識 別 子

[STATUS=リ ター ンス テ ー タス]

3

(2)入 力パラメタ

QMOD

フ ァイル状況の 問い合わせ要求か、問い合わせ応答要求かを指定す る。

・"W":問 い合 わせ要求で あ る。(既 定値)

・"R":問 い合 わせ応答要 求である。 この値 を指定す るためには、既 に問い合 わせ要求が実行

されてい ることが必要で ある。

FTID

転送要求情報ア クセスにて登録 したフ ァイル状 況通 信 ファイルの ための転送識別子を指 定す る。

このパ ラメタを使用す るため には、あ らか じめ この転 送識別子が転送制御 情報 と して登録 されて

い ることが必要であ る。 なお、問い合 わせ要求の場合 にはこのパ ラメタまたは、LINKIDとFLCODEn

及びCYCLEnパ ラメタの組み合わせの どち らかの指定が必須であ る。

LINKID

問い合わせを行 う相手先 を識別す る リンク識別子を指定す る。 ファイル状況通信 ファイル を転

送要求情報 と して登録 しない場合 には、 このパ ラメタ とFLCODEn及 びサイ クル管理 を行 うフ ァイ

ルの場合CYCLEnパ ラメタを同時に指定す る必要が ある。
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FLCODEn

問い合わせ る相手先の フ ァイルのファイルIDを 指定す る。本パ ラメ タは最大10個 指定可能

である。

CYCLEn

問い合わせ る相手 先のフ ァイルのサイ クルIDを 指定す る。本パ ラメタを省略す るとサイクル

管理 を行わ ない ファイルで あることを示す。最大10個 指定可能である。

(3)入 力/出 力パ ラメタ

な し。

(4)出 力パ ラメタ

RQID

本問い合わせ要求及び問い合わせ応答要求に対 してFTPか ら返される要求受付識別子である。

STATUS

本イ ンタ フェースの アクセス結果状態を示す。

・正常終 了

・パ ラメタエラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエラーが ある。 さ らに以下の詳細エ ラー情報が示 され る。

一必須パ ラメタ無指定

本 イ ンタフェースにおける必須のパ ラメタが指定 されていない。

一入力値不正

規定外のパ ラメタ値が指定 され た。

一入 力文字数不正

入力文字数が規定外 である。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重 に指定 されている。

一指定不可パ ラメタ指定

規定外 のパ ラメタが指定 された。

・転送要求情報が無 い

FTIDパ ラメタで指定 された転送識別 子を持つ転送要求情報が存在 しない。

・転送制御情報 ア クセスエ ラー

転送制御情報 のア クセス時に何 らかのエラーが発生 した。

・FTPへ の通知失敗

UAPか らFTPへ の通知で何 らかのエラーが発生 した。

・フ ァイル状況通信 フ ァイルがない

当相手先 に対 して は転送状況問い合 わせ結果を取得す るための ファイル状況通信 ファイ

ルが用意 されて いない。

・フ ァイル状況通信 フ ァイルア クセスエラー

ファイル状況通信 フ ァイルのアクセス時何 らかのエ ラーが発生 した。
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(5)注 意点

① ファイル状況の問 い合わせの しくみ

フ ァイル状況の問 い合わせ(及 び通知)は 、専用 の ファイル状 況通信 フ ァイル(フ ァイル名:

F-PROC.STATE)と い うファイルに問 い合わせ(及 び通知)情 報をセ ッ トし、送受信す ることにより

実行され る。 このフ ァイルは取 引先単位に準 備 され る。

② ファイルの転送状況 との関係

本 イ ンタフェースは、 ファイル状況を確認 す るファイルが転送 中であ る時に も発行することがで

きる。

③ 複数状況確認 の発行

同一の相手先 に対 して同時に複数の ファイル状況問 い合わせ(及 び通知)を 発行す ることはで き

ない。
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3.2.5フ ァイ ル状 況 通知

ファイル転送 サー ビスを確実 に実行するために、フ ァイル転送 を実行す る前 に自己側の転送 フ ァイ

ル(受 信、送信 ファイル)の 準備/蓄 積状況 を相手方 に通知す るア クシ ョンイ ンタフェースで ある。

転送 ファイルが受信 ファイルである場合、 ファイルの準備状況 を相手 先に通知 し、転送 ファイルが送

信 フ ァイルであ る場合 、フ ァイルのデータ蓄積状況を相手先に通知す る。

一回の通知ア クシ ョンで準備/蓄 積状況を通知す ることので きるフ ァイル数 は、最大10フ ァイル

であ る。

なお、通知結果は、結果取得 または転送状況問い合わせ イ ンタフェースによ り得 ることがで きる。

(1)イ ンタ フ ェー ス 形式

フ ァイル状況通知

入 力 パ ラ メ タ:

FTID・ 転 送 識別 子LINKID・ リ ン ク識 別 子

[FLCODEn・ フ ァイ ルID]又 はFLCODEn・ フ ァイ ルID

[CYCLEn=サ イ クルID][CYCLEn=サ イ クルID]

出 力パ ラ メ タ:

RQID=要 求 受 付識 別 子

[STATUS=リ ター ンス テ ータ ス]

(2)入 力パ ラメタ

FTID

転送要求情報 ア クセスにて登録 した ファイル状況通信 ファイルのための転送識別子 を指定す る。

このパ ラメ タを使 用す るためには、あ らか じめ この転送識別子が転送制御情報 として登録 されて

い ることが必要であ る。なお、問い合わせ要求 の場合 にはこのパ ラメタまたは、LINKIDとFLCODEn

及びCYCLEnパ ラメ タの組み合わせ のどち らかの指定が必須で ある。

LINKID

通知を行 う相手先を識別す る リンク識別子を指定す る。 フ ァイル状況通信 フ ァイルを転送要求

情報 と して登録 しない場合 には、 このパ ラメタとFLCODEn及 びサ イクル管理を行 うファイルの場

合CYCLEnパ ラメタを同時に指定す る必要があ る。

FLCODEn

通知す る ファイルの ファイルIDを 指定す る。本パ ラメタは最大10個 指定可能であ る。

CYCLEn

通知す る ファイルのサイ クルIDを 指定す る。本パ ラメタを省略す るとサイ クル管理を行わな

いフ ァイルである ことを示す。最大10個 指定可能であ る。
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(3)入 力/出 力パ ラ メタ

な し。

(4)出 力パラメタ

RQID

本通知要求 に対 してFTPか ら返 され る要 求受付識別子で ある。

STATUS

本イ ンタフェースのア クセ ス結果状態を示す。

・正常終了

・パラメタエラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエラーが ある。 さ らに以下の詳細エ ラー情報が示 される。

一必須パ ラメタ無指定

本イ ンタフェースにお ける必須 のパ ラメタが指定 されていない。

一入力値不正

規定外 のパ ラメタ値が指定 された。

一入力文字数不正

入力文字数が規定外である。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重 に指定 されてい る。

一指定不可パ ラメ タ指定

規定外のパ ラメタが指定 された。

・転送要求情報が無 い

FTIDパ ラメタで指定 された転送識別子を持つ転送要求情報が存在 しない。

・転送制御情報ア クセ スエ ラー

転送制御情報の アクセス時に何 らかのエ ラーが発生 した。

・FTPへ の通知失敗

UAPか らFTPへ の通知で何 らかのエラーが発生 した。

・フ ァイル状況通信 フ ァイルがない

当相手先に対 して は転送状況問 い合わせ 結果を取得す るための ファイル状況通信 ファイ

ルが用意 されていない。

・ファイル状況通信 ファイルアクセスエ ラー

ファイル状況通信 ファイルのア クセス時何 らかのエ ラーが発生 した。

(5)注 意点i

① ファイル状況通知の しくみ

フ ァイル状況 の問い合わせ(及 び通知)は 、専用 の フ ァイル状 況通 信 フ ァイル(フ ァイル名:

F-PROC.STATE)と い うファイル に問い合わせ(及 び通知)情 報 をセ ッ トし、送 受信す ることによ り

実行 され る。 この ファイルは取 引先単位 に準備 され る。

② フ ァイルの転送状況 との関係

本 インタフェースは、 ファイル状況確認す るフ ァイルが転送中であ る時 に も発行す ることがで き

る。
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③ 複数状況確認の発行

同一の相手先に対 して同時に複数のファイル状況問い合わせ(及 び通知)を 発行することはでき

ない。
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3.2.6転 送 状 態 問 い合 わせ

FTPに 対 して、転送 中の状態 を問 い合わせ るイ ンタフェースであ る。本 イ ンタフェースは特定の

転送 に関す る状態を取得 したい場合 に使用す る。起動側 では、本イ ンタフェースを実行す る前に転送

開始要求(登 録方式 または直接方式)が 発行 されていなけれ ばな らな い。応答側で は、指定す る転送

単位 を示す要求受付識別子が取得 されて いることが前提である。

(1)イ ンタ フ ェー ス形式

転送状況問い合わせ

入 力パ ラメタ:

FTID=転 送識別子

RQID=要 求受付識別子

出力 パ ラ メ タ:

[STATUS=リ ター ンス テ ー タス]

[QUERYTBL・ 問 い合 わせ 結 果 エ リア]

(2)入 力パ ラメタ

FTID

転送識別子 を指定す る。本パ ラメタは、転送要求を発行 した時 に指定 した値 と同 じものを指定

しなければな らない。本パ ラメタを指定 した場合、同 じ転送識別子の中で最新の もの(一 番最後

に要求が行われたもの)を 対象 とす る。

RQID

要求受付識別子を指定す る。本パ ラメタは、転送開始要求 を発行 した時 に返 されたパ ラメダ と

同 じものを指定 しなければな らない。応答側では、結果取得 イ ンタフ ェースによってFTPか ら

通知 される要求受付識別子 と同 じものを指定 しなければな らない。

(3)入 力/出 力パラメタ

な し。

(4)出 力パラメタ

STATUS

本 イ ンタフェースの アクセス結果状態 を示す。

・正常終了

・パラメタエラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエ ラーが ある。 さ らに以下の詳細エラー情報が示 され る。

一44一



一必須パ ラ メタ無指定

本 イ ンタフェースにおける必須のパ ラメタが指定 されていない。

一入力値不正

規定外のパ ラメタ値が指定 された。

一入力文字数不正

入 力文字数が規定外である。

一パラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重に指定 されている。

一指定不可パ ラメタ指定

規定外のパ ラメタが指定 された。

・転送制御情報が無い

FTIDパ ラメタで指定 された転送識別子を持つ転送制御情報が存在 しない。

・転送制御情報ア クセスエ ラー

転送制御情報のア クセス時 に何 らかのエラーが発生 した。

・FTPへ の通知失敗

UAPか らFTPへ の通知で何 らかのエラーが発生 した。

QUERYTBL

転送状態の問い合わせ結果が返 され るエ リアであ る。本パ ラメタはSTATUSパ ラメタの値が正常

終了の場 合にのみ出力され る。

・転送識 別子(FTID)

入 力パ ラメ タにおいてFTIDパ ラメタを指定 した場合にはその値がその まま返 され、RQID

パ ラメタを指定 した場 合には転送 制御情報において対応す る転送識別子が存在す る時 にそ

の値が返 され る。

・要求受付識別子(RQID)

入力パ ラメタにおいてRQIDパ ラメタを指定 した場合 にはその値が そのまま返 され、FTID

パラ メタを指定 した場合には同 じ転送識別子の中で最新の もの(一 番最後に要求が行われ

た もの)のRQIDが 返 され る。

・転送状態

該 当す る転送 単位の転送状態を示す。以下の どれかの値が と られ る。

一転送無 し

一スケジュール済 み

一転送中

一転送正常 終了

一転送異常 終了

・リンク識別子

・自己コー ド

・相手先 コー ド

該 当す る転送単位の リンク識別子、 自己コー ド及 び相 手先 コー ドを示す。

・起動側/応 答側種別

該 当す る転送単位が 自己側が起動 した ものか、相手側が起動 した ものかの種別 を示す。
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・フ ァイル名

該当す る転送単位の転送対象 ファイルの ファイルID及 びサイ クルID(存 在す る場合)

を示す。 マルチ ファイル転送 である場合 には、現在転送中であ るフ ァイルに関す る情報が

返 され る。

・送信/受 信種別

該当す る転送単位の転送対象 ファイルが送信 ファイルか受信 ファイルかの区別を示す。

マルチ ファイル転送であ る場合 には、現在転送 中で あるファイルに関す る情報が返 され る。

・送受信 レコー ド数 またはバ イ ト数

転送中の ファイルの現 時点 までの送受信 レコー ド数 またはバ イ ト数 が ファイル単位 に示

され る。転送中のフ ァイルの ドキュメ ン ト型 がFTAM-3の 場合 はバ イ ト数が、IN

TAP-1及 びJOUG-1の 場合 は レコー ド数が返 され る。

・転送開始 日時

転送を開始 した 日付 と時刻が示 され る。

・転送終了 日時

転送を終了 した 日付 と時刻が示 され る。

・転送異常終了時の転送結果

転送が異常終了 した場 合の転送の結果 に関す る情報が示 され る。結果取得 の出力パ ラメ

タ(NTFYINF)の 転送結果を参照。

なお、転送状態 とその時に出力 され る情報 の関係 は以下 のとお り。

37

A

■
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出 力パ ター ン(○:出 力 す る,△:任 意,×:出 力 しな い)

項目＼状態 転送無 し スケジュール済 み 転送中 正常終了 異常終了

FTID

RQID

転送状態

○ ○ ○ ○ ○

リンク識別子

自己 コー ド

相手先 コー ド

起動/応 答

× ○ ○ ○ ○

ファイル名

送信/受 信

× × ○ ○ △

レコード数/バ イト数 × × △ ○ △

転送開始日時 × × ○ ○ ○

転送終了日時 × × × ○ ○

転送異常時の

転送結果

× × ×

」

× ○

(5)注 意事項

① フ ァイル状況 問い合わせ/通 知用 ファイル に対 して も、転送状況問い合わせ要求を発行す るこ

とがで きる。 この場合 、QUERYTBLパ ラメタにはファイル状況 に関す る情報 もセ ッ トされ る。結果

取得 インタフ ェースの出力パ ラメタを参照。
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3.3結 果 取得 イ ンタ フ ェー ス

結 果取 得 イ ンタ フ ェー スは、UAPがFTPよ り結 果 を 取 得す る際 の イ ンタ フ ェー スを 規定 す る も

ので あ る。 結 果取 得 イ ンタ フ ェースが 提 供 す る イ ンタ フ ェー ス に は、以 下 の イ ンタ フ ェースが あ る。

・結 果 取 得

3.3.1結 果 取 得

FTPか らの イベ ン トを取 得 す る た めの イ ンタ フ ェ ー スで あ る。

(1)イ ンタ フ ェー ス形 式

結果取得

入力パラメタ:

EVENTID=鑑}

出 力パ ラ メ タ:

[STATUS=リ ター ンス テ ー タ ス]

NTFYINF・ 取 得 情 報 エ リア

(2)入 力 パ ラメ タ

EVENTID

取 得 す るイ ベ ン トの種 別 を 指定 す る。

・"FCLI":取 得 す るイベ ン トは、 自己側 が 起 動 側 で あ る もの で あ る。

・"FSERV":取 得 す るイベ ン トは、 自 己側 が 応答 側 で あ る もので あ る。

(3)入 力/出 力パ ラメタ

な し。

(4)出 力パ ラメタ

STATUS

本 イ ンタフェースのア クセス結果状 態を示す。

・正常終了

・パ ラメタエ ラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエ ラーがあ る。 さらに以下の詳細エラー情報が示 され る。

一必須パラメタ無指定

本イ ンタフェースにおける必須のパ ラメタが指定 されていない。

一入力値不正

規定外 のパ ラメタ値が指定 され た。
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B

－入力文字数不正

入力文字数が規定外である。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重に指定 されている。

一指定不可パ ラメタ指定

規定外のパラメタが指定 された。

NTFYINF

転送状態 の取得情報が返 され るエ リアであ る。本パ ラメタはSTATUSパ ラメタの値が"正 常終 了"

の場合 にのみ出力 され る。

・イベ ン トタイ プ

取得 したイベ ン トの タイプを表す。対象のイベ ン トが、通常の ファイル転送で ある場合

以下の どれかの値をとる。

一アソシエー シ ョン確 立

一アソシエー シ ョン解 放

一アソシエー シ ョン失 敗

一転送開始

一転送終了

一転送開始 失敗

一転送キ ャ ンセル完了

対象のイベ ン トが ファイル準備状 況確認 に関す る場合以下の どれかの値を とる。

一フ ァイル状況問 い合 わせ要求完 了

一フ ァイル状況問い合 わせ応答完 了

一フ ァイル状 況通知完 了

・日付

イベ ン トを取得 した時点 の 日付 であ る。

・時刻

イベ ン トを取得 した時点の時刻であ る。

・転送識別子(FTID)

入力パ ラメタにおいてFTIDパ ラメタを指定 した場合にはその値がそのまま返 され、RQ

IDパ ラメタを指定 した場合には転送制御情報にお いて対応す る転送識別子が存在す る時

にその値が返 され る。

・要求受付識別子(RQID)

入力パ ラメタにおいてRQIDパ ラメタを指定 した場合にはその値がそのまま返 され、FTID

パ ラメタを指定 した場合に は同 じ転送識別子の中で最新 の もの(一 番最後 に要求が行われ

た もの)のRQIDが 返 される。

・リンク識別子

・自己コー ド

・相手先 コー ド

該 当す る転送単位の リンク識別子、 自己コー ド及 び相手先 コー ドを示す。

・フ ァイル名

転送開始 また は終了 した転送対象 フ ァイルのフ ァイルID及 びサイ クルID(存 在す る

一49一



場合)を 示す。

・転送方向

転送開始 または終了 した転送対象 フ ァイルの転送方 向(受 信 または送信)を 表す。

・テキス ト数

転送終了 したデータのF-DATAの 数を表す。

・レコー ド数またはオ クテ ッ ト数

転送終了 したデータの レコー ド数 またはオ クテ ッ ト数 を表す。対応す るファイルの ドキ

ュメ ン ト型がFTAM-3の 場合 にはオ クテ ッ ト数が 、JOUG-1ま たはINTAP-

1の 場合には レコー ド数が示 される。

・転送開始 日時

転送を開始 した日付 と時刻が示され る。

・転送終了 日時

転送を終了 した日付 と時刻が示 され る。

・転送結果

アソシエー シ ョン失敗 イベ ン ト、転送終了 イベ ン ト及 び転送開始失敗 イベ ン ト時に設定

され、転送の結果 に関す る情報を表す。

〉アソシエ ーシ ョン失敗イベ ン トの転送結果

一一時的 に資源が不足 してい る

一起動側識別 は、認め られていない

一不正 なフ ァイル ス トアパ スワー ドである

一ローカル障害

一応答側識別異常

一相手先情報未定義

一接続許可時間外

一応答側転送 キ ャンセル

ー起動側転送 キャンセル

ー応答側その他のエラー

一起動側その他のエラー

一接続失敗

〉転送終了イベ ン トの転送結果

一正常終了

一フ ァイルが存在 しない

一フ ァイル ビジー

一不正 なファイルア クセスパス ワー ドで あ る

一ローカル障害

一転送許可時間外

一二重交換エラ一

一フ ァイル情報未定義

一フ ァイル情報使用中

一応答側がゼ ロ件データ転送

一起動側がゼ ロ件データ転送
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一応答側転送キ ャ ンセル

ー起動側転送キ ャ ンセル

ー代表名呼 び出 し機能 はサポー トしていない

一代表名呼 び出 しに該当するファイルがない

一代表名呼 び出 し用の フ ァイルで はない

一応答側 その他のエ ラー

一起動側 その他のエ ラー

〉転送開始失敗 イベ ン トの転送結果

一転送制御情 報ア クセ スエ ラー

一転送要求情 報が ない

一相手先情 報がない

一接続許可時間外

一フ ァイル未準備状態

一フ ァイル転送中

一二重交換エ ラー

一転送 フ ァイル アクセスエラー

一転送 フ ァイルが存在 しない

一転送 フ ァイル ビジー

〉転送 キ ャンセル イベ ン トの転送結果

一応答側転送 キ ャンセル

ー起動側転送 キ ャンセル

・フ ァイル数(*)

ファイル状況 問い合わせ/通 知 された ファイルの数であ る。

・送受信区分(*)

ファイル状況 問い合わせ/通 知 された ファイルが送信 ファイルであ るか、受信 フ ァイル

で あるかを表す。

・状態(*)

フ ァイル状 況問い合わせ結果及 び通知 内容である ファイルの転送状態を表す。以下のど

れかの値を とる。

一フ ァイル 無 しまたはデータ無 し

一送信 ファイル初期状態

一送信 ファイルデータ格納済み

一送信 ファイルデータ送信中状態

一送信 ファイルデータ送信仕掛か り中

一送信 ファイルデータ送信済み

一受信 ファイル初期状態

一受信 ファイル準備完了状態

一受信 ファイルデータ受信中状態

一受信 ファイルデータ受信済み

(注)*:フ ァイル状況確認の場合にのみ出力 され る。

一51一



なお、各イベ ン トタイプとその時に設定 される情報の関係 を以下 に示す。

イベ ン ト情報一覧(そ の1)

考備

F

み

-卿旺式Jo方び

、録及登1

嘔

㍍

但

,

T

A動関門起・

転

送

キ

ャ

ン

セ

ル

○

○

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

・

○

転

送

開

始

失

敗

○

○

*

*

*

*

*

*

・

一

一

「

一

・

一

・

○

転

送

終

了

○

○

○

○

○

○

*

○

○

*

○

○

○

○

○

○

○

転

送

開

始

○

○

○

○

○

○

*

〇

〇

一

ー

一

〇

一

〇

一

一

ア

ソ

シ

エ

ー

シ

ョ

ン

失

敗

○

○

*

*

*

一

*

*

一

一

一

一

ー

ー

ー

一

〇

ア

ソ

シ

エ

ー

シ

ョ

ン

解

放

`

○

○

*

*

*

一

*

*

一

一

ー

ー

ー

一

一

一

一

ア

ソ

シ

エ

ー

シ

ョ

ン

確

立

○

○

*

*

*

一

*

*

一

一

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

プトインタベ

タイメ▽
ノ

子

ド

ド

名

D

D

向

数

数

量

付

付

刻

刻

乗

付
刻

㌘
㌃
口

鷲

∵

灘

鷲

日

時

リ

自

相

フ

F

R

転

テ

レ

転

転

転

転

転

転

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

○:設 定 され る 一:設 定 されない*:設 定 され る場合 もある

(注)転 送開始失敗 日時(日 付 と時刻)を 取得 したい場合、転送 開始失敗 イベ ン トの転送終了

日付 と時刻パ ラメタには転送 開始失敗 日付 と時刻を設定で きる。
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イベ ン ト情報一覧(そ の2)

フ フ フ

イベ ン ト ア ア ア

タイプ イ イ イ

ル問 ル問 ル

状い 状い 状 備 考

況合 況合 況

わ わ 通

パ ラメタ せ せ 知

要 応

求 答

1 日 付 ○ ○ ○

2 時 刻 ○ ○ ○

3 リ ン ク 識 別 子 ○ ○ ○

4 自 己 コ ー ド ○ ○ ○

5 相 手 先 コ ー ド ○ ○ ○

6 フ ァ イ ル 数 ○ ○ ○

7 フ ァ イ ル 名(1) ○ ○ ○

8 送 受 信 区 分 ○ ○ ○

9 転 送 状 態(1)
一 ○ ○

・

ファイル名(10) * * *

送 受 信 区 分 * * *

転 送 状 態(10)
一 * *

○:設 定 され る :設 定 されない*:設 定 され る場合 もある
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3.4状 態 セ ッ トイ ンタ フ ェ ース

状 態 セ ッ トイ ンタ フ ェー ス と して 、以 下 の イ ンタ フ ェー ス が あ る。

・転 送 状態 セ ッ ト

3.4.1転 送状 態 セ ッ ト

転 送 制 御 情報 にお け る フ ァイル の転 送 状態 を設 定 す るイ ンタ フ ェー スで あ る。

(1)イ ンタ フ ェー ス形 式

転送状態セ ッ ト

入 力 パ ラメ タ:

LINKID・ リ ンク識 別 子

FLCODE=フ ァイ ルID

[CYCLE=サ イ クルID]

SETMODE・ 転 送 状 態

出力 パ ラ メ タ:

[STATUSニ リタ ー ンステ ー タ ス]

(2)入 力パ ラメタ

LINKID

リンク識別子を指定す る。

FLCODE

フ ァイルIDを 指定す る。

CYCLE

フ ァイル名のサイ クルIDを 指定す る。 サ イクルIDと して4桁 の10進 数 を指定す る。本パ ラ

メタを省略す るとサ イ クル管理 を行わない ファイルであ ることを示す。

SETMODE

フ ァイルの転送状態 をセ ッ トす る。FTPが セ ッ トした転送状態 にかかわ らず、指定 された転送

状態が強制的にセ ッ トされ る。

送信 ファイルに対 して は以下 の状態をセ ッ トす る ことがで きる。

一初期状態

転送制御情報 に登録済みの ファイルに対 して、実 フ ァイルが無 いまたはデータの格納 が未完

である。

一データ格納済状態

実 フ ァイル に送信用 データが格納済 みであ る。

一データ送信済状態
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フ ァイルの送信 が終了 した状態であ る。

受信 ファイルに対 して は以下の状態 をセ ッ トす ることがで きる。

一初期状態

転送制御情報 に登録済みの ファイルであ るが、実 ファイルが無いか受信の準備がで きて いな

い状態であ る。

一受信準備完了状態

実 フ ァイルが受信 の準備が完了 した状態であ る。

一データ受信済状態

フ ァイルの受信が終了 した状態であ る。

(3)入 力/出 力パ ラメタ

な し。

(4)出 力パラメタ

STATUS

本 イ ンタフェースの アクセス結果状態を示す。

・正常終了

・パ ラメタエラー

UAPで 指定 したパ ラメタにエラーがある。以下の詳細 ステータス情報が示 され る。

一必須パ ラメタ無指定

本 イ ンタフェースにおける必須のパ ラメタが指定 されて いない。

一入力値不正

規定外 のパ ラメタ値が指定 され た。

一入 力文字数不正

入力文字数が規 定外である。

一パ ラメタ二重指定

同 じパ ラメタが二重に指定 されて いる。

一指定不可パ ラメタ指定

規定外のパ ラメタが指定 された。

・転送制御情報 ア クセスエ ラー

転送制御情報のア クセス時 に何 らかのエラーが発生 した。
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(5)注 意事項

① ファイルの転送状態のセ ッ ト

ファイルの転送状態 はFTPが 動的にセ ッ トす る ものと、UAPが 転送状態セ ッ トイ ンタ フェー

スによ りセ ッ トす るもの とが ある。以下 にその関係を示す。

セ ッ ト 可 能 な 対 象

転 送 状 態フ ァイル区分

FTP UAP

送 信 初 期 状 態 ○ ○

デー タ格納 済状 態 × ○

デー タ送 信中状 態 ○ ×

デー タ送信 仕掛 状 ○ ×

デー タ送信 済状 態 ○ ○

受 信 初 期 状 態 ○ ○

受信準備完了状態
く

× ○

デー タ受信 中状態 ○ ×

デ ー タ受 信済 状態 ○ 〇
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4.利 用 例

当仕様書に記載 されて いるFTPア クセスイ ンタフェースの利用 例 と、FTP、UAPを 構築

す る場合の転送制御情 報の利用方 法についての実装例を以 下に示す 。

の部分 は、複数のイ ンタフェースに出現 し、同一 の値 を定義 しなければな らない。 ま

た、特 に重要なパ ラメタにつ いての関連 を表すために使用 してい る。

また、上 記パ ラメ タが複数有 るときには、 「…'一… 」によ りその関連 を表す。

パ ラメタ設定 におけ る下線の部分 は、対象機能上特 に重要 な部分 を示 している。

なお、当利用例にお けるUAPの 処理 は、F手 順固有 プロセスの動作 を示 して いる。
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4.1フ ァイル転 送基 本機 能

以下にファイル転送基本機能の正常系の処理 における実装例を示す。
当実装例において、転送制御情報ア クセス、状態セ ット、結果取得のインタフェースとサイクル管理機能、

起動側識別機能について も記載す る。(イ ベ ン トについては、転送終了のみを記述する。)

ー

O
oo

ー

(続

事前準備

① 相 手先情 報登 録
MODE=ADDTYPE=I

HNKID当 月識 別子 ・x…

RCCODE・ 相 手先r－ドHCCODE・ 自己 コード

INITID=起 動側 識別 子

DOCTYPE1=INTAPI

起 動 側FTP

② フ ァ イ ル 情 報 登 録

MODE=ADD

じINKID≒ リジ稟議 芳q,/1子ix

奴C斑 翻0鍛'・

SRMODE=SEND

STINF=実 ファイル情 報CONTYPE・INTAPl

LENGKBN=FPACTREAD=Y

③転 送要 求情 報 登録
MODE・ADD.汀ID=転 送識 別 子'z'

④転 送状 態 セ ッ ト

且 撤ID剖 効識別 茅x
CYC正E={〕{}Olii

SETMODE・ デ ータ格納 済状 態

転 送 開始要 求(登 録 方式)処 理

額1が 転 送 識別ヨ…z,…・

転送開始要求のFTIDに よ り
転送要求情報をアクセス

転送要求情報チ ェック

起動側ファイル転送処理

転送要求情報内のリンク識別子によ
り相手先情報をアクセス

⑨相手先情報チェック
|

口〉

応 答 側FTP 応 答 ‖狽 u A P

事前準備

⑤ 相 手先 情報 登録
MODE=ADDLINKH)≡ リンタ識 房U禁㌔iii・

TYPE=R

RCCODE・ 相手 先コードHCCODE=自 己コード

INITID・ 起動 側識 別子

DOCTYPE1=INTAP1

⑥ フ ァ イ ル 情 報 登 録

MODE=ADDLINKID=リ ジク識 房{膠菩i哀;;i'

FLCODB± フ享イルIDがCYCLE=000正

SRMODE=RECV

STINF=実 ファイル情 報CONTYPE・INTAPl

LENGKBNニFPACTREPL=Y

⑦転送状態セ ット(受 信準備完了)

FLCODE誓 鍵;併ルIDy『 『『CYCLE=0001

SETMODE・ 受 信 準 備 完 了



ー

O
uっ

ー

(続き)

果 イ ベ ン ト取得 処 理
EVENTIDニFCLI

(WAIT状 態)

イベント内容 解析

取得 情 報エリアにイベント内容 をセ,ト

起

9

転送 要 求情 報 内 の リンク識別 子 とファイル

名 に よ りファイル情 報 をアクセス

⑩ フ ァイ ル情 報 チ ェ ッ ク

ファイル情 報 の実 ファイル情 報 よ り実 ファイル

をアクセス

⑪ 実 フ ァイル が 転送 可 能か チ ェ ック

アソシエーション確 立 開始(F-INIT要 求 送 信)

アソシエーション確 立(F-INIT確 認 受 信)

転送 ラァイル状態を"送 信中"に する

(F-CLOSE要 求 送信)

「 転送終了(F'CLOSE確 認受信)
転 送 ファイル状 態 を"送 信 済み"に す る

転送終了イベ ン ト出力

(F-TERM要 求送 信)

アソシエーション終 了(F-TERM確 認受 信)

応答側 ファイル転送処理

(F-INIT指 示 受信)

F-INITの 相 手PSAPと 自 己PSAPに よ

り相手 先 情報 を アクセス

⑫ 相 手先 情報 チ ェ ック

アソシエーション確 立(F-INIT応 答 送 信)

ファイル選 択開 始(F-SEL指 示 受 信)

F-SELの ファイル名 と

相 手先 情 報内 の リンク識 別 子 によ り
ファイル情 報 をアクセス

⑬ フ ァイル情 報 チ ェ ッ ク

転送 フ ァイル状 態 を"受 信 中"に す る

ファイル情 報 の実 ファイル情 報 よ り実 ファイル

を アクセス

⑭ 実 フ ァイル が 転送 可能 か チ ェ ック

ファ(mae択 完 了(F-SEL応 答 送信)

(F-CLOSE指 示受 信)

送 終 了IF-CLOSE応 答 送 信)

転送 ファイル状 態 を"受 信 済 み"に す る

転送終了イベ ント出力

(F-TERM指 示受信)

アソシエーション終 了(F-TERM応 答 送信)

結果 イ ベ ン ト取得 処理
EVBNTID=FSERV

(WAIT状 態)

イベント内 容解 析

取得 情 報エリアにイベント内容 をセ,ト



4.2マ ル チ ファイル転 送

以下にマルチファイル転送における転送制御情報の定義例を示す。(FTPの 処理にっいては、シン
ファイル転送処理を繰 り返すこととなるため記述 は割愛す る。)

起 動 側UAP 起 動 側FTP

一 事前準備

①相手先情報登録
MODE=ADDTYPE=1

じ遜ID割 勘識力IE磁i
RCCODE・ 相 手 先 コードHCCODE=自 己 コード

INITID・起 動側識 別 子
DOCTYPE1=王NTAP1

② ファイル情報登録
MODE=ADD

玉?塁CODBξ劃iアシ御町D豆i、'C¥CL8=0001.

SRMODE=SEND
STINF二実 ファイル情報CONTYPE=INTAP1

LENGKBN=FPACTREAD=Y

③ ファイル情報登録
MODE=ADD

£1醗IDS肪 タ識 別子 鐵
・、『…蒙¥旺B≒0001'i『

1 SRMODE=SEND

9
STINF・ 実 ファイル情 報CONTYPE=INTAPl

LENGKBN=FPACTREAD=Y

1 ④転送要求情報登録
MODE=ADD.iP無ID冷 華元…送 識 男lj茅"乞.

LINKID=llン ク識 別 子x

i～主CODEO2…iヲi房「ψIDw=i…C¥CLB{}2奏0001

⑤ 転 送状態 セ ッ ト(データ格 納済)
tlNKIDξ1働 識別 子i裏…

FじGODE;… 戊蒙オ泥ID湧'i、i・C¥CLE≒0001」ii

SETMODE・ デ ー タ 格 納 済

⑥転送状態セ ット(デ弓格納済)
狙NKID≒ り・滋識別 子 哀,

1}LCOI}E……コ…iオWIDW.…i..iCY("三E三〇〇〇i17i.

SETMODE・ デ ータ格納 済

⑩ 転送開始要求(登録方式)処 理一
掌裡 Pヨ 伝送 識 芳llエ 霧………'

転送開始要求のFTIDに より
転送要求情報をアクセス

転送要求情報チェック

l
FTPへ 通知

1 ・起動側 ファイル転送処理

FLCODE=フ ァイルIDy,CYCLE=0001の ファイルと

FLCODE=フ ァイルIDw,CYCLE=0001の ファイルを

順に転送する。

●
一

シ ングル

応 答 側FTP 応 答 ‖倶 u A P

事前準備

⑦ 相 手 先 情 報 登 録

MODE=ADDii.LINKID三 リンタ識 芳‖ii宅蕎iii・一一ー一・

TYPE=R

RCCODE・ 相 手 先 コードHCCODE・ 自 己コード

INITID=起 動 側 識 別 子

DOCTYPEI=INTAPI

⑧ フ ァ イ ル 情 報 登 録

MODE=ADDi・}じINKIDニ リジハき哉易‖藁 蓑i=i-

..、CYCLE三 〇〇〇1….i

SRMODE=RECV

STINF=実 ファイル情 報CONTYPE=INTAPl

LENGKBN=FPACTREPL=Y

⑨ フ ァイ ル情 報 登録
MODE・Appii泊 船1;ヨ 刀識 別子iる・

蹴CODB≒ 万妨ID亘 …iii}iCYCLE≡0001

SRMODE=RECV

STINF=実 ファイル情 報CONTYPE=INTAPl
LENGKBN=FPACTREPL=Y

⑩転送状態セ ット(受 信準備完了)

ili巽CYC麓 三〇〇〇1:i

SETMODE・ 受 信 準 備 完 了

⑪転送状態セ ット(受 信準備完了)

FじC◎DE三 ワiイルIDW.i 、、iCYCLお三〇〇〇三i

SETMODE・ 受 信 準 備 完 了



ロ。合

一

①
H
ー

4.3代 表名 に よ る ファイ ル読 出 し

(続 く)

以下に代表名によるファイル読出しの正常系の処理における実装例を示す。

相 手 先情 報 登録

MODE・ADDLINKID・1ル ク識Sil子x

TYPE=I

RCCODE・ 相 手 先コードHCCODE・ 自己コード

INITID=起 動 側識 別子
DOCTYPEI=INTAPI

転 送 要求 情報 登録
MODE・ADDFTID・ 転 送識 別子z

LINKID・ リンク識別 子x
FLCODEO1=フ ァイル正DyCYCLEO1=*‡ ‡*

転 送 状態 セ ッ ト(サイクル管理 の 各ファイル)

LINKID・ リンク識別 子x

FLCODE=フ ァイルIDy
CYCLE=0001

SETMODE・ 受 信準備 完 了

転送開始要求(登 録方式)処 理
FTID=転 送識別子z

転送開始要求のFTIDに より
転送要求情報をアクセス

転送要求情報チェック

ご

応 答 側FTP 応 答 ‖損 u A P

相手 先情 報登 録
MODE・ADDLINKID・tjン ク議 場lj子x

TYPE=R

RCCODB・ 相 手先 コードHCCODE=自 己コード

INITID=起 動側 識別 子

DOCTYPEI=INTAPI

転 送 状 態 セ ッ ト

LINKID=「)ン ク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDy

CYCLE=0002

SETMODE・ データ 格 納 済 状 態



ー

O
N

ー

(続 き)

起 動 ‖個 u A P 起 動 側FTP

↓
転送 要 求情 報 内 のリンク識 別 子 に よ

り相 手 先情 報 をアクセス

相 先情 報 チ ェ ッ ク

アソシエーション確 立 開始(F-INIT要 求 送信)

　

l
L(F.READ要 求 送 信)

(F-INIT確 認 受 信)

(F-SEL要 求送 信)

ファイル選 択(F-SEL確 認受 信)

転 送要 求情 報 内 の1ルク識別 子 と
F-SELの ファイル名 に よ りファイル情

報 をアクセス

フ ァイル情 報 チ ェ ック

ファイル情 報 の実 ファイル情 報 よ り実 ファイル

をアクセス

実 フ ァイ ルが 転送 可 能 か チ ェ ック

アソシエーション終 了(F-TERM確 認 受信)

応 答 側FTP

⑤応答側代表名読 出し処理

アソシエーション確 立(F-INIT指 示 受 信)

/
F--INITの 相 手PSAPと 自己PSAPに よ

り相 手先情 報を アクセス

相 手先 情 報 チ ェ ック

アソシエーション確 立(F-INIT応 答 送 信)

ファイル選択 開 始(F-SEL指 示 受信)

相 手 先情 報 内 のリンク識別 子 と

F-SELの ファイル名 の 頭12文 字
に よ りサイクル管理 され たファイル情 報

を順 にアクセスし転 送 可 能な ファイルを

選 択 す る

フ ァイ ル情 報 チ ェ ック

/
ファイル情 報の 実 ファイル情 報 よ り実 ファイル
をアクセス

実 フ ァイル が転 送 可能 か チ ェ ッ ク

1
(F-SEL応 答 送信)

(F-READ指 示 受 信)

アソシエーション終 了(F-TERM応 答 送 信)

■ 〉念
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4.4ゼ ロ件データ転送

以下 にゼ ロ件データ転送 をエ ラー とす る場合 の定義例を示す。

フ ァ イ ル 情 報 登 録

MODE=ADD

LINKIDニ リンク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SRMODEニSEND

STINF・ 実 ファイル情 報CONTYPE・INTAPl

LENGKBNニFPACTREADニY

NOREC=N

他の転送制御情報 にっいては、基本 ファイル転送機能を参照の こと。

4.5転 送許可時間

以下 に転送許可時間帯のチ ェックをす る場合の定義例を示す。

相 手 先 情 報 登

MODE=ADDTYPE=I

LINKID・TJン ク識 別 子x

RCCODE・ 相 手 先 コードHCCODE・ 自 己 コード

INITID・ 起 動 側 識 別 子

DOCTYPE1ニINTAPl

STIMER=100000ETIMER=220000

フ ァ イ ル 情 報 登

MODE=ADD

LINKID=リ ンク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SRMODE=SEND

STINF・ 実 ファイル情 報CONTYPE・INTAPl

LENGKBN=FPACTREAD=Y

STIMEF=140000ETIMEF=170000

他の転送制御情報 にっ いては、基本 フ ァイル転送機能を参照の こと。

4.6応 答側識別

以下 に応答 側識別 を送信 またはチ ェックをす る場合の定義例を示す。

相 手 先 情 報 登

MODE=ADDTYPEニR

LINKID=リ ンク識 別 子x

RCCODE・ 相 手 先 コードHCCODE・ 自 己 コード

INITID・ 起 動 側 識 別 子

DOCTYPE1=INTAPl

RIDCHK=YRESPID=xxxxxxxxxxxxxxxx

他の転送制御情報 にっいては、基本 ファイル転送機能を参照の こと。
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4.7起 動 者 の承 認

以下 に起 動者 パスワード(ファイルストアパスワード)を送 信 ま た は チ ェ ックをす る場 合 の 定 義例 を 示 す 。

相 手 先 情 報 登 録

MODE=ADDTYPE=I

LINKID=Vン ク識 別 子x

RCCODE・ 相 手 先 コードHCCODE・ 自 己 コード

INITID=起 動 側 識 別 子

DOCTYPE1=INTAPl

PWFORM=SFSPSWD二 起 動 者 パスワード

ファイルストアパスワードをオクテヲト列 で送 信 す る場 合 はPWFORM・0と す る。

他 の転 送 制 御情 報 にっ いて は、 相 手先 情 報 ア クセ スを 参 照 の こ と。

4.8ア クセ ス制 御

以 下 にファイルアクセスパスワードを 送信 また はチ ェ ックをす る場 合 の 定義 例 を 示 す 。

フ ァ イ ル 情 報 登 録(チ ェックす る パスワード)

MODE=ADD

LINKID・ リンク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SRMODE=SEND

mO情 報CONTYPE・INTAPl

LENGKBN=FPACTREAD=Y

PWDRFORM=SPWDREAD=フ ァイルアクセスパスワード

フ ァ イ ル 情 報 登 録(チ ェヲクす る パスワード)

MODE=ADD

LINKID・ リンク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SRMODE=RECV

mO情 報CONTYPE・INTAPl

LENGKBN=FPACTREPL=Y

PWDWFORM=SPWDREPL=フ ァイルアクセスパスワード

フ ァ イ ル 情 報 登 録(送 信 す る パスワード)

MODE=ADD

LINKID=リ ンク識 別 子x

FLCODEニ ファイルIDyCYCLE=0001

SRMODE=SEND

mO情 報CONTYPE・INTAPI

LENGKBN=FPACTREAD=Y

PWDWFORMニSPWDREPL=フ ァイルアクセスパスワード

フ ァ イ ル 情 報 登 録(送 信 す る パスワード)

MODE=ADD

LINKID・ りンク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SRMODE=RECV

mO情 報CONTYPE・INTAPI

LENGKBN=FPACTREPL=Y

PWDRFORM=SPWDREAD=フ ァイルアクセスパスワード

ファイルアクセスパスワードをオクテット列 で 送 信す る場 合 はPWDRFORM・0,PWDWFORM・0と す る。

他 の転 送制 御 情 報 につ いて は基 本 フ ァイ ル 転 送機 能 を 参 照 の こ と。
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4.9フ ァイ ル状 況 問い合 わせ 機能

以下に ファイル準備状況問い合わせ機能の正常系の処理における実装例を示す。(以 下 に示す例では、U
APのF手 順固有 プロセスにおいて、ファイル状況通信 ファイルを作成す る仕様 とな ってい る。)

ー

Φ
O
ー

(続 く)

起

事前準備

相 手先 情報 登 録
MODE=ADgLINKID=リ ンク議場ll子x

TYPE=I

RCCODE・ 相 手 先 コードHCCODE・ 自己コード

INITID=起 動側 識 別子

DOCTYPE1=INTAPI

ファイル情 報 登 録(フ ァイル状 況 通 信 ファイル)

MODE=ADDLINKID=1ル ク識 男ll子x

FLCODE=F-PROC.STATE

STINF・ 実 ファイル情 報(フ ァイル状 況 通 信 ファイル)

LENGKBN=FCONTYPE=INTAPl

PACTREPL;YPACTREAD=Y

転 送要 求情 報 登 録
MODE=ADDFTID=転 送識 別子z

LINKID=リ ンク識 別子x
FLCODEO1=F-PROC.STATE

ファイル状 況問 い 合わ せ要 求

FTiD・ 転送 識別 子z .QMOD・W

磯CLEα 短0碗1

ファイル準 備 状況 問 い合 わせ

アクションのFTIDに よ り

転 送要 求 情報 をアクセス

転送要求情報チェック

転 送要 求 情報 内 の∫ルク識別 子 と
ファイル名 によ りファイル情 報(フ ァイル状

況 通信 ファイル用)を アクセス

ファイル情 報(フ ァイル状 況通 信 ファイル用)チェック

フ ァイ ル状況 通知 ファイルに ファイル準 備

状 況 問 い合 わせ要 求 で指定 され た
ファイル名FLCODB雛 潮 吹猫mW='i

C鵬 正EOお0001を 書 き込 む

(以 降通 常 の ファイル転 送 と同 じ)

(F-INIT要 求送 信) (F-INIT指 示 受 信)

(以 降通 常 の ファイル転 送 と同 じ)

応 答 ll倶 u A P

前準 備

相手 先情 報登 録
MODE=ADDLINKID・ リンク識SII子x

TYPE=R
RCCODE・ 相手 先}ドHCCODE・ 自己1一ド

INITID・起 動 側識別 子

DOCTYPEI=INTAP1

ファイル↑青串良登 録(フ ァイル状 況 通 信 ファイル)

MODE=ADDLINKIDニVン クnC男TI子x

FLCODE=F-PROC.STATE

STINF=実 ファイル情 報(フ ァイル状 況 通 信 ファイル)

LENGKBN=FCONTYPE=INTAPI

PACTREPL=YPACTREAD=Y

ファイル情 報 登 録(転 送 対 象 フ ァイ ル)

MODE・ADDLINKID・ リンクWa男iJ子x

ELCODE≒i、ラ'アイ拒II}w.・ ・CYCLE姜0001・ 」

SRMODEニSEND

STINF=実 ファ仲 情 報CONTYPE・INTAPl

LENGKBN=FPACTREAD=Y

転送状 態 セ ッ ト(転 送可 能状 態)
LINKID・t}ンク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDw
CYCLE=OOOl

SETMODE・ 転送 可能 状態



ー

Φ
O
ー

(続 き)

巳 動 側UA・ 起 動 側FT P 応 答 側FTP 応 答 側UAP

・(F-CLOSEI旨 示 受信)(F-CLOSE要 求 送 信)

: 果イベ ント取得処
転 送 終 了(F-CLOSE確 認 受 信)・ 転 送終 了(F-CLOSE応 答送 信) EVENTID=FSERV

1 (WAIT状 態)

ファイル状況問い合わせ要求イベ ン ト出力

」F (F-TERl旨 示 受信)

イベント内容 解析

取 得情 報エリアにイベン1内容 をセ,ト(F-TER要 求 送 信)

アソシエーション終 了(F-TER確 認受 信)

-

1

:

アソシエーション終了(F-TER応 答 送信)

ファイル状況問い合わせ要求によるファイル転送が終了 した後 相手 システムとの取 り決めにより 相手か ら問い合わせのあったファイルに対 してその状態を検索 しファイル状況通信 ファイ
一定時間を置き、以後の処理を行 う。 ルに書き込む。

喝)ファイル状況問い合わせ応答要求

FTID・転 送識 別子zQMOD・R

ファイル準備状 況 問 い合わ せ

アクションのFTIDに よ り

転送要求情報をアクセス
'

転送要求情報チェック
l

FTPへ 通知
1 ・⑥ファイル状況問い合わせ応答要求処理

(以 降通 常 の ファイル転送 と同 じ)

(F-INIT要 求 送 信) ・(F-INIT指 示受 信)

(以 降通 常 の ファイル転送 と同 じ)

:

.(F-CLOSE}旨 示 受信)(F-CLOSE要 求 送 信)

結果イベン ト取得処理 :

EVENTID=FCLI 一 転送 終 了(F-CLOSE確 認 受 信)・ 転送 終 了(F-CLOSE応 答送 信)

(WAIT状 態)

ファイル状 況問い合わせ応答 イベ ント出力
イベント内容 解析

取 得情 報エリアにイベン}内容 をセット

:

:(F-TERM要 求 送 信) (F-TERM指 示 受信)
:

アソシエーション終 了(F-TERM応 答 送信)ア'〃エーション終 了(F-TERM確 認 受 信) <



4.10フ ァイル状 況通 知機 能

以下にファイル状況通知機能の正常系の処理における実装例を示す。(以 下 に示す例では、
固有 プロセスにおいて、ファイル状況通信ファイルを作成す る仕様 となっている。)

UAPのF手 順

ー

Φ
や
ー

起 動 ‖但 u A P

事前準備

相 手 先 情 報 登 録

MODE=ADDLINKID=「1ン クtaSil子xTYPE=I

RCCODE・ 相 手 先1一 ドHCCODE・ 自 己 コード

INITID=起 動 側 識 別 子

DOCTYPE1;INTAP1

ファイル情 報 登 録(フ ァイル状 況 通 信 ファイル)

MODE・ADDLINKID=1ル ク識Sil子x

FLCODE=F-PROC,STATE

STINF・ 実 ファイル情 報(フ ァイル状 況 通 信 ファイの

LENGKBN=FCONTYPE=INTAPI

PACTREPL=YPACTREAD=Y

ファイル情 報 登 録(転 送 対 象 ファイル)

MODE・ADDLINKID=リ ンク識 男ll子x

CYCLE三 〇〇賎 、

SRMODE=SEND

STINF・ 実 ファイル情 報CONTYPE・INTAPl

LENGKBN=FPACTREAD=Y

転送 要 求情 報登 録
MODE・ADDFTID・ 転 送識 別子z
LINKID=リ ンク識 別子x

FLCODEOI;F-PROC.STATE

転送 状 態セ ッ ト(転 送可 能状 態)
LINKID=リ ンク識別 子x

田βじE狛{101
SETMODE・ デ ータ格 納 済

(続 く)

ファイル状 況 通 知 要 求

FTID・ 転 送 識 別 子z

FLCODEO1=フ ァイルIDw

CYCLEO1=OOOI

i
ファイル準備 状況 通 知

アクションのFTIDに よ り

転送要 求 情報 を アクセス

転 送要 求情 報 チ ェ ッ ク

/
転 送要 求 情報 内 のリンク識 別子 と

ファイル名 によ りファイル情報(フ ァイル状

況 通信 ファイル用)を アクセス

ファイル情 報(フ ァイル状況 通 信ファイル用)チェヲク

1

起 動 側FTP 応 答 側FTP 応 答 ‖但 u A P

事前準 備

相手 先情 報 登録

MODE・ADDLINKID・ リンク識 別子x
TYPE=R

RCCODE・ 相 手 先コーFHCCODE・ 自己コード

INITID=起 動 者識別 子

DOCTYPE1=INTAPI

ファイル情 報 登 録(フ ァイル状 況 通 信 ファイル)

MODE=ADDLINKID=iJン ク識 男ll子x

FLCODE=F-PROC.STATE

STINF=実 ファイル情 報(フ ァイル状 況 通 信 ファイル)

LENGKBN=FCONTYPE=INTAPl

PACTREPL=YPACTREAD=Y



(続 き)

ー

Φ
co

l

起 動 側 u A P

フアイ

ファイル準備 状況 問 い合 わせ 要求 で

指定 された ファイル名 と転送 要求 情

報 内の1ルク識別 子 に よりファイル情

報 をアクセス

ル情報(状 態通 知 す るファイル)チェ,ク

ファイル名 と そのファルの 状態 を

(打LCODE≒フテオルIDW葺:

斑CL酷0001デ ータ格 納 済)

ファイル状 況通 信ファイルに書 き込む

↓

一 一 〔∋
FTPへ 通 知

起 動 側FTP 応 答 側FTP

→ ④ フ ァイ ル状 況 通知 処 理

(以 降通 常 の ファイル転 送 と同 じ)

(F-INIT要 求 送 信)・ 一(F-INIT指 示 受 信)

(以 降通 常 のファイル転送 と同 じ)

:

(F-CLOSE指 示受 信)

転 送終 了(F-CLOSE応 答送 信)

フ ァイル状 況 通 知 イベ ン ト出 力

:

・(F-TERM指 示 受 信)

.

アソシエーション終 了(F-TERM応 答 送 信)

(F-CLOSE要 求送 信)

転送 終 了(F-CLOSE確 認受 信)・

(F-TERM要 求送 信)

アソシエーション終 了(F-TERM確 認受 信)・

ふ

応 答 Jl但 u A P

果 イベ ン ト取 得処 理
EVENTID=FSERV

(WAIT状 態)

イベント内容 解 析
取得 情 報エリアにイベント内容を セヲト



4.11転 送 キ ャ ンセ ル機能

以下に転送キャンセル機能の処理における実装例を示す。

ー

Φ
q⊃

ー

(続 く)

事前準備

相 手 先情 報登録
MODE;ADD

LINKID=1ル ク識別 子xTYPE=I
RCCODE=相 手 先コードHCCODE=自 己コード

INITID=起 動 側識別 子

DOCTYPEI=INTAPI

フ ァ イ ル 情 報 登 録

MODE=ADD

LINKID;リ ンク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SRMODE=SEND

STINF・ 実 ファイル情 報CONTYPE・INTAPl

LENGKBN=FPACTREAD=Y

転 送 要 求 情 報 登 録

MODE=ADDi,iFTII)=車 三…遜 諸 刃‖日蔭z

LINKID;リ ンク識 別 子x

FLCODEO1ニ ファイルIDyCYCLEO1=0001

転 送状 態 セ ッ ト(データ格納 済)
LINKIDニ リンク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SETMODE=デ ー タ格納 済

転送 開 始要 求(登 録 方式)処 理

F1IID三章云送識 見り薪…z'i、i'

転送開始要求のFTIDに より
転送要求情報をアクセス

転送要求情報チェック

起動側 ファイル転送処理

(以 降 通常 の ファイル転 送 と同 じ)

(F-INIT要 求 送信) (F-INIT指 示受 信)

(以降通常のファイル転送と同 じ)

応 答 」ー但 u A P

事前準備

相手 先情 報登 録

MODE=ADDLINKID=「)ン ク議場11子x

TYPE=R
RCCODE・ 相手先 コードHCCODE・ 自己コード

INITID・ 起動側 識別 子

DOCTYPEI=INTAP1

フ ァイ ル 情 報 登 録

MODE=ADDLINKIDニ1ル ク識 男lj子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SRMODE=RECV

STINF・ 実 ファイル情 報CONTYPB・INTAPI

LBNGKBN=FPACTREPL=Y

転送 状 態セ ッ ト(受 信準 備完 了)
LINKID・ リンク識 別子x
FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=OOOI

SETMODE・ 受信 準備完 了



ー

ベ
O
ー

(続

転送 キャンセル 要求

FTID三章云送 言動II子iZii・

FTPへ 通知

FTPか らの通知受付

果 イベ ン ト取得処

EVENTID=FCLI

(WAIT状 態)

イペ ト内 容解 析

取 得情 報エリアにイベント内容 をセット

(ファ仙 転送 中)

終了(異 常)イ ベ ン ト出力

1応 答 側F T P1
1応

答'側 u A pl

(ファイル転 送 中)

→転送キ ャンセ ル(F-U-ABORT 指示受信)

: 果イベ ン ト取得処

:
EVENTID=FSERV

・

(WAIT状 態)

転送終了 (異常)イ ベ ン ト出力
イベント内容解 析

取 得情 報エリアにイベント内容 をセヲト

注)応 答側における転送キャンセルは,転 送開始イベ ン トで通知 されるRQIDを 指定す ることによ り行 う。

』



4.12転 送 状態 問 い合 わせ 機能

以下に転送状態問い合わせ機能の処理における実装例を示す。

ー

や
H
ー

(続

相 手先情 報 登録

MODE=ADDTYPE=I

LINKID=リ ンク識 別子x

RCCODE=相 手先 コードHCCODE・ 自己]一ド

INITID・ 起動 側 識別 子
DOCTYPEI=INTAP1

フ ァイ ル 情 報 登 録

MODE=ADD

LINKID=V)ク 識 別 子x

FLCODEニ ファイルIDyCYCLE=0001

SRMODE=SEND

STINF二 実 ファイル情 報CONTYPE・INTAPI

LENGKBN=FPACTREAD=Y

転送 要求 情 報登録
MODE・ADDFTID・ 転 送識 別子z

LINKID・iJンク識別 子x
FLCODEO1=フ ァイルIDyCYCLEO1=0001

転 送 状 態 セ ッ ト(デ ータ格 納 済)

LINKID・t}ン ク識 別 子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SETMODE=デ ータ格 納 済

転送開始要求(登 録方式)処 理
FTID=転送識別子z

転送開始要求のFTIDに よ り
転送要求情報をアクセス

転 送要 求 情報 チ ェ ックー

起動側 ファイル転送処理

(以 降 通常 のファイル転 送 と同 じ)

(F-INIT要 求 送信) (F-INIT指 示受 信)

(以降通常のファイル転送 と同 じ)

応 答 ‖損 u A P

相手 先情 報 登録

MODE=ADDLINKID=リ ンクSeSil子x

TYPE=R
RCCODE・ 相 手 先コードHCCODE・ 自己コード

INITID=起 動 側識 別子

DOCTYPE1=INTAPI

フ ァ イ ル 情 報 登 録

MODE・ADDLINKID・ リンクmeBtl子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001

SRMODE=RECV

STINF二 実 ファイル情 報CONTYPE=INTAPl

LENGKBN=FPACTREPLニY

転送状 態 セ ッ ト(受 信 準備 完 了)
LINKID・ リンク識 別子x

FLCODE=フ ァイルIDyCYCLE=0001
SETMODE=受 信 準備 完 了



(統

一

↓
N

ー

転送状態問い合わせ要求
FTID・転送識別子z

起 動 側FTP

FTPか らの通 知受 付

問 い合 わせ 結果 エリアにセヲト

(ファイル転送 中)

⑤転送状態問い合わせ要求処理
u-一 一

転送状態問い合わせ要求のFTIDに よ り
該当す る転送の状態をサーチし
UAPへ 情報をわたす

UAPへ 通知

(ファイル転送 中)

応 答 側FTP

(ファイル転送 中)

応 答 ‖倶 u A P

注)応 答側における転送問い合わせば、転送開始 イベ ン トで通知されるRQIDを 指定す ることにより行 う。



5.事 前取決めの必要 なパ ラメタ

この 章 で は、 事 前 に相 手 先 と取 り決 めて おか な けれ ば な らな いパ ラメ タ につ いて 記 述 す る。 図 中 の

〈 一 〉(矢 印)は 相互 に 同一 の定 義 が 必 要 な ことを 示す 。

例:起 動 側 で あ るA社 か ら応答 側 のB社 ヘ フ ァイ ルXを 送 信 す る場 合

A社:起 動 側識 別 子送 信B社:起 動 側 識 別子 チェック

応 答 側識 別 子チェック 応 答 側 識 別子 送 信

ファイルストア・パスワード送 信 ファイルストア・パスワード・チェック

置 換パスワード送 信 置換 パスワードチェック

A社 での定義

口
〉

フ ァ イ ルX:フ ァイルID十 サイクルID

B社 での定義

口

相手先情報B(起 動側) 相手先情報A(応 答側)

TYPE=I

RCCODE(相 手 先 コー ド)

HCCODE(自 己 コ ー ド)

INITID(起 動 側 識 別 子)

RESPID(応 答 側 識 別 子)

FSPSWD(起 動 者 パスワード)

く・

を

・・
■●

・・ ・ ・● ■..

.,…'"㌔ ・...

・シ

・▲

TYPE;R

RCCODE(相 手 先 コー ド)

HCCODE(自 己 コー ド)

INITID(起 動 側識 別 子)

RESPID(応 答 側識 別 子)

FSPSWD(起 動 者パスワード)

く ,

∈ 〉

∈ 〉

フ ァイル情報X(送 信用) ファイル情報X(受 信用)

SRMODE=SEND

FLCODE(フ ァイルID)

CYCLE(サ イクルID)

CONTYPE(ド キュメント型)

MAXLENG(最 大 レコード長)

LENGKBN(レ コード形 式)

PACTREAD=Y

PWDREAD(読 出 しパスワード)

PWDREPL(置 換 パスワード)

SRMODE;RECV

FLCODE(フ ァイルID)

CYCLE(サ イクルID)

CONTYPE(ド キュメント型)

MAXLENG(最 大 レコード長)

LENGKBN(レ コード形 式)

PACTREPLニY

PWDREAD(読 出 しパスワード)

PWDREPL(置 換パスワード)

注)〈 … … 〉 の相 手 先 コ ー ドと 自 己 コー ドで は、 それ ぞ れ が代 表 す るPSAPが 同一 で あ るべ き こ と

を示 す 。

一73一



付録A.パ ラメタ値の長 さ及 び範囲

・パラメ タ値の長 さ

以下のパ ラメタについては、プ ロ トコル上の制約によ り指定で きる値の長 さが制限 され る。

一起動側識別子/応 答側識別子

最大32オ クテ ッ ト

(オ ブジェク ト識別子 を図形文字列の十進数 として表現す る)

一起動者パ スワー ド(フ ァイルス トアパ ス ワー ド)

最大8オ クテ ッ ト

ーフ ァイルア クセスパス ワー ド(フ ァイル読 出 し/置 換パス ワー ド)

最大8オ クテ ッ ト

ーファイルID

最大12オ クテ ッ ト

(英 数字及び特殊記号)

一データフ ォーマ ッ ト識別子

最大256オ クテ ッ ト

(オ ブ ジェク ト識別子、 また はオ ブジェク ト識別子 とテキス トの組み合わせの シーケ ンス)

・パ ラメタ値 の範囲

以下のパ ラメタについて は、指定 で きる値 の範囲が制限され る。

一最大 レコー ド長

32767オ クテ ッ トまで

(ド キ ュメ ン ト型に より異 な る。詳細 は 「3.1.2フ ァイル情報 ア クセス」参照。)
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付 録B.エ ラ ー コー ド表

FAI固 有のエ ラー コー ドは以下の とお りであ る。

FTAMで 規定 されて い るエ ラーコー ド及 びフ ァイル転送時のエ ラー コー ドにっいてはrF手 順 一

ファイル転送仕様」を参照の こと。

エ ラ ー コ ー ド 意 味

1000 転送制御情報ア クセスエラー

1100 ,転 送 要 求 情 報 が 無 い

1200 相 手 先 情 報 が 無 い

1201 接 続 許 可 時 間 外

1300 フ ァ イ ル 情 報 が 無 い

1301 転 送 許 可 時 間 外

1302 フ ァ イ ル未 準 備 状 態

1303 フ ァ イ ル 転 送 中

1304 二 重 交 換 エ ラ ー

2000 転送 フ ァイル ア クセスエ ラー

2001 転 送 フ ァ イ ル が 存 在 しな い

2002 転 送 フ ァ イ ル ビ ジ 一
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管理番号 F-MO4-Ol

OSl準 拠仕様

フ ァイル転送用手順(F手 順)

5

本仕様は、

概

FAlエ ラ ー コ ー ド及 びFTAMエ ラ ー識 別

子(JISX5723附 属 書A)を ま とめた もので あ る。

版 発 行 年 月 日 摘 要

1 平成5年3月15日 暫 定版 発 行(Ver.1.0)

2 平成5年4月28日 Ver.2.0発 行

3 平成5年6月29日 Ver.2.1発 行

4 平成6年3月3日 Ver.2.2発 行

5 平成8年3月1日 F-MO4-01発 行
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コー ド一 覧

目 次

ペ ー ジ

1.FAlエ ラ ー コ ー ド

2.FTPエ ラ ー コ ー ド

2.1F手 順 固有 エ ラー コー ド

2.1FTAM規 定 エ ラー コー ド

1
1

り
乙

り
乙

う
O
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エ ラ ー コー ド分 類

F手 順 で 規 定 して い るエ ラー ・コ ー ドに は、 フ ァイル 転送 に お いて 相 手 先 と実 際 に送受 信 す るFT

AMのPDUの 中にセ ッ トされ る コー ドと、FAIの 実 行 結果 と して 返 され る コー ドとが あ る。 ここ

で は 、前 者 をFTPエ ラ ー コー ド、 後 者 をFAIエ ラー コ ー ドと呼 ぶ 。

6

起動側

転送要求

(1)

転送要求

(2)

ファイル情 報

が な い'

FTP/FTAM

転送制御情報

ファイル情報

が な い'

FTP/FTAM

転送制御情報

応答側

上 図 例 にお い て、 転 送要 求(1)に 対 す るエ ラ ー コー ドはFAIエ ラー コー ドで あ り、転 送 要 求(2)に 対

す るエ ラ ー コー ドはFTPエ ラ ー コ ー ドで あ る。
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1,FAIエ ラーコー ド

番 号 エラー

識別子

エ ラ ー

コ ー ド

意 味 備 考

1 ㎜ FAI1000 転送制御情報アクセスエ ラー

2 ㎜ FAII100 転 送 要求 情 報 が 無 い

3 ㎜7 FAI1200 相 手 先 情 報 が 無 い

4 ㎜ FAI1201 接 続 許 可 時 間 外

5 ㎜ FAI1300 フ ァ イ ル 情 報 が 無 い

6 ㎜ FAI1301 転 送 許 可 時 間 外

7 ㎜7 FAI1302 フ ァイル未 準 備 状 態

8 ㎜ FAI1303 フ ァ イ ル 転 送 中

9 ㎜ FAI1304 二 重 交 換 エ ラ ー

10 ㎜ FAI1400 転 送 フ ァイ ル ア クセ スエ ラ ー

11 ㎜ FAI2001 転 送 フ ァイ ルが 存 在 しな い

12 ㎜ FAI2002 転 送 フ ァ イ ル ビ ジ ー

7
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2,FTPエ ラーコー ド

2,1F手 順固有エラーコード

番 号 エ ラ ー エ ラ ー 意 味 備 考
識別子 コ ー ド (message)

1 ㎜ ㎜ 応答側識別子異常
(RESPONDERIDENTIFIERERROR)

2 ㎜7 FP㏄0001 相手先情報未定義
(PA㎜INFO㎜TIONNOTSPECIFIED)

3 ㎜ ㎜ 接続許可時間外:こ の利用者 とのアソシエーションは、接続

許可時間外のため許されない
(㎜IATI㎝ ㎜ ㎜ 一一 ㎜TI唖)

4 ㎜7 ㎜ 転送許可時間外:こ のファイルアクセスは、転送許可時間外
のため許 されない

(FIIEA(℃ESSNOT㎜ －NOTWITHINALL㎜DTIME)

5 ㎜ ㎜ 二重交換エラー

(DOUBLE㎜SFER㎜)

6 ㎜ ㎜ ファイル情報未定義

(FILEINI㎜TIONNOTSPECIFIED).

7 ㎜7 ㎜ ファイル情報使用中

(FILEINI㎜TIONBUSY)

8 0001 ㎜ ゼロ件データ:送 信側が応答側

(㎜YFILETIUNSF剛

9 ㎜7 ㎜ ゼロ件データ:送 信側が起動側

(㎜FILE㎜S田R)

10 0001 ㎜ 転送キャンセル:要 求側が応答側
(FILETRANSFERCAN(ΣLED)

11 ㎜ ㎜ 転送キャンセル:要 求側が起動側

(FILETRANSFERCAN(ΣLED)

12 0001 ㎜ 代表名によるファイル読出 し機能はサポー トしていない

(F-YG㎜1… ㎜)

13 0001 FP尻0010 転送済:代 表名読 出しに該当す るファイルがない

(FImBYG㎜ICN岨 断AVAI皿LE)

14 0001 FP㏄0011 代表名読出 し用のファイルではない

(FILE㎜BYG㎜IC㎜ ㎜ 縫LIC腿 硯mmISFI皿)

15 0001 FP防0999 その他のエラー:エ ラー検出側が応答側

(F－㎜ ㎜ 卿AI㎜ 卿IFIC>)

16 ㎜ FPDCO999 その他のエラー:エ ラー検出側が起動側

(F－㎜ ㎜ 眠 且FAI㎜ 〈醐 田IFIC>)

2



2,2FTAM規 定エラーコード(FTAMエ ラー識別子)

〈共通の診断〉 。。00～ 。O、、

NO エラー識 別 子 理 由 備 考

1 0000 理由な し

2 0001 応答側誤り(不 特定)

3 0002 システム停止

4 0003 F「胴管理の問題(不 特定)

5 0004 Fr胴 管理,課 金先誤 り

6 0005 Fr岨 管理,安 全保護不合格

7 0006 遅延が発生

8 0007 起動側誤 り(不 特定)

9 0008 後続誤り

10 0009 資源の一時的不足

11 0010 アクセス要求の仮想 フ ァイルス トアの安全保護違反

12 0011 アクセス要求の局所的な安全保護違反

7

一3一



〈プロトコル及び支援しているサービス関係の診断〉 1000～1017

NO エラー識 別子 理 由 備 考

1 1000 矛盾 したパ ラメ タ値

2 1001 支援 されて いないパ ラメタ値

3 1002 必須パラメタが未設定

4 1003 支援 されていないパ ラメ タ

5 1004 重複 したパ ラメタ

6 1005 違法 なパ ラメタ

7 1006 支援 されていないパ ラメタ型

8 1007 町明 プ ロ トコル誤 り(不 特定)

9 1008 町明 プロ トコル誤 り,手 順誤 り

10 1009 TT咀 プロ トコル誤 り,機 能単位誤 り

11 1010 fT胴 プ ロ トコル 誤 り,不 正 誤 り

12 1011 下位層失敗

13 1012 下位層 ア ドレス指 定誤 り

14 1013 タイ ム ア ウ ト

15 1014 システム停止

16 1015 違法なグループ化順序

17 1016 グル ープ化 しきい値違反

18 1017 現要求ア クセス と相反す る特殊なPDU要 求
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〈アソシエーション関係の診断〉 2000～2021

NO エラー識 別 子 理 由 備 考

1 2000 許可 されていない利用者か らのアソシエ ーシ ョン

2 2001 (割 当てな し)

3 2002 支援 されていないサー ビスクラス

4 2003 支援 されていない機能単位

5 2004 属性 グループ誤 り(不 特定)

6 2005 属性 グループの支援 な し

7 2006 許可 されていない属性 グループ

8 2007 課金先の誤 り

9 2008 アソ シエー ション管理(不 特定)

10 2009 ア ソ シエ ー シ ョ ン管 理 一 ア ドレス の誤 り

11 2010 ア ソシエー ション管 理一課金先の誤 り

12 2011 チ ェ ックポ イ ン トウ ィ ン ドウ誤 り一 過大

13 2012 チ ェ ックポ イ ン トウ ィ ン ドウ誤 り一 過小

14 2013 チ ェ ック ポイ ン トウ ィ ン ドウ誤 り一 支援 な し

15 2014 通信 のQOS(サ ー ビス品質)の 支援 な し

16 2015 起動側識別が受入れ不可

17 2016 コ ンテキス ト管理拒否

18 2017 ロールバ ック使用不可

19 2018 コンテ ンツ型 リス トを応答側が切断

20 2019 コンテ ンツ型 プ レゼ ンテーシ ョンサービスが切 断

21 2020 無効 なファイル ス トアパ スワー ド

22 2021 矛盾 したサー ビスクラス
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〈選択関係の診断〉 3000～3030

NO エラー識 別 子 理 由 備 考

1 3000 フ ァイル名がな し

2 3001 選択属性値が不一致

3 3002 初期属性が不可能

4 3003 属性名の誤り

5 3004 ファイルが存在せず

6 3005 ファイルが既 に存在

7 3006 ファイルが生成不能

8 3007 ファイルが削除不能

9 3008 並行処理制御使用不能

10 3009 並行処理制御の支援な し

11 3010 並行処理制御不可能

12 3011 よ り制限の強 いロ ック

13 3012 ファイル使用中

14 3013 ファイル使用不能

15 3014 アクセス制御使用不能

16 3015 アクセス制御の支援な し

17 3016 アクセス制御の矛盾

18 3017 ファイル名の切捨て

19 3018 初期属性変更

20 3019 課金先の誤 り

21 3020 選択 した既存のファイルを生成上書き

22 3021 削除し元の属性で再生成 したファイルを生成上書き

23 3022 削除し新 しい属性で再生成 したファイルを生成上書き

24 3023 生成上書き一不可能

25 3024 不明確なフ ァイル仕様

26 3025 無効な生成パ スワー ド

27 3026 上書 き時の無効 な削除パ スワー ド

28 3027 属性値の不正

29 3028 要求アクセスが許された動作を違反

30 3029 要求アクセスが機能単位で使用不能

31 3030 ファイルを生成 したが選択 されず
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〈ファイル管理関係の診断>4000～40。7

NO エラー識 別 子 理 由 備 考

1 4000 属性が存在せず

2 4001 属性の読出しが不可能

3 4002 属性の変更が不可能

4 4003 属性の支援なし

5 4004 属性名の不正

6 4005 属性値の不正

7 4006 属性の一部だけ支援

8 4007 不可集合属性値が不明確
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〈アクセス関係の診断>5。 。。～5。26

NO エラー識 別 子 理 由 備 考

1 5000 団)Uの 不正(不 特定)

2 5001 F④Uの 不正一 サイズ誤 り

3 5002 F⑩Uの 不正一 型誤 り

4 5003 FAI)Uの不正一 仕様 が不十分

5 5004 FM)Uの 不正一 位置付 けの誤 り

6 5005 FAI)Uが 存 在 しな い

7 5006 F⑩U使 用不能(不 特定)

8 5007 読 出 し時FADU使 用不能

9 5008 書込み時FADU使 用不能

10 5009 位置付 け時FADU使 用不能

11 5010 消去時FADU使 用不能

12 5011 FADU挿 入不能

13 5012 FADU置 換不能

14 5013 FADU位 置付 け不能

15 5014 データ要素型の誤 り

16 5015 操作不能

17 5016 操作の支援な し

18 5017 操作の矛盾

19 5018 並行処理制御使用不能

20 5019 並行処理制御の支援なし

21 5020 並行処理制御の矛盾

22 5021 処理 モー ド使用不 能

23 5022 処理 モー ドの支援な し

24 5023 処理 モー ドの矛盾

25 5024 アクセス コンテキ ス ト使用不能

26 5025 アクセス コンテキ ス トの支援 な し

27 5026 書込みの不正(不 特定)
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〈アクセス関係の診断〉 5027～5041

NO エラー識 別 子 理 由 備 考

28 5027 読出 しの不正(不 特定)

29 5028 局所的な失敗(不 特定)

30 5029 局所 的な失敗一 ファイルスペース不足

31 5030 局所的な失敗一 データ破壊

32 5031 局所的な失敗一装置故障

33 5032 上限 ファイルサイズが超過

34 5034 上限 ファイルサイズが増加

35 5035 処理モー ドで機能単位が無効

36 5036 コ ンテ ンツ型の矛盾

37 5037 コ ンテ ンツ型が不十分

38 5038 FADU名 が重複

39 5039 S肌ECT/OPEN動 作有効期間不良

40 5040 ファイル にF⑮Uロ ック中のため使用不能

41 5041 他 の利用者がFADUロ ック済み
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〈回復関係の診断〉 6000～6017

NO エラー識 別 子 理 由 備 考

1 6000 チ ェックポイ ン トの不正(不 特定)

2 6001 ア クテ ィ ビテ ィが一意ではない

3 6002 チ ェ ック ポイ ン トが ウ ィ ン ドウ外

4 6003 ア クティ ビテ ィが既 に存在せず

5 6004 アクティ ビテ ィが確認不可

6 6005 回復用情報がな し

7 6006 回復用情報の破壊

8 6007 フ ァイルが再開を待機中

9 6008 回復ポイ ン トの誤 り

10 6009 回復ポイン トが存在せず

11 6010 回復モー ド使用不能

12 6011 回復モー ドの矛盾

13 6012 回復モ ー ドの縮退

14 6013 アクセス制御使用不能

15 6014 アクセス制御の支援な し

16 6015 アクセス制御の矛盾

17 6016 コンテ ンツ型の矛盾

18 6017 コンテ ンツ型が不十分
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OSl準 拠仕様

フ ァイル転送用手順(F手 順)

9

本仕様は、OSlの5～7層 に対する適用基準及び実装規約を記述 したもので

版 発 行 年 月 日 摘 要
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2 平成4年12月19日 Ver.2.0発 行

3 平成5年6月29日 Ver.2.1発 行
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工 適 用 実 装 規 約

本手 順 は、 開 放 型 シス テ ム 間相互 接 続(OSI)の 基本 参 照 モ デル の 応 用 層 で規 定 され るFTAM.

(FileTransfer,AccessandManagement)を 基 本 標 準 と して利 用 す る もの で あ る。

本 手順 は、 以 下 のFTAM実 装 規 約 に準 拠 す る。

JISX5003-1987参 考SOO4-IFTAM実 装 規 約V2.0規 約 編

JISX5003-1987.参 考SOO4-EFTAM実 装規 約V2.0解 説 編

な お、平 成6年3月31日 まで は経 過 措 置 と してFTAM実 装 規約V1.0準 拠 も認 あ る。

2.実 装規約 の使 用規定

本手順 におけ るACSE、 プ レゼ ンテーシ ョン層、セ ション層、FTAMプ ロ トコルの使用範囲は、

基本的に上記実装規約の必須機能を満 たす もの とす る。

本仕様書で は、実装規約 との差異 を示す ことによ り、仕様 を規定す る。

2.1FTAM

(a)起動側/応 答側能力 は実装規約 では送信側/受 信側 ともに`オ プシ ョン で あるが、いずれの能

力 も`必 須'と す る。

(b)ファイル動作につ いて実装規約では`読 出 し/挿 入/置 換/拡 張の いずれか一つ はサポー ト'で

あ るが、`読 出 し/置 換 を必須'と す る。

(c)ドキ ュメ ン ト型INTAP-1は 実装規約では`オ プシ ョン'で あるが、標準 プロフィルにて`必 須'

とす る。

(d)実装情報 は、実装 規約では`オ プシ ョン であるが、`必 須'と す る。

(e版 想 ファイル名は、実装規約で は`1エ レメ ン トかっ8文 字以内は扱 えなければな らない'

であ るが 、16文 字固定の ファイル名を透過的 に転送す る必要性か ら`1エ レメン ト(16文 字)'

とす る。

(f)アクセスパスワー ドを使用す るため、属性 グループの`機 密保護'を 必須 とす る。

2。2ACSE

実装規約 との差異無 し。

2.3プ レゼ ンテー シ ョン層

実装規約 との差異 無 し。

2.4セ シ ョン層

実 装 規約 との差異 無 し。

1一



3.F手 順実装適合性記述様式

記法説明

D欄F手 順仕様 で定義 され るサポー トレベルで あ り、以下の記号 で表示 され る。

m必 須

oオ プ ショナル

ー 適用外

1欄 起動側の実装 レベルを記述す る。実装 して いればrY」 、実装 して いな ければrN」 を

記述す る。

R欄 応答側 の実装 レベルを記述す る。 実装 して いればrY」 、実装 して いな ければrN」 を

記述す る。

構 成

適合性記述 は標準 プ ロフィルと縮小プ ロフ ィルの2部 か ら構成 されている。

一2一



1

第1章 実装詳細

1.作 成 日

F手 順実 装適合性記述(標 準プ ロフィル)

1匝三ー 二==二二二二]
2.実 装 詳 細

2.1サ プ ラ イ ヤ, プ ロダ ク ト名,オ ペ レーテ ィ ング システ ム,ハ ー ドウ ェア

1[====二 二二二二====二 二=二二==ニ コ

2.2記 述 内容に関す る問い合 わせ先

1[二 二=二 二 二二二二===二 二==二二=二 二 二]

第ll章F手 順総括

3.F手 順仕様のバー ジ ョン

1[==二 二二===二二二==二===二 二二二]

4.適 合 性

1実 装はF手 順仕様に準拠 しているか?

5.送 信側/受 信側能力

1

2

(注)送 信側 とはFTPが フ ァイルを送信する側、受信側 とはFTPが ファイルを受信す る側

を指す。

第 川章 転送管理機能

6.転 送管理詳細

1

2

り
0

4

役 割 DIDR

送信側 皿m

受信側 mm

DI D R

マルチフ ァイル転送 m m a1, 10.1 参照

代表名 によるフ ァイル読 出 し m 皿 62 参照

ゼ ロ件デ ータ転送 m m 63 参照

データ転送の強制中断(転 送キャンセル) m m

F手 順実装適合性記述(標 準 プロフィル)

一3一



6.1.マ ル チ フ ァ イ ル 転 送

6.11ア ソ シ エ ー シ ョ ン 制 御

1

DIDR

ア ソ シエ ー シ ョン継 続 om

6.1.2マ ル チ フ ァイ ルの 最 大 フ ァイ ル数

2

6.2

10フ ァイル可能か?

1

2

6.3

i
⊥

2

代表名 によるフ ァイル読 出 し

DIDR

親 機Z・ イル中昇順で次のフ・
mm

上記以外の読出し方法 00

ゼ ロ件データ転送

DIDR

正常扱い mm

エ ラー扱 い mm

第IV章 運用管理機能

7.運 用管理詳細

0

寸⊥

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1
⊥

-
⊥

DIDR

サ イクル管理 mm

二重交換防止 mm 71参 照

転送許可時間 mm

送信 ・受信 ファイル状況確認 mm 72参 照

転送状態問い合わせ m一

処理履歴管理機能 00

送信時の自動取上げ 0一

受信時のジ ョブ起動 00
'

転送終了後のファイル処理連動 00

端末からの制御 0}

プライオ リテ ィ制御 0一

5

F手 順実装適合性記述(標 準 プロフィル)
一4一



7.1二 重交換防止 詳細

1

2

3

7.2

-

り
4

0
0

4

DIDR

二重交換防止チ ェ ック mm

強制二重交換処置 mm

二重交換許可指定 00

送信 ・受信 ファイル状 況確認詳細

DIDR

受信ファイル準備状況の通知 mm τ21参 照

受信ファイル準備状況の問い合わせ mm 721参 照

送信ファイル蓄積状況の通知 mm 721参 照

送信ファイル蓄積状況の問い合わせ 皿m τ21参 照

7.2.1一 回の通知/問 い合わせ ファイル数 の最大 値

110フ ァイ ル可 能 か?

第V章 セ キ ュ リテ ィ

8.セ キ ュ リテ ィ管理

-
⊥

り
ム

り
0

4

D 1 D R

起動側識別 m m 第w章 3 参照

応答側識別 m m 第w章 3 参照

起動者の認証 m 0 第珊章 8 参照

アクセス制御 m 0 第珊章 9 参照

9.セ キ ュ リ テ ィ ロ グ

1

DIDR

セ キ ュ リテ ィ ロ グ 00

第Vl章 障害処理

10.障 害処理詳細

1

9
ム

Q
u

4

只
∪

DIDR

ファイル成立管理 mm

障害処理 mm

再送 皿m 10.1参 照

ビジー通知 0一

障害状態通知 00

F手 順実装適合性記述(標 準 プロフィル)
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10.1再 送詳 細

10.1.1シ ングル フ ァイ ル転 送

1

10.1.2マ ル チ フ ァイル 転 送

1

11.エ ラ ー識 別子 詳 細 コ ー ド

11.1詳 細 コー ド通 知 機能

1

11.2詳 細 コー ドの生 成

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

11.3メ ッセ ー ジ

1

第Vll章FTAMの 使 用法

12.FTAMプ ロフ ィル

INTAP実 装 規 約AP.111のV2準 拠 か 、経 過 措 置(V1)準 拠 か を 記入 す る。

DIDR

ファイルの最初か ら再送 mm

DIDR

中断 フ ァイルの最初か ら再送 om

DIDR r

詳細 コー ド通知機能 mm

DIDR

応答側識別子異常 FPDCOOOO mm

相手先情報未定義 FPDCOOO1 00

接続許可時間外 FPDCOOO2 mm

転送許可時間外 FPDCOOO3 mm

二重交換エ ラー FPDCOOO4 mm

ファイル情報未定義 FPDCOOO5 00

フ ァイル情報使用 中 FPDCOOO6 00

ゼ ロ件 データ転送 FPDCOOO7 mm

転送キ ャンセル FPDCOOO8 mm

歴 籍 牽7・ イル読
FPDCOOO9 mm

代表名 ファイルな し FPDCOO10 mm

代表名読出し対象外 FPDCOO11 皿m

その他のエラー FPDCO999 mm

DIDR

英 文 メ ッセ ー ジ 00

1

F手 順実装適合性記述(標 準 プロフィル)
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第V111章FTAMに 関す る要件

D欄 基 本標準 中で定義 された適合要件 であり、以下の記号で表示 され る。

m必 須

oオ プ シ ョナル

P欄F手 順(標 準プロフィル)で の適合要件

1.起 動側/応 答側能力

1
⊥

2

プロ トコル要素/パ ラメタ DP

送信側 om

受信側 om

2.フ ァイル 動 作

1
⊥

り
ム

プ ロ トコル要素/パ ラメタ DP

読出し om

置換 om

3.実 装情報

1

プロ トコル要素/パ ラメタ DP

実装情報 om

4.属 性 グル ープ

1

プロ トコル要 素/パ ラメタ DP

機密保護 om

5.ド キ ュ メ ン ト型

f
⊥

り
乙

3

プ ロ トコル要素/パ ラメタ DP

FTAM-3 mm 付録C参 照

INTAP-1 om 付録A参 照

JOUG-1 00 付録B参 照

3.1レ コー ドフ ァイ ル の最大 レコー ド長

1[亘三 二二二=二 二二 二=二=二 二==二 二]

6.仮 想 フ ァイ ル 名長1一
7.オ ブ ジェク ト識別子の長さの最大値1[一]

F手 順実装適合性記述(標 準 プロフィル)

一7一



8.起 動 者パスワー ド長の最大値

1[8オ クテット]

9.フ ァイ ル アク セ スパ スワ ー ド長 の最 大 値

1巨三≡正 二=二=二==二 二=二=二 二二==コ

F手 順実装適合 性記述(標 準 プロフィル)

一8一



F手 順実装適合性記述(縮 小 プロ フィル)

第1章 実装詳細

1.作 成 日

1匝 亟 亘二二二二===二 二二二二二二 二二=二 二]

2.実 装詳 細

2.1サ プ ライ ヤ, プ ロダ ク ト名,オ ペ レーテ ィ ング システ ム,ハ ー ドウ ェ ア

1[二二===二 二===二======二=二=コ

2.2記 述内容に関す る問い合わせ先

11

11
一

4.適 合性

5.送 信側/受 信側能力
2

● 第瞳F手 順締

3.F手 順 仕様 の バ ー ジ ョン

1医 装はF手 順仕様に馴 して・、るか?

役 割 DIDR

送信側 mo 応答機能 もサポー トを原則 とす る。

受信側 mo 応答機能 もサポー トを原則 とす る。

～

1

2

●

6.

1

2

3

4

(注)送 信 側 とはFTPが フ ァイルを送信す る側、受信側 とはFTPが フ ァイルを受信す る

側 を指す 。

第lll章 転送管理 機能

転送管理詳細

DIDR

マルチフ ァイル転送 00 a1,10.1参 照

代表名によ るフ ァイル読 出 し 00 a2参 照

ゼ ロ件データ転 送 00 a3参 照

データ転送 の強制中断(転 送キャンセル) 00

F手 順実装適 合性記 述(縮 小 プロフィル)

-9-
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6.Lマ ル チ フ ァイル転 送

6.1.1ア ソ シエ ー シ ョン制 御

1

DIDR

ア ソ シエ ー シ ョン継続 om

6.1.2マ ル チ フ ァイル の最 大 フ ァイ ル 数

210フ ァイル 可 能 か?

6.2代 表名 によるファイル読 出 し

1

2

6.3

寸
⊥

リ
ム

DIDR

季聾 謡 アイル中昇順で次のフ・
mm

上記以外の読出し方法 00

ゼ ロ件データ転送

DIDR

正常扱い mm

エ ラ ー扱 い 00

第IV章 運用管理機能

7.運 用管理 詳細

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

DIDR

サイクル管理 00

二重交換防止 mm 71参 照

転送許可時間 00

送信 ・受信 ファイル状況確認 00 7.2参 照(サ ポートを 原 則 とす る)

転送状態問い合わせ 0一

処理履歴管理機能 00

送信時の自動取 り上げ 〇 一

受信時の ジ ョブ起動 00

転送終了後のファイル処理連動 00

端末か らの制御 〇 一

プライオ リティ制御 0一

F手 順実装適 合性記述(縮 小 プロフィル)
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71二 重交換防止詳細

DIDR

二重交換防止 チ ェック mm

強制二重交換処置 mm

二重交換許可指定 00

72送 信 ・受信 フ ァイル状況確認詳細

DIDR

受信ファイル準備状況の通知 00 72.1参 照

受信ファイル準備状況の問い合わせ 00 72.1参 照

送信 ファイル蓄積状況の通知 00 72.1参 照

送信 ファイル蓄積状況の問い合わせ 00 72.1参 照

72.1一 回の通知/問 い合 わせ ファイル数 の最大値

110フ ・イル可能か?

第V章 セキ ュ リテ ィ

セキ ュリテ ィ管理

1

2

3

1

2

3

4

●
1

8.

1

2

3

4

9.

●
1

10.

1

2

3

4

5

DIDR

起動側識別 m皿 第W章3参 照

応答側識別 mm 第W章3参 照

起動者の認証 mo 第W章8参 照

ア クセス制御 mo 第W章9参 照

セ キ ュ リテ ィロ グ

DIDR

セ キ ュ リテ ィ ログ 00

第Vl章 障害処理

障害処理詳細

DIDR

フ ァイル成立管理 mm

障害処理 mm

再送 mm 10.1参 照

ビジー通知 0一

障害状態通知 00

F手 順実装適合性記述(縮 小プロフィル)

-11-
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10.1再 送詳 細

10.1.1シ ングル フ ァイル 転 送

1

DIDR

ファイルの最初か ら再送 mm

10.1.2マ ル チ フ ァ イ ル 転 送

1

DIDR

中断 ファイルの最初か ら再送 om

11.エ ラ一-SS別 子 詳 細 コー ド

11.1詳 細 コー ド通 知機 能

1

DIDR

詳細 コー ド通知機能 m皿

11.2詳 細 コー ドの 生成

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

-

り
乙

9
0

1

1

1

DIDR

応答側識別子異常 FPDCOOOO 00

相手先情報未定義 FPDCOOO1 00

接続許可時間外 FPDCOOO2 00

転送許可時間外 FPDCOOO3 00

二重交換エ ラー FPDCOOO4 mm

ファイル情報未定義 FPDCOOO5 00

ファイル情報使用中 FPDCOOO6 00

ゼ ロ件データ転送 FPDCOOO7 00

転送 キャンセル FPDCOOO8 00

歴 籍 蝉7・ イル読
FPDCOOO9 00

代表名 ファイルな し FPDCOO10 00

代表名読出し対象外 FPDCOO11 00

そ の他 のエ ラー FPDCO999 mm

11.3メ ッ セ ー ジ

1

DIDR

英 文 メ ッセ ー ジ 00

第V‖章FTAMの 使 用法

12.FTAMプ ロフ ィル

INTAP実 装規 約AP.111のV2準 拠 か 、経 過 措 置(V1)準 拠 か を記 入 す る。

・[二二二二二二二]
F手 順実装適合性記述(縮 小 プロフィル)
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第Wll章FTAMに 関する要件

D欄 基本標準 中で定義 された適合要件であ り、以下の記号で表示 され る。

m必 須

oオ プ シ ョナル

P欄F手 順(縮 小プロフィル)で の適合要件

1.起 動側/応 答側能 力

1
⊥

り
ム

プ ロ トコル要素/パ ラメタ DP

送信側 om

受信側 om

2.フ ァイル動 作

-

り
ム

プロ トコル要素/パ ラメタ DP

読出し om

置換 om

3.実 装情報

1

プロ トコル要素/パ ラメタ DP

実装情報 om

4.属 性 グル ー プ

1

プロ トコル要素/パ ラメタ DP

機密保護 om

5.ド キ ュ メ ン ト型

l

l
ー

ト
ー

l

l

ー
ト

ー
1

-

l
L

'
1
⊥

1

2

3

q
仏

プロ トコル要素/パ ラメタ DP

FTAM-3

1NTAP-1

JOUG-1

mm

OO

OO

付録C参 照

付録A参 照

付録B参 照

レコ ー ドフ ァイ ルの 最 大 レ コー ド長

1132767オ クテ ・ ト

6.仮 想 フ ァイ ル名 長

11i・ オ クテ ・ ト

7.オ ブ ジェク ト識別子 の長 さの最大値

1132オ クテ ・ ト

F手 順実装適合性 記述(縮 小 プロフィル)
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8.起 動者パスワー ド長の最大値

1[i〔亘=二==二====二 二二======二]

9.フ ァイ ル ア クセ スパ ス ワー ド長 の最 大値

118オ クテ ・ ト

5

F手 順実装適合性記述(縮 小 プロフィル)
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一
付録A.INT'AP-1実 装 ⊇ 己述

A.1ド キ ュ メ ン ト型

1

A.2抽 象 構 文

1

A.3転 送構 文

1

2

A.4最 大 レコー ド長 パ ラ メ タ

1

2

A.5レ コー ド特性 パ ラ メ タ

1

2

3

エ ン トリ番号 INTAP-1 DI/R

オ ブ ジェク ト記述子
オ ブ ジェク ト識別子

"INTAP
recordfile"

{isomember-body392ftam(10)
document-type(2)INTAP-record-file(1)}

0

オ ブジェク ト記述子 オ ブジェク ト識別子 DI/R

INTAPabstract
syntaxAS1

{isomember-body392ftam(10)
abstract-syntax(3)intap-asl(1)}

m

オ ブジェク ト記述子 オ ブジェク ト識別子 DI/R

BasicEncodingof
asingleASN.1
type

{joint-iso-ccittasnl(1)
basic-encoding(1)}

m

INTAPtransfer

syntaxTS1
{isomember-body392ftam(10)

transfer-syntax(4)intap-tsl(1)}
0

DI/R サ ポー トす る最大 レコー ド長の値

最 大 レコ ー ド長 パ ラ メタ のサ ポ ー ト
一

長 さに制限が付か ないレコ斗のサポート 一 適用外

外

DI/R サ ポー トす る最大 レコー ド長の値

レコ ー ド特 性 パ ラ メ タのサ ポー ト 一

可 変 長 レコー ドの サ ポ ー ト
一

固 定 長 レコー ドの サ ポ ー ト 一

INTAP-1実 装適合性記述

一15一



付 録B.JOUG-1実 装適 合 性 記述

B.1ド キ ュメ ン ト型

1

エ ン トリ番号 JOUG-1 DI/R

オブジェク ト記述子
オブジェク ト識別子

"JOUG
recordfile"

{isomember-body392ftam(10)
document-type(2)joug-record-file(6)}

0

B.2抽 象構 文

1

オ ブジェク ト記述子 オ ブジェク ト識別子 DI/R

INTAPabstract
syntaxAS1

{isomember-body392ftam(10)
abstract-syntax(3)intap-asl(1)}

m

B.3転 送 構 文

1

2

オ ブジェク ト記述子 オブ ジェク ト識別子 DI/R

BasicEncodingof
asingleASN.1
type

{joint-iso-ccittasnl(1)
basic-encoding(1)}

m

INTAPtransfer

syntaxTS1
{isomember-body392ftam(10)

transfer-syntax(4)intap-ts1(1)}
0

B.4レ コー ド長パ ラ メタ と レコ ー ド特 性 パ ラ メ タの組 み 合 せ

1

2

3

4

5

DI/R サ ポー トす る最大 レコー ド長 の値

最 大 レコー ド長 パ ラ メ タの サ ポ ー ト

及 び可変 長 レコー ドのサ ポー ト

m

最 大 レコー ド長パ ラ メ タの サ ポ ー ト
及 び固定長 レコー ドの サ ポー ト

m

最大 レコー ド長パ ラ メ タの サ ポ ー ト

及 び レコー ド特 性 パラメタの 非サ牛 ト

m

最大 レコー ド長 パ ラ メ タの非 サ ポー
ト及 び レコ ー ド特 性パラメタの非 サポート

0 適用外

最大 レコー ド長パ ラメタ非のサ ポー
ト及 び可変長 レコー ドのサポー ト

0 適用外

B.5内 部 属 性パ ラメ タ

1

1.1内 部属性パ ラメタの全体 の長 さの最大値

DI/R

内部属性パ ラメタのサポー ト m

1[一
1.2内 部属性パ ラメタの個数 の最大値

![〔======二 二二二二=二二二ニコ

JOUG-1実 装適合性記述
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付 録C.FTAM-3

C.1ド キ ュ メ ン ト型

1

実装適合性記述

エ ン トリ番号 FTAM-3 DI/R

オ ブジェク ト記述子
オ ブジェク ト識別子

"ISOFTAM
unstructuredbinary"

{isostandard8571document-type(5)
unstructured-binary(3)}

0

C.2抽 象 構 文

1

オ ブジェク ト記述 子 オ ブジェク ト識別子 DI/R

FTAMunstructured
binaryabstract
syntax

{isostandard8571abstract-syntax(2)
unstructured-binary(4)}

0

C.3転 送構文

1

オ ブ ジェク ト記述子 オ ブジェク ト識別子 DI/R

BasicEncodingof
asingleASN.1
type

{joint-iso-ccittasnl(1)
basic-encoding(1)}

0

C.4ス トリング長パ ラ メタ及 びス トリング特性パ ラメタの組合せ

1

9
臼

3

4

5

DI/R サポー トす る最大 レコー ド長の値

最 大 ストリング長 パラメタ及 び可変 長 ストリング 0

最 大 ス}リング 長 パラメタ及 び固定 長 ストリング 0

最 大 ス}リング 長 パラメタ及 び意 味 無 ストリング 0

鞠 トリング長パラメタ酬 ト及び意撫
0 、

繍 トリング長パラメタ未断 及び可変長
0

FTAM-3実 装適合性記述
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1.本 書 の 目的

本イ ンプ リメ ンテー ションガイ ドは、 システム開発者が 「F手 順」を コンピュータ システ

ム上 にイ ンプ リメ ン トす る場合 に、留意すべ き点 についてま とめた ものである。

本書を利用す るにあたって・読者 は少な くともFTAM及 びF手 順につ いての概要 レベル

の知識を既に備 えて いることが必要で ある。 また、 「ファイル転送仕様 」、rFTPア クセ

スイ ンタ フェース仕様」等の 「ファイル転送用(F手 順)仕 様書」の他 の仕様 に も目を通 し

ていることが望 ま しい。

F手 順 は、多種多様 なコ ンピュータ システムに実装 され ることを前提 と している。そのた

めに、実装す る機能 の範囲 も 「標準」 と 「縮小」の2つ の プロフィルを設け、PC/WSか

らホス トコ ンピュータまで、広 く普及す ることを可能 と してい る。(「 縮小 プロフィル」の

実装 にっいては、小型機の様に 「標準 プロフィル」の実装が困難 な場合 の経過措置 と して設

けた ものであ る。従 って、出来 る限 り 「標 準 プロフィル」に移行で きるよ う実装 してお くこ

とが望ま しい。)

また、 「標準」 と 「縮小」の2っ の プロフィルのそれぞれにっ いて、F手1順 と して提供 す

る機能項 目には、 「必須」項 目と 「選択可 能」項 目の2っ の実装方法が ある。 その結果 と し

て、ベ ンダが提供す るF手 順(パ ッケージ)製 品の実 装す る機能範囲は多岐 に渡 ると考 え ら

れる。そ こで、本書 は、個 々のF手 順提供 項 目の実装上 の留意点のみな らず、異な るF手 順

製品を相互 に利用す る場合に、 その両 システム間の相互運用性を確保す るため に実装上考慮

すべ き点にっ いて もまとめている。
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2.F手 順の論理構造 と仕様規定範囲

2. 1F手 順 の論理構造 とプロセス定義

F手 順 はFTAM、FTP及 びUAPな どのプロセ スとFAI及 びUPIな どの プロ

セス間イ ンタフェースか ら構成 されて いる。図2-1に その論理構造 と、その中のF手

順の規定範囲(破 線部)を 示す。

HI

UAP

FAI 転送制御情報

FTAHア クセスインタフェース

FTAM/OSI

図2-1F手 順論理構造

【F手 順 プロセス/イ ンタ フェースの定義 】

(1)FTAM

OSI/FTAMに 準拠 したプロ トコル処理 を実現す るプロセスである。

(2)FTP(フ ァイル転送 システム)

次の三種類の機能を実現す るプ ロセ スであ る。

①FTAMの 複 雑なプ リミテ ィヴイ ンタフ ェースを隠蔽 し、UAPに シ ンプルなイ

ンタフェースを提供す る機能

② 「マルチ ファイル転送」や 「ゼ ロ件 データ転送 」な ど相手 システムとの協働動作 に
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より実現す るEDIの 「情報伝達規約」 に準拠 した機能

③ ②項 に付随す るローカル な機能(「 転送状態問い合 わせ」など)

(注)い かな るrF手 順パ ッケー ジ製品」 も、最低限 この プロセ スを実現 している。

(3)FAI(FTPア クセ スイ ンタフェース)

UAPがFTPの 機能を利用す る場合に使 う、標準化 されたイ ンタフェースであ る。

(注)本 イ ンタフェースは、FAIと して必要 な機能のみ を規定す るもので あり、実現

方法の詳細 まで は規定 していない。(ベ ンダ独 自仕様の扱 い)

(4)F手 順固有 プロセス(FTPに 属 さないF手 順 のサブ システム)

次の二種類の機能を実現す るプロセスを位置づ ける。

① トランス レータの起動 に必要な 「送信時の 自動取上 げ」や 「受信時の ジ ョブ起

動」な ど、F手 順のサ ポー ト機能 として規定 されて いるローカルなプロセスであ る。

② サイクル管理 を用 いた同種 ファイルの シーケ ンスチ ェックやサイ クルIDの カウ

ン トなど、相手 システムの業務処理 と連携 した 「運用 プ ロ トコル」を実現す るプ ロ

セス

(5)UAP(ユ ーザアプ リケー ションプ ロセス)

UAPは 、ユーザ固有 プ ロセスとF手 順固有 プロセス(FTPに 属 さないF手 順のサ

ブシステム)か らな る。

(6)ヒ ューマ ンプ ロセス

エ ン ドユ ーザによる端末操作や、 システム運用者 によ るコ ンソールオペ レー ションな

ど、EDIシ ステムを利用 し、運用するための人間のオペ レーシ ョン動作 を定義す る。

(7)HI(ヒ ューマ ンイ ンタフェース)

UAPと ヒューマ ンプロセス とのイ ンタフェースで ある。

(8)UPI(ユ ーザ プログラムイ ンタフェース)

F手 順製品が提供す るユーザ イ ンタフェースは、図2・1に示す よ うに、製品のサポー

ト範囲 によ り、HIレ ベル(上 限)とFTPを ドライ ブす るFAIレ ベル(下 限)の

間にUAP開 発者に提供す るプログラム レベルのイ ンタ フェースが ある。 これをユー

ザプログラムイ ンタ フェース(UPI)と いう。

(9)ユ ーザ固有 プロセ ス

上記rF手 順固有 プロセス」に属 さないが、次の三種類の機能を実現す るプロセス

である。

①F手 順 プ ロセス以外 の 「業務運用規約」 に対応 した機 能を実現す るために必要 な

ローカル プロセス(EDI統 括 プロセスや環境設定 プロセ スなど)

②UPIで は提供 されて いない機能なので、 直接FTPを 利用す ることによ り、相

手 システムとの協働動作 を行 っているプロセス(相 手FTP接 続診断プロセスな ど

③ 「トラ ンス レションプ ロセス」など 「情報表現規約 」に位置づけ られているプロ

セス

(10)転送制御情報

ファイル転送 を行 う接続相手先の管理、送受信 ファイルの管理、及 び転送状況を管理

す るための制御情報などを格納 したデータ領域であ る。FTP及 びF手 順固有 プロセス

で利用 される。
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2.2F手 順の機能構成 と仕様規定範囲

F手 順では、EDI環 境の実現のために必要 な機能項 目がベ ンダ製品 として提供 され る

ことが期待されている。 しか し、 この全 ての機能 につ いて詳細 なrF手 順仕様」を規定 し

てい る訳ではない。F手 順 は、既存手順 と同様に、異機種 間接続 に必要 な 「フ ァイル転送

プロ トコル」にっいて詳細 な仕様を規定 しているが、各機能 の ローカルな処理方式 につ い

て はベ ンダ独 自仕様 と している。 また、UAPが 「ファイル転送機能」を利用す るための

イ ンタフェースに関す る機能仕様(FAI)を 新たに規定 してい る。

2.1節 で定義 したF手 順 の各 プロセ スとF手 川頁機能項 目との関係 を整理す ると、4つ

の機能 グループ(ク ラス1～ クラス4:Cn)に 分 けることがで きる。

以下 に、各 クラスの プロセス概要 とF手 順仕様規定 との関係 にっ いて述べ る。

(注)下 線を引いた項 目は標準 プロフィルのサポー ト必須項 目を示す。

(1)転 送管理項 目C1項 目

ファイル送受信基本機能を始め とす るFTP間 の連携 を伴 うプロセ ス項 目であ る。

FTP間 の通信プ ロ トコルの詳細 は 「F手 順 フ ァイル転送仕様」 に規定 されて いる。

①ファイル送受信基本機能

④再送

⑦転送許可時間

⑩起動者の認証

⑬障害処理

② マル チファイル転送

⑤ データ転送強制中断

⑪ ア クセス制御

⑭代表名 によるファイル読 出 し

③ ゼ ロ件 データ転送

⑥ 二重交換防止チェック

⑧送 ・受信ファイル状況確認 ⑨起動側 ・応答側識別

⑫ ファイル成立管理

(2)ロ ー カル連 携 項 目… 一一…C2項 目

UAP内rF手 順 固 有 プ ロセ ス」 とFTPと の ロー カ ル連 携 プ ロセ ス項 目で あ る。

FTPとUAP間 の イ ンタ フ ェー ス は、 「FTPア クセ スイ ンタ フ ェー ス」 に規 定 され

て い る。

①転送状態問い合わせ

(3)連 携業務項 目C3項 目

サイクル管理の利用 など、両 システムの 「F手 順固有 プロセス」間の連携 プロセスで

あ る。

rF手 順固有 プロセス」間 プロ トコルはユーザ間の取 り決 めによる。

①サイクル管理 ②強制二重交換処置(転 送制御情報の リセッ ト)

(4)ロ ーカル処理項 目 …一…C4項 目

rF手 順固有 プロセ ス」内の他 のF手 順 プロセ スと直接的な連携 を必要 と しない ロー

カルプロセス項 目であ り、ベ ンダあ るいはユ ーザの独 自仕様であ る。

①処理履歴管理

④端末か らの制御

⑦セキュ リティログ

②送信時の自動取 り上げ ③受信時のジョブ起動

⑤障害状態問い合わせ ⑥プライオリティ制御

⑧転送終了時のファイル処理連動
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F手 順 の各 プロセ スとF手 順の機能 クラス(C1～C4)の 関係 を図2-2に 示す。

UAP

1ユ ーザ固有 プ・セ ス1

【C4】

F手 順 固有 プロセス

C3

UAP

1ユ ーザ固有 プ・セス1

【C4】

F手 順 固有 アロセス

C2 FAI

FTP

C1

FAI

FrAMア クセスインタフェース ー

C2

FTP

FTAMア クセスインタフェース ー

FTAM/OSI FTAM/OSI

1
OSIプ ロ トコル

1

図2-2F手 順の機能 クラス

FTPア クセスイ ンタフェース(FAI)の 機能項 目と標準 プロフィル及 び縮小 プロフィ

ルのサ ポー ト範囲を表2-1に 示す。

表2-1FAIの 機能項 目とサポー ト範囲

区 分 機能項 目 関 連 クラス 標 準 プロフィル 縮小 プロフィル

擬槻鯵 相手先情報アクセス C2 ◎ ◎

ファイル情報ア クセス C2 ◎ ◎

転送要求情報アクセス C2 ◎ ◎

要 求発 行インタフェース 転送開始要求(登 録方式) C1,C2 ◎ ◎

転送開始要求(直 接方式) C1,C2 ◎ ◎

転送キャンセル要求 C1,C2 ◎ ◎

ファイル状況問い合わせ C1,C2 ◎ ○(*)

ファイル状況通知 C1,C2 ◎ ○(*)

転送状態問い合わせ C2 ◎ ○

結果 取 得 インタフェース 結果取得 C2 ◎ ◎

状 態 セットインタフェース 転送状態セ ッ ト C2 ◎ ○

(凡 例)◎:必 須,○:オ プ シ ョ ン(*):原 則 サ ポ ー ト
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3.F手 順イ ンプ リメ ン トの考え方'r

F手 順の論理構造 は、前項 に述べた とお りで あるが、実際に これ らをイ ンプ リメン トす

る際 に、論理構造 をその ままイ ンプ リメ ン トす る必要はない。すなわち、F手 順 と して規

定 された仕様に忠実 に合わせなければ な らない部分 と、あ る程度 自由なイ ンプ リメ ン トが

可能 な部分があ るとい うことである。

F手 順の規定範 囲である大枠 の論理構造 は、FTP、F手 順固有 プロセス及 びユーザ固

有プロセスの3っ の構造 に分 類 され るが、論理構造がそのまま製品の構造を規定 してい る

わけで はない。製 品の提供形 態に依 っては一体 とな って実装 、提供 され る場合 もある。

す なわち、製品提供形態によ って は、UAPの 提供形態 はもちろんの こと、F'AI提 供

の有無 について も製品によって異 なる可能性が ある。

以下 に、F手 順のサポー ト機能 とユ ーザ イ ンタフェー スの関係を整理 し、 イ ンプ リメ ン

トの違 いを踏 まえた上でEDIシ ステム間の 「相互接続性」、及 び 「相互運用性」の確保

を どの様 に行 うか にっいて記述する。

3. 1F手 順 のサポー ト機能 とユーザ イ ンタフ ェース

(1)全 ての機能を1っ のパ ッケー ジ製品 と して提供 す る場合

F手 順準拠製品を1っ のパ ッケー ジとして提供す る場合には、FTPとUAPは 一つ

の ソフ トウェアパ ッケー ジと して提供 され るため、ユ ーザイ ンタフ ェース及 び提供す る

機能範囲はイ ンプ リメ ン トす るベ ンダに任 される。従 って、利用者 は、製 品が一つのパ

ッケージとして提供 され るのでFTP、F手 順固有 プロセ ス及 びユーザ固有 プ ロセスと

言 う論理的構造を意識す ることな く利用 す ることがで きる。(例 えば、各種 転送制御情

報の登録、削除、更新等 を実行す る環境 設定 ツール等 は、会話型で設定で きるものを用

意 した り、或 いは、パラメータフ ァイル形式で設定す るなどい くっかの方法があ る。)

また、製品によっては ファイル フ ォーマ ッ ト変換(ト ラ ンス レータ等)ま でを含み、

パ ッケージと して提供す ること もあ り得 る。

汎用機での適用例を図3-1〔 適用例1〕 に示す。

(2)'ユーザプログラムイ ンタフェース(UPI)を 提供す る場合

ユーザの業務 プログラムの中にF手 順の業務を組み込む場合 などには、F手 順を簡単

に利用で きるための プログラムイ ンタフェースがあ った方が良 い。ユーザがF手 順の細

か い制御な どを意識 しないで、簡単 な送受信のみのイ ンタフェースでF手 順 を利用で き

ることを目的 と しているイ ンタフ ェースがUPIで あ る。

UPIを 提供す る場合には、 トラ ンス レータ、F手 順の運用管理、セキ ュ リテ ィ管理

(ロ グ情報の取得)、 及び障害管理等の機能 を支援す るプログラムを、FTPと は別 に

ユーザアプ リケー ションプログラム として用意す る ことにな る。

但 し、 これ らの機能を実現す る方法 につ いてはそれぞれの機種、OSに 依存す る部分が

あるため ローカルマ ターで あり仕 様書では規定 していない。

汎用機での適用例を図3-1〔 適用例2〕 に示す。

(3)FTPア クセ スイ ンタフェース(FAI)を 提供す る場合

FAIイ ンタ フェースを使用 して プログラムを作成す る場合 に考 え られ るの は、例え

ば、FTPま でをベ ンダが提供 し、 その上位の部分を他 のサー ドパーテ ィが、F手 順パ

ッケー ジ製品を提供す る場合 などが考え られ る。 この場合は、本仕様書に沿 って、各べ
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ンダが、FAIを イ ンプ リメ ン トす ることによ りサー ドパ ーティは比較的簡単に、F手

順製品を他の機器 に も移植できる結果 、F手 順のサポー ト環境の範囲 も広が る。 このよ

うなサー ドパ ーティだけでな く、 もちろん、ユーザ 自身 もFAIを 使用 してプログラム

を作成す るこ とがで きる。 この場合 は、転送制御情報への各種情報の環境設定 ツール、

情報の管理、 ファイル フォーマ ッ ト変換 など も全てUAP側 で制御す る必要があ る。

FAIに つ いては個 々の機能の実装 は必須で あるが、具体的 な表現方法(機 能の くく

り方、各パ ラメタ名、長 さなど)に っいては規定 してお らず ローカルマ ターである。

汎用機で の適用例を図3-1〔 適用例3〕 に示す。

ヒューマンプロセス ヒューマンアロセス ヒューマンプロセス

HI

E田管理等

一,一

F手 順 固有

プロセス

・ 一 「,

FTP

〔 一 一 「 一

FTAM

HI

ユーザ作 成プログラム

EDI管 理等

'一'

一 ー 一

F手 順固有

アロセス

UPI

r-,⇒ ・

F手 順固有

プロセス

FTP

FTAM

HI

■ ■ 一 ≡

サードパーティ作 成 プログラム

EDI管 理 等

=一 一

F手 順固有

プロセス

FAI

FTP

臼
〔 適用例1〕 〔 適用例2〕 〔 適用例3〕

図3-1汎 用機等での適用例

(備考)図3-1の 網掛 け領域 はF手 順パ ッケー ジ製品の適用範囲を示す。
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(4)パ ソコンへの イ ンプ リメ ン ト方法

パ ソコ ンな どのMS-DOSを ベ ース とす るシステムにおけるF手 順の イ ンプ リメ ン

トの範囲 は考え方 として、汎用機の場合 と変 わ らないが 、メモ リの制約及 びシングルタ

スク上での走行などの条件を考 慮 し、適用 しなければな らない。

パ ソコ ンでの適用例 を図3-2に 示す。

HI

MS-DOS

ユーザ作成 プログラム

UPI

F手 順固有 プ ロセス

(FAI)

FTP

FTAM

5

通信ボー ド等

図3-2パ ソコ ンでの適用例

(備 考)MS-DOSは 米国マ イクロソフ ト社の登録 商標 です。

網掛 け領域 はF手 順パ ッケー ジ製 品の適用範囲の例を示す。

MS-DOS環 境 の 「メモ リの制約」及 び 「シングルタス ク」の制約 に対す る対処

方法の具体例を以下 に示す。

① メモ リ不足への対処方法(メ モ リ空 間の共用)

・フ ァイル転送 と トラ ンス レー ションの分離
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大型機(メ イ ンフレームなど)で はF手 順 によ るファイルの転送 と、 フ ォーマ

ッ トの交換(ト ランス レーシ ョン)を 同時並行的 に実現(即 時変換方式)す る方

法 も可能であ るが、 これ らの処理 プログラム(複 数)を 同時にメモ リにロー ドす

る余裕がない小型機 の製品(PCな どの縮小 プロフ ァイルサポー ト製品)で は、

例えば フ ァイル転送 と トラ ンス レーションを独立 ジ ョブと して、非同期 に実行す

る方式を採用 す ることによ り、 この2つ の処理 プログラムのメモ リ格納領域を共

用す る ことが考え られる。

・C1～C4プ ロセスの分離

F手 順 プロセ スの中で も相手 システム とのオ ンライ ンによる連携が必要なC1

及 びC3項 目の プロセスと、 ローカルなプロセ スであ るC2及 びC4項 目を実行

す るプログラム ジ ョブを互 いに独立 した ジョブと して非同期に実行す ることによ

り、 これ らのプ ログラムの展開領域を共用す ることが考 え られる。 しか し、 この

場合、例えばC1プ ロセ スとC2プ ロセス間の持回 り情 報(転 送制御情報な ど)

は、 「二次記 憶領域」(ハ ー ドディス クなど)に 格納 す る必要がある。

② シングルタスクへの対処方 法

・端末機能の特 化

シ ングルタス クの制約か ら、 ファイルの送信 中に受信 を並行 してお こな う処理

(あ るいは、その逆)は 実現が難 しいので、 「ファイル送信専用機」 と 「ファイ

ル受信専用機 」の二つの形態 に機能を特化す る方式が運用上考え られ る。 この方

式 は、 メモ リ削減効果 も期待出来 る。

・データ通信方式 の採用

「シ ングル タス ク端末」では、機能上 も、随時に発生す る相手 システムか らの

応答要 求に対応す ることが難 しい。 もし、運用上可能 な らば、従来のデータ通信

方式(端 末起呼ベ ースのホ ス ト/端 末方式)を 採用 し、 当該端末を 「発信専用端

末」 と して 「起動機能」のみを実装す る。 この方式で は、FTAMの 「応答機

能」を削除す る ことがで き、メモ リ削減効果 も期待 出来 る。

一9一



3.2異 機種製 品間の相互接続 ・運 用性の確保

F手 順製品を イ ンプ リメ ン トしてい るシステムを相互 に接続 し、EDI環 境を構築す る'

場合、 もし相互のイ ンプ リメ ン ト機能 の範囲 に違 いが ある と、結果的にF手 順のサー ビス

範 囲に違いが生 じる。 しか し、 どのよ うな接続形態において も、両 システム間の 「相互 接

続性」及び 「相互運用性」を確保す る必要があ る。

相互接続性を確保する場合の考 え方 を図3-3の 例 によ り示す。すなわち、 まず共通転

送 システムであ るFTPの 位置付 けを明確 に し、両 システム間の 「相互接続性」を確保 し

た上で、サポー トすべ き機能(=標 準提供機 能)を 決定す る。次に、EDIと しての 「相

互運用性 」を確立す るため、両者のベ ンダが提供 しているF手 順パ ッケージの機能を比較

し、不足 してい る機能 を洗 い出す。例 えば、図の 「サイクル管理」機能のサ ポー ト方法 を

比較す ると、 システムAで はベ ンダ提供のrF手 順パ ッケ ージ」に この機能が含 まれてい

るが、 システムBの ベ ンダ提供 のFTPに は、 この機能がない。従 って、 「サ イクル管理

機能」の相互運用性 を確保す るには、 システムBの ユ ーザ 自身(あ るいは、ユ ーザニーズ

に もとず きベ ンダサイ ド)で 「サ イクル管理 」プ ログラムを作成す る ことが必要 とな る。

システムA システムB

1ト ランスレ端 ケーコ

F手 順 パッケージ

サイ擁管理

● ● ● ● ●

回
⊂

トランスレータパ・ケージ1

ユーザ作 成 プログラム

サイクル管理

● ● ● ■ ■

FAI

F手 順 パッケージ

口
回

通 信 回 線

図3-3異 なるF手 順製品間の相互運用性 の確保

(注)「 応答側機能」 と 「送信 ・受信 ファイル状況確認」機能 のサ ポー ト

特 に、F手 順縮小 プロフィルの 「応答側機能」 と 「送受信 ファイル状 況確認」機能 にっ

いて追加す る必要があ る場合 は、ベ ンダサ イ ドで機能 を実現す ることを原則 とす る。
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4.実 装機能の選択

4. 1標 準機能 とオプ ション機能の選択

F手 順では、実現すべ き機能 を標準機能 とオ プシ ョン機能に分類 してい る。特 に、標準

プロフィルにっいては、 システム相互の接続に直接関係 してい る機能を 「標準的機能」 と

し、 システム相互の接続 には直接関係 しないローカルな機能 を、主に 「オプ ション機能」

と して位置づ けイ ンプ リメ ン トの選択 を可能 と して いる。 表4-1に 標準 プロフィル の

「標準機能」項 目と 「オプ ション機能」項 目の一覧 を示す。

F手 順(標 準 プロフィル)準 拠 の製品 は、最低 限(UAPを 含んで)「 標準機能」項 目

を実装 しなければな らない。 また、 オプ ション機能 にっ いて は、製品が対象 と して いる業

務に必要 な ものか ら実装す ることとなるが、特 に、運用管理機能 の中の 「ジ ョブ起動関係 」

と 「障害管理機能」 は、F手1順 の動作環境を構築す るために、最初か ら実装す る必要 があ

るといえ る。

B

表4-1機 能 一 覧(標 準 プ ロ フ ァイ ル の場 合)

項 目1鮮 機能1オ プシ・端 能

FTAM基 本機能 ・起動側/応 答側機能 ・デ ー タ圧 縮

転送管理機能 ・フ ァイル 転送 基 本 機 能

・マ ル チ フ ァイル 転 送

・代 表 名 に よ る フ ァイ ル読 出 し

・ゼ ロ件 デ ー タ転送

・デ ー タ転 送 の 強制 中断

運用管理機能 ・サイ クル管理

・二重交換防止

・転送許可時間

・送信 ・受信 ファイル状況確認

・転送状態問い合せ

・送信時の自動取上 げ

・受信時の ジョブ起動

・転送終了後の ファイル処理

連動

・端末か らの制御

・プライオ リテ ィ制御

・処理履歴管理

セ キ ュ リテ ィ機 能 ・起 動 側 識別

・応 答 側識 別

・起 動 者 の認 証

・ア クセ ス制御

・セ キ ュ リ テ ィ ロ グ

障害管理機能 ・フ ァイル 成立 管 理

・障害 処 理

・再 送 処 理

・障害状態問い合せ
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4.2標 準 プ ロフィルと縮小プ ロフ ィルの選択

F手 順で は、実現すべ き機能 の中に標 準プ ロフィル と縮小 プ ロフィルを設けている。

縮小 プロフィルは、F手 順制定 時点で一 部の小規模な計算機(パ ソコンなど)に おいて標

準 プロフィルを実装す ることが困難 な場 合を想定 して、数年 間の経過措置的 と して設けた

プロフィルで ある。従 って、F手 順制 定の本来 の主 旨か らは標準 プロフィルを実装すべ き

で ある。

そ こで、種 々の事情か ら縮小 プロフィルを実装す ることとな った場合 で も、で きる限 り

標準 プロフィルに沿 った機能 とす ると共 に、早 い時期 に標準 プロフィルに準拠 した機能 と

なるよ うにバー ジョンア ップ しなければ な らない。図4-1に 縮小 プロフィルでオプシ ョ

ン扱 い とな っている機能の実装優先順 位 ガイ ドを示す。

将来実装機能

早期実装機能

準必須機能

一 必須機能 ・応 答 側 機 能(*) ・マル チ フ ァイ ル転 送

・起動側機能 ・送 信/受 信 フ ァイル ・代 表 名 に よ る

・フ ァイ ル送 受信 機 能 状況確認(*) フ ァイル 読 出 し

・二重交換防止 ・ゼ ロ件 デ ー タ転送 ・データ転送の強制中断

・起動側識別 ・処理履歴管理 ・サ イ クル 管 理

・応答側識別 ・送信 時の 自動取上 げ ・転送状態問 い合せ

・フ ァイ ル成 立管 理 ・受 信 時の ジ ョブ起 動 ・起動者 の認証

・障害 処 理 ・転送終了後の ・ア クセ ス制 御

・再 送 ファイル処理連動 ・セ キ ュ リテ ィ ロ グ

・障 害状態問 い合せ

・デ ー タ圧縮

・転 送 許 可 時 間

・端 末 か らの 制 御

・プ ラ イ オ リテ ィ制御

(*)原 則 サ ポ ー ト(明 確 な ユ ーザ ニ ーズ が 発 生 す る まで オ プ シ ョン扱 い とす る。)

図4-1縮 小 プ ロ フ ィ ル での 実 装 優先 順 位

4.3必 須 パ ラ メ タ とオ プ シ ョンパ ラ メ タの選 択

F手 順 で は「実 装要 求 仕 様 」にお い て 、 実装 を必 須 と した機 能 とオ プ シ ョ ンと した機 能 が

あ り、 そ の扱 い は標 準 プ ロフ ィル と縮 小 プ ロ フ ィル で 異 な って い る。

縮 小 プ ロ フィ ルの オ プ シ ョ ンパ ラ メ タ につ い て は、 「4.2項 」 で 述 べ た よ うに、 で き

る限 り標準 プ ロフ ィル に合 わ せ て実 装 す べ きで あ る。

一 方 、標 準 プ ロ フ ィル にお いて は 、UAPで 実 現 す る機 能 に な る と予想 され る もの 、 ま

た は、 実装 方 法 によ って は、 他 の機 能 で 代替 で きる と予想 され る もの を オ プ シ ョ ンパ ラ メ

タ と して扱 って い る。 従 って 、全 て の 機 能 を実 装 す る こ とは技 術 的 に無 理 な ケ ー ス も有 る

の で 、UAPを 含 め た範 囲 の製 品全 体 計 画 の 中で 、必 要 な機 能 を 選択 す る必 要 が あ る。
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5.イ ンプ リメ ン トの 参考 例

この章で は、F手 順の機能の うちサイ クル管理 とジョブ連動 を実装す る際の参考例を述べ

る。

5.1サ イクル管理

サイ クル管理 は、同一 フ ァイルIDの 複数 フ ァイルをサイ クルIDに よ り区別す る機能 で

あ るが、製 品の実 装範囲 によ り、サイ クルIDの 採番を実装す る必要が あ る。

図5-1の ように、FAIを 主体 と して製品化す る場合 は、 その製 品の中でサイ クルID

の採番 を行 な う必要 はない。すなわ ち、サ イ クルIDの 管理 はユーザ作成UAPの イ ンプ リ

メ ン トマター とな る。

UAP

UPI

FAI

Frp

FTAM

サイクルID採 番

}:・::;

i・・:・:l

l''"

図5-1.FAIを 主 体 と したパ ッケー ジ例(網 かけ部が実装範 囲)

これに対 し、図5-2の よ うにUPIを 主体 として製品化す る場合 は、サイ クルIDの 採

番機能 を、その製品 で提供す ることが望 ま しい。 この場合、サ イ クルIDの 採番 は通常、昇

順 とす る。 これ は 「代 表名 によ る読 出 し」で は昇順連番が前提 とな るためで ある。(た だ し、

事前 の取 り決め などによ り、必ず昇順で ある とは限 らないので注意が必 要で ある。)

また、サイ クルIDの リセ ッ トは、基本的 にユーザが行 うよ うに実装 す る。 ただ し、最大

値 の"9999"に 達 した場合 には、警告 を出 してユーザ に リセ ッ トを促 す方法 と、製品の 中で

自動 的 に"OOOI"に 戻す方法が あ る。 もし、製品の中で 自動 リセ ッ トを行 な うな らば、 どの

よ うな場合 に リセ ッ トされ るのか 、ユーザに分か るよ うに明記 す ることが必要 である。

図5-2.UPIを 主体 と したパ ッケ ージ例(網 か け部が実装範 囲)
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5.2ジ ョブ連動

ジ ョブ連動 は、 フ ァイルの送受信 とジ ョブの実行 を連動 させ ることによ り、迅速 な ジ ョブ

処理 を可能 とす る機能で ある。F手 順 で はオ プ ションではあ るが、以下の三 つの機能 を ジ ョ

ブ連動 の機能 として提供す る。 これ らの機能 は、UAPのF手jl1頁 プロセ スに実装す ることが

望 ま しい。

① 送信時 の自動取上 げ

② 受信時の ジョブ起動

③ 転送終了後の フ ァイル処理連動

パ ッケー ジでの実装 につ いて は、各パ ッケ ージの稼働 環境(オ ペ レーテ ィングシステムな

ど)に 依存す る。例えば、 メイ ンフ レームの多重仮想 記憶 システ ムで は、 図5-3の よ うに

フ ァイル受信時/転 送終了時 に自動的 に ジ ョブを起動 す ることがで きる。

UAP

UPI

FAI

FTP/

FTAM

結 果 取 得 ・…(*1)

起 動 条 件 チェヲク・・(*2)

ジョブ 起 動 … ・(*3)

ル一『

(*1):「 結 果 取 得 イ ンタ フ ェ ー ス 」 で イベ ン トを 取 得 す る。

(*2):受 信 完 了 及 び起 動 条 件 を チ ェ ッ クす る。

(*3):起 動 条 件 に合 致 して い れ ば 、 コ ン ソー ル にSTARTコ マ ン ドを 出す 。

(*4):受 信 フ ァイル を読 み 込 み 、 ジ ョブ を 起 動 す る。

図5-3コ ンソールな どを介 して ジ ョブを起動 す る例
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9

また、 ワー クステー シ ョンなどであ って も、マルチ タスク環境 であれば、図5-4に 示す よ

うにプログラム間通信 を利用 して、実行 中の タス クにフ ァイル受信/転 送終了を通知 し、処

理を実行 させ るこ とも可能で ある。

ユ ー ザ ジ ョブ

RECEIVE

結 果 取 得 ・…(*1)

起 動 条 件 チェヲク・・(*2)

SENDDATA● ・・(*3)

二〕

(*1):結 果取得 イ ンタ フェー スで イベ ン トを取得 す る。

(*2):受 信完 了及 び起動条件 を チェ ックす る。

(*3):起 動条件 に合致 していれば、 プログラム間通信 で通知す る。

(*4):受 信 ファイ ルを読 み込 み、 ジ ョブを起動す る。

図5-4.プ ログラム間通信を利用 して受信 ファイルを処理す る例

一15一



6.エ ラー処理実装上の留意点

6.1エ ラー コー ドの実装上 の留 意点

ロー カルな レベルで処理 され るエ ラー コー ドに対 して は、その種類 や表現 に対す る仕 様上

の規 定 は無 く実装に任 されてい る。 また、エ ラーコー ドが生成 され る場合の チ ェックの ロ ジ

ックに関す る規定 も無いた め、一二重エ ラ ーの発生時 には、 どの エ ラーを先 に検知 す るかの違

い によ・り製品 間でエ ラーコー ドに相違 が 出る可能性 もある ことに留意 しなければな らない。

6.2エ ラー検 出時の後処理方法

エ ラー検出時にアソ シエー シ ョンを継続 した状 態で、デー タの再送 を行 う場合 は、FTA

Mが 提 供す る回復 ・再 開機能(オ プ シ ョン)の みを使用 し、他 は使用 しな い。 これに対 し、

FTPやUAPレ ベルでのエ ラー発生時 の対応 は各製品 によ り異 な る。

FTPあ るいはUAPレ ベルでの リ トライ機 能が必要 となるエ ラ ー として は、 「送受信 フ

ァイル状況確認」時が考 え られ る(相 手 先か らの応答 を得 る ことが必要 なため)。 その他 の

リ トライ機能が有効なエ ラーの種類 と して は、r情 報使用 中エラー』が あ る。 また、 リ トラ

イ処理 を実施す る場合 は、 「リ トライ回数」及 び 「イ ンターバ ル タイム」を規 定 して置 く必

要が あ る。

【リ トライ可能 エラーの例】

FAIエ ラーFAI1303(フ ァイル転送 中)

FAI2002(転 送 ファイル ビジー)

FTPエ ラーFP呪0006(フ ァイル情 報使用 中)

6.3未 実装機能要求 時のエ ラー処理

起 動側 よ り要求 された機能が未実装 の場合 には、応答側 はその機能 が未実 装で ある ことを

起動 側 に通知す る必要 があ る。その際 のエ ラーコー ドおよび処 理結果 を表6-1に 示 す。
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表6-1応 答 側 ・機能未実装 時の処理結果

機 能 項 目 処 理 結 果

・マ ル チ フ ァイル 転 送 最初 の ファイル受信後、 プロ トコル シーケ ンス

エ ラー発生 の可能性が ある。

・代表名 によるフ ァイル読 出 し F-SELECTで 詳 細 コ ー ド'FPDCOOO9'を 返 す 。

・ゼ ロ件 デ ー タ通 知

・ゼ ロ件 デ ー タ フ ァ イル 取 り出 し

正常、エ ラー通知 どち らに も応答可 能であ る。

・データ転送強制 中断 プロ トコル シーケ ンスエラーが発生 す る可能性

が有 る。

・転送状態 問い合 わせ

・中断 フ ァイルの 最初か らの再送

UPIま た はFAIに てエ ラ ー処 理 を行 な う。

・転送許可 時間

・起動者認証

・アクセ ス制御

ノー チ ェ ッ クで あ る。

・デ ー タ圧 縮 データ圧縮 は行われ ない。

(プ レゼ ンテ ー ション層の処理事項で ある。)

・サ イクル管理

(サ イ クルID付 フ ァイルの送信)

サ イ クルIDを 含 め た16桁 の フ ァイル 名 と し

て扱 わ れ る。(フ ァイ ル無 しエ ラ ー とな る.)

・二重交換許可指定 二重 交換 防止 チ ェックを行 な って しま う。

・受信 フ ァイル準備状 況通知

・送信 フ ァイル準備状 況通知

F-S肌ECTで 詳 細 コー ドtFP㏄0005'を 返 す 。

・受信 フ ァイル準備状 況問 い合わせ

・送信 ファイル準備状 況問 い合わせ

F-S肌ECTで 詳 細 コ ー ド'FP㏄0005'を 返 す 。
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了.機 能項 目実現上の留意点

本章で は、各機能項 目をイ ンプ リメ ン トす る上での留意点にっいて記述す る。

7.1FTAM基 本機能

F手 順 と してFTAMを 使用す る上 で使用方法を明確化 した部分、及 びINTAP実 装規

約上 「オ プシ ョン」 とされてい るものでサポー トを推奨 してい る機能項 目を実装する場合の

留 意点を表7-1に 示す。

表7-1FTAM基 本機能実装時の留意点

No 項 目 実装時の留意点

① サ ー ビス クラス 「転送 クラ ス」を必ず実装す ること。

② 機能単位 「読み出 し」、「書 き込み」及び 「グループ化 」をサポー トす る

こと。「 回復」をサ ポー トす るか否か はベ ンダの 自由であ る。

③ 属性 グループ 「 カー ネ ル 」、「機 密 保 護 」 を必 ず サ ポ ー トす る こ と。

また 、応 答 側 は、機 密 保 護 グル ー プの 指定 の な い ア ソ シエ ー シ

ョ ン設定 要 求 に対 して はア ソシエ ー シ ョ ンの 設 定 を拒 否 で きる

こと。 そ の 際 、 エ ラ ー識別 子 に は、"2004(属 性 グル ー プ

誤 り)"を 指 定す る。

④ ドキ ュメ ン ト型 FTAM-3を 必 ず サ ポー トす る こ と。INTAP-1、JO

UG-1を 実 装 す るか 否 か は、 ベ ンダの 自由 で はあ るが 、IN
■

TAP-1に つ い て は、極 力サ ポ ー トす る こ とが 望 ま しい。 な

お、JOUG-1の 定 義 にっ いて は、 「F手 順 フ ァイ ル転送 仕

様 付録C」 を 参照 の こと。

⑤ 圧 縮 ドキュメ ン ト型INTAP-1、JOUG-1'の 転送構文 と し

て、圧縮構文(INTAP-TS1)を 実装す るか否か は、ベ

ンダの 自由で ある。

なお、圧縮構文を提案 してアソシエ ー ションの設定要求を発

行す る時 は、"ベ ー シックエ ンコーディ ング"も 合わせて提案

す ること。 ただ し、接続 当事者間の事前の合意が あれば、圧縮

構文のみを提案 して、アソシエ ーシ ョンの設定要求を発行 して

もよい。

⑥ 実装情報パ ラメタ F-INITIALIZE応 答の実装情報パ ラメタをサポー ト

す ること。 内容 には、応答側識別子 をオブ ジェク ト識別子の形

式で設定す る。

⑦ 診断情報 診断情報パ ラメタをサポー トす ること。また、診 断情報内の詳

細情報 につ いて もサ ポー トす ること。

⑧ F-SELECT要 求/応

答 フ ァイ ル属 性

フ ァイ ル属 性 は、16文 字固 定(フ ァイ ルID:12文 字 、 サ

イ クルID:4文 字)で 送信 す る こ と。 フ ァイ ルIDが12文

字 に満 た な い 場合 は、 フ ァイルIDの 後 に空 白文 字 を12文 字

に な るま で 補 って送 信 す る こと。
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Nα 項 目 実装時の留意点

サイ クル管理が行 われていないファイルの場合 は、サイクル1

Dの4文 字 は空 白文字を設定 して送信す る こと。

ファイル名要 素の数は、必ず1要 素で送 出す ること。

例)フ ァイ ルIDが 、"ABCDEFG"(7文 字 の フ ァイ

ル名)の 場合

① サ イ クルID(仮 に"1234"と す る)が 指 定 され た場 合

回線上 を流 れるファイル名 は次の様 にな る

Hex41424344454647202020202031323334

② サイクルIDが 省略された場合

回線上を流れ るフ ァイル名 は次の様にな る

Hex41424344454647202020202020202020

③ 「代表名 によるファイル読 出 し」 を行 う場 合

回線上を流れ るフ ァイル名 は次 の様 になる

Hex4142434445464720202020202A2A2A2A

「代表名 によるファイル読 出 し」の場合、F-SELECT応

答 には選択 された ファイル名を設定す る こと。 フ ァイル名に使

用す るコー ドは、英数記号(及 び特殊記号)で あ ること。

⑨ F-DATAコ ン 1回 のP-DATA要 求 に マ ッピ ングす るF-DATA要 求 の

カ チ ネ ー シ ョ ン 数 は、転送効率 を考えて、

P-DATA要 求:F-DATA要 求 一1:N(N≧1)

にF-DATA要 求を コンカチネー トして送信 できることが望

ま し い 。

⑩ 最大 レコー ド長 FTAM-3で は、7k(7168)オ クテ ッ トまで の レコ ー

ドを 送受 信 で き る こと。INTAP-1、JOUG-1で は3

2k(32767)オ クテ ッ トまで の レコー ドを送 受信 で き る

こ と 。

⑪ PSAPア ドレス 各実装において は、rF手 順利用 ガイ ド」の該 当箇所に記載 さ

れて いる値のセ レクタ値を持つPSAPア ドレスを使用可能 と

す ることを推奨す る。

7.2転 送 管理機 能

転送管理機能の各項 目を実装 する上での留意点を表7-2に 示す。

表7-2転 送管理機能実装時の留意点

No 項 目 実装時の留意点

① マ ル チ フ ァイル 転

送 時 の ア ソ シエ ー

シ ョン

マルチフ ァイル転送時には、1っ のフ ァイル転 送毎にアソシエ

ー ションの確 立/解 放を行 う実装 と、1度 確立 したアソシエー

ションを解放 せず に、連続 して ファイルを転送 す る実装が考 え

られ るが、転送 の効率化 を考え、通常 は後者 の実装 を行 う。
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No.

②

③

④

項 目

代表名 によるフ ァ

ル読出 し

ゼロ件データ転送

データ転送の強制

判断

実装時の留意点

応答側でサイ クル管理 機能がサ ポー トされてい る場合のみ使用

で きる。本機能をサ ポー トす る場合 は、運用管理機能のサイ ク

ル管理 も合わせてサ ポー トすること。

ゼ ロ件 データの転送 は正常 として扱え ること。

また、送信側の指定 によりエラーとす ること も可能 なこと。

強制中断された内容を障害情報として収集する機能を実装する

こと。

7.3運 用管理機能

運用管理機能の各項 目を実装す る上 での留意点を表7-3に 示す。

表7-3運 用 管理機能実装時の留意点

Nα 項 目 実装時の留意点

① サイ クル管理 本機能がない場合、代表名 によるフ ァイル読 出 し機能が使用で

きない。

② 二重交換防止 フ ァイル毎 に、強制二重交換許可 を指定す ることも可能 に して

お くこと。送受信 フ ァイル状況確認で使用する ファイルは、

二重交換防止 の対象外 として実装す ること。

また、二重交換情報 の リセ ッ ト方法 は、 ローカルマ ターである

が、方法については必ず利用者に提供す ること。

③ 転送許可時間 相手先及び ファイル単位 での指定が可能な こと。

④ 送信 ・受 信 ファ

イル状 況確認

データ転送中の状 況確認 を行え るか、否か は、ベ ンダの 自由で

あ る。 また、 「問い合わせ要求」実行後、 「問い合わせ応答要

求」を開始す るまでの時間長を事前 に取 り決めて置 くこと。

⑤ 転送状態問い合

わせ

F手 順 と して規定 している範囲 は、rFTPア クセ スイ ンタフ

ェース仕様3.2.6」 項を参照の こと。

マルチファイル転送 に関す る情報(例 えば、転 送終了 した ファ

イル数な ど)は 、規定 の範 囲外であるが、実装時 は、 これ らの

情報 も取得 す ることが考 え られ る。

⑥ プライオ リティ

制御

本機能を実装す る場合 、転送要求単位 にプライオ リテ ィの指定

ができること。

7.4セ キ ュ リテ ィ

セキュ リテ ィの各項 目を実装す る上での留 意点 を表7-4に 示す。

表7-4セ キュ リテ ィ機能実装 時の留意点

Nα 項 目 実装時の留意点

① 起動側識別子 起動側が、F-INITIALIZE要 求の起 動者識別パ ラメ

タにセ ッ トし、応答側 が転送制御情報の内容 とチ ェ ックす る。

通常設定 され る内容 は登録 されたオブ ジェク ト識別子であ る。
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Nα 項 目 実装時の留意点

例)登 録 されたオブ ジェク ト識別子

{1239220003}

転送される(回 線上)値

1.2,392.20003

(312E322E3339322E3230303033Hex)

個 々の 要 素 は、".(ピ リオ ド)"で 区 切 る。 長 さ に は、 ビ リ

オ ドの長 さも含む。 ただ し、F手 順 としては、設定エ リアを提

供 して いるだけであ るので、内容 につ いてはユ ーザ の使用形態

によ り違 う形態の値 を設定す ることも可能である。

rF手 順利用 ガイ ド」の該当箇所 も参照の こと。

② 応答側識別子 応答側が、F-INITIALIZE応 答の実装情報パ ラメ タ

にセ ッ トし、起動側が転送制御情報の内容 とチェ ックす る。通

● 常設定 される内容は、登録 されたオ ブジェク ト識別子が設 定 さ

れ る。

例)登 録 されたオ ブジェク ト識別子

{1239220003}

転送される(回 線上)値

1.2,392.20003

(312E322E3339322E3230303033Hex)

個 々 の要 素 は 、".(ピ リオ ド)"で 区切 る。長 さ に は、 ビ リ

1
オ ドの長 さも含む。ただ し、F手 順 として は、設定エ リアを提

供 しているだけであ るので、内容 につ いてユーザの使用形態 に

よ り違 う形態の値を設定す ることも可能である。

rF手 順利用ガイ ド」の該 当箇所 も参照の こと。

●
③ 起動者の認証 起動側が、F-INITIALIZE要 求のフ ァイル ス トアパ

ス ワー ドパラメタにセ ッ トし、応答側が、転送制御情報 に事前

登録 されてい る起動者パ スワー ドの内容 とチ ェックす る。チ ェ

ック時は、起動者識別 と起動者パ ス ワー ドのペア情報 と してチ

エ ッ ク す る 。

④ アクセ ス制御 起 動 側 が 、F-SELECT要 求 の フ ァイ ル ア クセ スパ ス ワー

(ファイルアクセスパスワード) ドパ ラメタにセ ッ トし、応答側が転送制御情報に事 前登録 され

て い るア クセ スパ ス ワ ー ドの 内容 とチ ェ ックす る。

転送制御情報内に登録す るアクセス制御 リス トの数 はローカル

マ ターである(1個 以上 の任意の数)。

⑤ セ キ ュ リテ ィ ロ グ ア ソ シエ ー シ ョン単 位(=相 手 先単 位)、 フ ァイル ア クセ ス単

位(=フ ァイル単位)に セキ ュ リティ情報を取得す る事が考え

られ る。
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7.5障 害管理

障害管理 の各項 目を実装す る上での留意点を表7-5に 示す。

表7-5障 害管理機能実装時の留意点

Nα 項 目 実装時の留意点

① ファイル成立管理 ファイルが成立 した と判断す るタイ ミングはF-CLOSE

の相互確認時点 であるが、詳細 なタイ ミングにについて は、 「

F手 順 ファイル転送仕様4.4.1フ ァイル成立管理」を参

照 の こと。

② 障害処理 障害内容別 に障害情報を取得す る事が考 え られ る。

・回線障害

・ファイル障害

・その他ハ ー ド障害

・UAPか らの強制中断 な ど

③ 再 送 ① ファイル単位 の再送につ いて

マルチ フ ァイル転送時には、転送 中断 とな った当該 ファイル

か らの送信、先頭 ファイルか らの送信を選択できること。

結果が正常終了 にな っているフ ァイルの再送には、強制二重

交換機能を用 いて再送を行 うことも可能 なこと。

② フ ァイル転送中の再送 につ いて

ファイル転送 中の再送 は、FTAM基 本機能の 「回復 ・再開

機 能単位」が サポー トされていて、かつそれが選択 されて い

ることに依存 す る。 サポー トあ るいは選択 されていなければ フ

ァイル転送 を失敗 として処理す る。

④ 障害状態問い合わ

せ

障害内容は、 障害 種別毎(相 手先毎、障害原 因毎な ど)に 蓄積

す ることが考 え られ る。 また、障害情報の蓄積のみでな く、障

害情報の編集 、出力の機能 も合わせて提供す ること。

7.6FAlの 省 略可 能 パ ラメ タ

F手 順製 品 に実装 す る機 能 項 目」 に つ いて は、 「F手 順 一 プ ロ トコル 実装 要 求 仕様 」 に、

その 「必須(m)項 目」 と 「オ プ シ ョ ン(o)項 目」 が 規 定 されて い る。

しか し、 この 「必 須 項 目」 の 中 に は、F手 順 製 品 に実 装 され て い る に も係 わ らず 、実 際上

の シス テム 運用 にお い て 、 ユ ーザ が 利 用 しな い ケ ース もあ り得 るので 、FAIパ ラ メ タ と し

て は 「省 略 可能 」 を 設 けて い る。

7.7F-CANCELプ リミテ ィブ の扱 い

F-CANC肌 プ リ ミテ ィ ブの利 用 につ いて は、 以 下 の通 り とす る。

① フ ァイ ル転 送 の 強制 中断 はF-CANC肌 を 使 わ ず 、回 線 接 断 を伴 うrU-ABORT」 を利 用 す

る。

② 従 って 、F手 順 の仕 様 上 、F-CANCELを 利 用 す る コマ ン ドシー ケ ンス は規 定 しな い。

③ しか し、FTAM間 の コマ ン ドシー ケ ンスの 中 に は、FTPにF-CANCELが 通 知 され る

ケ ースが あ るの で 、FTPは これ に対 応 す る必 要 が あ る。

(接 続 当事 者 間 でF-CANCELに 対 す る対 応 を 事前 に取 決 め て お く)
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8.開 発者 向けQ&A－ 覧

本章 では、F手 順製品を開発 ・実装す る上で、想定 され るQ&Aに つ いて記述 する。

〔接続1〕

質問FAIを 通 してF-CANCELプ リミ テ ィブの機i能を利用す るこ とはで きな

いので しょうか?

主 旨 例えば、現在 マルチ ファイル転送 中のファイルの一 つが 間違 って いる ことが分

か り、 キ ャンセル後 に、 引き続 き次 のフ ァイル転送 を継続す るとい う業務プ ロ

トコル(UAP間 プ ロセス)を 提供 したい と考えています。 そ こで、FAIを

利用 した 「強制中断」実行時に回線接断を伴 うキャンセルと、接断を伴わない

● キ ャンセルの選択 がで きるように して ほ しし、?

回答

…

I F手 順で は、F-CANCELプ リミテ ィブの使用方法っいて一切規定 して お りませ

ん。 シングル ファイル転送における転送キ ャンセル要求 は、F-U-ABORTプ リミ1

・ テ ィブを使用す る規定 とな ってお り、F-CANCELプ リミテ ィブを使用す る必要 は

,あ りませ ん 。

9 マルチフ 。イル車云送 におけ る車云送 キャンセル要求 は、マルチ フ。イ・レ車云送の意味づけ

によ り以下の2パ ター ンが考え られ ます。

a.マ ルチフ ァイ ル転送 は、一連 の転送処理手続 きであ り、各 ファイルの転送順序 に決

ま りが ある場合や、全ての ファイルが正常 に転送 された場合にマルチフ ァイル転送

● が正常終了 したと判断するようなパター ンで使用する・
このよ うな場合、途中の1フ ァイルの転送 を中断 し、後続の ファイルを転送す る

ことは、業務 の遂行上問題が発生す る可能性があ り、好 ま しくあ りません。

このため、F手 順で は、途 中の1フ ァイルの転送 を中断 したい場合 は、そ こで マ

ルチ ファイル転送を終了 させ、中断 した ファイル と後続の フ ァイルの転送 は、 マル

チ ファイルの途中再送機能で対応す るように考えています。

,

b.マ ルチフ ァイル転送 は、単 に同一相手 に複数の ファイルを連続 して送 る都合上、オ

ペ レー ションや、ア ソシエー シ ョンの確立/解 放の回数を減 らすために使用す る。

このよ うな場合、途中の1フ ァイルの転送 を中断 し、後続の ファイルを転送す る

ことはなんの 問題 もな く、ユーザニ ーズ によ り当機能 をサ ポー トす ることはベ ンダ

の 自由です。

ただ し、F手 順 では、a、bの パター ンの切 り分 けが困難で あることや、bの パ ター

ンにおいて も、aの 対処法で対応可能で あること等か ら、F-CANCELの 使用 を規

定す る必要 はない と考えてお ります。
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〔接続2〕

質問F手 順では、応答側識別子をサポー トしていない製品(海 外製品等)と の接続

は可能で しょうか?

回答

F手 順製品であれば、応答側識別子のサポー トは必須 となっていますが、拡張機能と

して応答側識別子を使用 しないモー ドを設定する等の方法により、応答側識別子をサポ

ー トしていない製品と接続することは可能です。

〔接続3〕

質 問F手 順実装時、 フ ァイルアクセ スパ ス ワー ドを使用 しないユ ーザ にお いて、機

密保護 グループの設定がな い製 品 との接続 を容認 して もよいで しょうか?

回答

F手 順製品であれば、機密保護 グループのサ ポー トは必須 とな っていますが、拡張機

能 と して機密 保護 グループを使用 しないモー ドを設定す る等 の方法 によ り、機密保護 グ

ルー プをサ ポー トしていない製品 と接続す ることは可能です。

〔接続4〕

質問WAN/LAN下 位層(ネ ットワーク層,デ ータリンク層 など)の パ ラメタの推奨値な ど詳

細 はないので しょうか?(→JCA-Hの ドキュメン トにはあ ります)

回答

WAN/LAN下 位層の機能選択につ いて は、INTAPの 実装規約 に沿 って システ

ム毎 に選択 されれば良 い ものです。従 って、パ ラメタはF手 順 イ ンス トール時 に使用方

法に応 じて設定 します。
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〔運 用1〕

質 問 接続相手 を特定 す るための 「ネ ッ トワー クア ドレス」や 「利用者識別子」 に関

す る用語 の意味が ドキュメ ン ト間で異 な って いるの は何故で しょうか?
、

主 旨 次の用語 の 「意 味」及 び 「利用方法」の違 いは何で しょうか?

・NSAPア ドレス と 自 己 コー ド(相 手 先 コー ド)

1・起動側(応 答側)識 別子 と組織 コー ド(オ ブ ジェク ト登録要)

・起動 側(応 答側)識 別子 と標準企業 コー ド

・起動 側(応 答側)識 別子 と自己コー ド(相 手先 コー ド)

回答

●NSAPア ドレスや起動側/応 答臓 別子は、FTAMや 。SIの プ。 トコル上相手

先 を識別す るためのパラメタです。F手 順で はこれ らのパ ラメタを利用 して実際にユ ー

ザが相手先を識別す る際にわか りやすいような用語を使用 し、それぞれの値を設定でき

るよ うに して います。

具体的 には、NSAPア ドレスは実際 には十進数の値を とりますがユ ーザが直接その

値 を指定す るので はな く、 「自己コー ド・相手先 コー ド」 と対応付 け、ユーザは この コ

ー ドのみを意識すれ ばよいよ うにな って います
。

また、起動側/応 答側識別子 は相手先を識別す るためのパ ラメタですが、企業間で任

意 に値を設定する と接続先が増加 した場合管理が難 しくなるため、F手 順では各企業を

国際的 に も一意 に識別で きるよ う、 オブジェク ト登録 した組織 コー ドを使用す ることを

お勧 め してい ます。

以下 にF手 順 で使用す るコー ド,パ ラメタにつ いて推奨す る設定値 などを示 します。

項 目 設定値

起動側/応 答側識別子 標 準 企 業 コードまた はオブジェクト識 別 子 を推 奨(max320ct)

自己/相 手先 コー ド 自己/相 手先PSAPを 推奨

データフォーマッ識 別 子 オ ブジェク ト識別子 またはオ ブ ジェク ト識別子 とテキス

トを組み合わせた シーケ ンス番号を推奨(max2560ct)

リンク識別子 各システム個別に設定するため特に指定なし

起 動 者 パ ス ワ ー ド

(・ファイルス}アパスワード)

利用者間で決定す る図形文字列 また はオ クテ ッ ト列

(max80ct)

ファイルアクセスパスワード

(・アクセスパスワード)
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〔運用2〕

質問C3項 目(UAP間 プロ トコル)の 「サ イクル管理 」機能が標準 プ ロフ ァイル

でサ ポー ト"必 須"扱 いなの は何故で しょうか?

主 旨 「サ イクル管理」機能 は、UAP間 の プロセスを通 して実現す る機能であ り、

その手順 につ いて はユーザ間の取決 あに基づ く 「業務 プロ トコル」が必要です。

F手 順の ドキ ュメ ン トに も、 「利用 ガイ ド」にその利用事例が紹介 されて いる

だけで、rF手 順一 ファイル転送仕様 」には、 この機能 にっ いて何 も規定 して

いません。従 って、 この機能を各ベ ンダが提供 して も、 システ ム間の相互運用

性が確保 され る保証 がないので はないですか?オ プ シ ョン扱 いにすべ きでは

ないで しょうか?ま た、 もう一つのC3項 目であ る 「強制二重交換処置機能

」について も、同 じことが いえ ないで しょうか?

回答

F手 順で は、FTAM自 体の機能 に運用面で必要で あると考え られる機能を補完 す る

のが一つの 目的ですが、 「サ イクル管理 」機能 は同 じフ ァイルを複数回送受信 しそれぞ

れ を管理 したいユーザにと って重要 な機能であ ると考え られ ます。 「サイ クル管理 」機

能 はUAPとFTP両 方 のプロセスの処理 により実現 され る機能ですが 、標準 プロフィ

ルでは、UAPま たはユ ーザが この機能 を実際に使用す るか しないかにかかわ らず、F

TPの 機能 と してサポー ト必須 と しています。

〔運用3〕

質問 送信するファイルの容量を通知する手段はないので しょうか?

主旨 「送信 ・受信状況確認 」によ り、 ファイル送信の前に、事前 に相手 にこれか ら

送 るファイルの容量を通知す る ことは、受信側の準備作業上必要で はな いので

しょうか?そ の手段 はフ ァイル転送 システム(FTP間 プ ロセス)を 利用 し

て実現で きないので しょうか?

回答

F手 順の仕様 には規定 されて いませ ん。ただ し、2社 間の運 用上 の取 り決めによ り、

事前 に送信す るフ ァイルの容量 を相手 先 に通知す る方法の1っ と して、 フ ァイル状況通

信 フ ァイルの未使用 フィール ドを使用す ることも可能 です。
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〔運用4〕

質問 「フ ァイル状況通信 フ ァイル」のデータがASCIIコ ー ドに準拠 しなければ

な らないの は何故で しょうか?

主 旨OSIの 規約上、相互接続 を行 う両 システム間で は、事前 にプ レゼ ンテー ショ

ン層のサ ー ビスパ ラメタと して、使用す るコー ドをOSIコ ー ド体系の中か ら、

自由に選択す ることが許 されています。 ところが、F手 順 のフ ァイル転送仕様

では 「フ ァイル状況通信 ファイル」のデータをASCIIコ ー ドに固定化 して

い るの は何故で しょうか?

回答

「ファイル状況通信 ファイル」 は、 ファイル状況 を相手先 と確認す るために使用す る

特殊な フ ァイルで あ り、通常のユーザ ・データを送信す るための もので はあ りません。

OSIで は、ユ ーザ ・データの多様 性を考慮 して使用す るコー ドを 自由に選択で きるよ

うになっていますが、 「ファイ状況通信 ファイル」はユーザ ・データで はな く一種 の制

御情報であ るため実装の容易性を考慮 してASCIIコ ー ドを使用す るよ う標準化 して

います。

〔運用5〕

質 問UPIの 標準 はあ るので しょうか、 また、計画 されて い るので しょうか

主 旨UPIとFAIは どう違 うのですか?FAIと 、いわゆ るAPIは ど う違 う

のですか?UPIの 標準化 は可能なのですか?可 能 な らばその時期 は?

回答

F手 順 は、全銀手順及 びJ手 順等 の既存手順か らの移行を前提 に開発 された ものです。

この既存手順のUPIは ベ ンダによ り異な ります。従 ってF手 順 と しての共通 なUPI

を設 けることは現在の ところ予定があ りません。異機種 間相互接続を実現す る上 で、同

じプロ トコル レベ ルで プ リミテ ィブイ ンタフェースを標準化す る必要があ るため論理的

イ ンタフェースと して、また結果 と してFTP(フ ァイル転送 システム)を ドライブす

るイ ンタフェース としてFAI(FTPア クセスイ ンタフェース)を 仕様化 しています。
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〔運用6〕

質問 ファイル名を16オ クテ ッ トと定 めたの は、 どの ような理 由か らで しょうか?

回答

以下のユーザ要件 とベ ンダ要件の両方 を考慮 して定 めて います。

・ユーザ要 件:全 銀手順 の12オ クテ ッ トは最低で も必要

→今後の業務の拡大 を考える と12オ クテ ッ ト以上 にす る必要が あ ります。

・ベ ンタ要件:実 装済のFTAM(INTAPV1)製 品を調査 した結果
、①8オ

クテ ッ トの整数倍な ら実装可能、②8オ クテ ッ ト以上(最 大 は各ベ ン

ダによって異 なるがいずれ も16オ クテ ッ ト以上可能)で 実装済、③

8オ クテ ッ ト以内で実装済

→8オ クテ ッ ト以内 は、全銀手 順 より短 くデ グ レー ドとな るため除外 し、他 の

要件を満足で きる16オ クテ ッ ト以上 とす るのが妥 当と しま した。

ベ ンダ要件(16オ クテ ッ ト)は ユーザ要件(12オ クテ ッ ト以上)を 包含で きるた

め、16オ クテ ッ トと定め ま した。

〔運 用7〕

質問 ドキ ュメ ン トタイプにFTAM-1が 無 いのは、何 故で しょうか?
6

回答

ドキュメン トタイプのFTAM-1とFTAM-3の 違いは、バ イナ リデータを扱 え

るか否かのみです。全銀手順ではバ イナ リデータを扱え ま したので、FTAM-3は 必

要 としま した。

なお、バイナ リデータの扱 い(コ ー ドの問題)はEDIレ ベルの問題で あ り、FTA

M-1は コー ドの問題 をF手 順に持 ち込 む こととな りますので、FTAM-1は 除外 し

ま した。
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〔運用8〕

質 問F手 順で規定 している機能を超 えて、フ ァイルア クセス動作 に拡張機能 を もた

せ ることは、実装上か まわないで しょうか?

回答

ローカル処理 に閉 じて、拡張機能 を もたせ ることは、実装上 なん ら問題 はあ りません。

したが って、 ファイル アクセス動作 に拡張機能を もたせ る ことは構 いません。

〔運 用9〕

質問 転送要求 に対す るキ ューイ ング機能 については、特 に規定 は無いよ うですが、

キ ューイ ング機能の有 無については、実装 に委ね られ ると考えてよいで しょう?

回答

転送要 求に対す るキ ューイ ング機能 はシステム内に閉 じた運用機能のため、規約外 と

して います。従 って、転送要求 に対す るキ ューイング機能 は実装 に委ね られ ます。 ただ

し、運用面 を考慮す る と必要 な機能 ですので、 ローカルマターですが実装す ることが望

ま しいと考えています。

〔運用10〕

質問 パ ソコンにて標準 プロフィルを実装す ることは想 定 して いないので しょうか?

回答

パ ソコンで も標準 プ ロフィルを実装す るのが望 ま しい と考 えて います。

F手 順 には標準 プロフィル と縮小 プロフィルがあ りますが、メイ ンフレーム用 とパ ソ

コン用 に区別 してい る訳 ではあ りません。 いずれの機種で も推奨 は標準 プロフィルです

が、用途 に応 じて縮 小 プロフィル製品を提供す ること も可能 と しています。
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〔運用11〕

質 問 サ イ クルIDの リセ ッ ト(9999→0001)は 、 自動 的 に行 わ れ るの で し

ょ うか?

主 旨 利用ガイ ド 「3.1サ イ クル管理 」参照。製品 によ り違 いがあ る事 を明 らかにす

るための質問です。

回答

サ イクルIDが 「9999」 とな って いる場合の、次の カウ ン トア ップ時の対応方法

にっ いて、F手 順で は特 に規定 を行 っていません。 そ こで、

・ 「9999」 の次のカ ウン トア ップ時に、自動 的に 「0001」 に リセ ッ トす る製品

・ 「9999」 の次のカ ウン トア ップ時 に、 リセ ッ トを促す メ ッセ ージをユ ーザ に通知

す る製品

.〔前記の内のどち らで もユーザが選択で きる製品

な どが考え られます。

従 って、サイクルIDが 「9999」 を超え る場合 の運用方法 にっ きま－Lては、使用

す る製品の仕様を確認の上、最適 な方法を採用す る必要が あ ります。ただ し、不用意 に

サイ クルIDの リセ ッ トを行 うと、未抽 出の受信データを破壊 して しまう恐れが あ りま

す。 よ って、1日 の内 にサイ クルIDの リセ ッ トを行 うとい った運用 はで きるだ け避 け

る事が望 ましいと言え ます。止 むを得ず1日 の内にサイ クルIDを リセ ッ トす る場合 に

は、受信済みデータの抽出を確認 した上で、 リセ ッ ト処理 を行 うとい う運用が必要です。

〔運用12〕

質問 送信 ファイルの状態 において、"デ ータ送信仕掛 り中"と は、 どのよ うな状態

で しょうか?

回答

rF-CLOSE/F-DESELECTで 異常が発生 し、送信 完了の判断がで きな

い状態」です。(「 フ ァイル転送仕様 」/3.4.2転 送 ファイル状態 」参照)
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〔運用13〕

質問 ゼ ロ件 データ転送時 にサイクルIDを カ ウン トア ップす る製 品とカウ ン トア ッ

プ しない製品 とで は、運用上、どのよ うな違 いがあ るので しょうか?

主 旨 利用 ガイ ド 「第3章3.1サ イクル管理」参照。 それぞれにっいて、運用上の

留意点 を明 らか にす るための質問です。

回答

データ転送時 にサ イクルIDを 自動更新す るか/し ないかにつ いて、F手 順で は特 に

規定を設 けていません。

また、サイ クルIDの 更新方法(昇1順,降 順,etc)に つ いて も、F手 順で は特 に

規定を設 けていません。ただ し、サイ クルIDの 更新方 法 と して は、1か ら始 ま り、+

1ず つ昇順 に更新す る方法が一般的であ り、F手 順の機 能の一つであ る 「代表名 による

フ ァイル読 み出 し」 にお いて も、サイ クルIDを 昇順 に更新す ることが前提 とな って い

ます。

一方
、F手 順の フ ァイル名 は、12桁 の ファイルID+4桁 のサイ クルIDで 構成す

ることと規定 されてい ます。 そ して、起動側 ・応答側 聞のデータ転 送 は、 同一の フ ァイ

ル名の(仮 想)フ ァイル間で行われますので、サイ クルIDも 同一 の値で なければな り

ません。

従 って、起動側 の製 品 と応答側 の製品 との間に、サイ クルIDの 自動更新機能の有無

の違いや、 サイクルIDの 更新方式の違 いが ある場合 には、サ イクルIDを 同一 とす る

ための何 らかの運 用上 の対応が必要 とな る場合があ ります。 この運 用上 の対応策 と して、

サ イクルID更 新 用プ ログラムの追加や、手動 によ るサイ クルIDの 更新等が考え られ

ます。

F手 順 の機能の一つである 「ゼ ロ件デ ータ転送」時のサイ クルID更 新方法 にっ いて

も、通常 のデータ転送 時のサイクルID更 新方法 に準 じます。即 ち、

・ゼ ロ件 データ転 送を正常 とす る場合、ゼ ロ件 デー タ転送時(転 送 一正常終了)に サ イ

クルIDを 更新 す る

・ゼ ロ件 データ転送 を異常 とす る場合、ゼ ロ件デー タ転送時(転 送=異 常終了)に サ イ

クルIDを 更新 しない

ということにな ります。
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〔運 用14〕

質問 利用 ガイ ド 「3.4転 送許可 時間」の記述 にあるよ うな、相手先毎の転送許可時

間の範囲外 に、ファイル毎の転送許可時 間を設定す るケースには、 どのよ うな

メリッ トがあるので しょうか?

回答

F手 順では、 「転送許可時間」を相手先毎、ファイル毎、相手先毎かっ ファイル毎

に定義する事が可能です。一般的には運用上の分かり易さか ら、相手先毎の設定か、フ

ァイル毎の設定のどちらかとする方がよいで しょう。

ただ し、何らかの運用上の必要か ら、相手先毎 とファイル毎の両方の制約を付加 した

運用を行 う場合には、通常、相手先毎にて転送許可時間の全体を制限し、ファイル毎に

て個別の転送許可時間の設定を行います。

時刻

08121824

111]ll]lllllll]]]1]

相手先毎の転送許可時間

ファイルAの転送許可時間

ファイルBの転送許可時間

ファイルCの転送許可時間

i

:

i

1

圏
:

l

i
:

11
…

…1 li

そ して、両方の条件を満足する時間帯(図 の口の部分)の みが有効な転送許可時間とい

う事になります。一方、どちらかの条件のみしか満足 しない時間帯、すなわち、相手先

毎の転送許可時間の範囲か らはみ出した、ファイル毎の転送許可時間の範囲内(図 の口

の部分)は 、転送要求を受け付けないという事になります。このはみ出 した範囲の設定

は無意味であり、運用上 も分かり難 くなります。そこで、このようなケースの場合には、

次図のように相手先毎の転送許可時間の範囲内に、ファイル毎の転送許可時間が収まる

ように設定を行 うことにより、分かり易い運用を図って ください。

時刻

08121824

]1]]]]llllll]]ll]

相手先毎の転送許可時間

ファイルAの転送許可時 間

ファイルBの転送許可時間

ファイルCの転送許可時間

i

1 1

國
騨

1 1

一32一



〔運用15〕

質問 データフォーマ ッ ト識別子の具体的な利用方法、 また は、推奨 され る利用方法

と して どの ような ものが ありますか?〔 利用ガイ ド 第4章 参照〕

回答

データフt-一 マ ッ ト識別子 は、仮想 フ ァイルの ドキ ュメ ン ト型が 「JOUG-1」 の

場合に、転送データのフ ォーマ ッ トを識別す るために使用す る情報です。

F手 順で は、デー タフォーマ ッ ト識別子 にはオブジェク ト識別子、 またはオブジェク

ト識別子 とテキス トの組 み合せの シーケ ンス番号を指定す る事を推奨 しています。(F

TPア クセスインタフェース仕様の付録Aよ り)

〔運用16〕

質問 利用 ガイ ド 「第5章 障害管理 」に転送状態不一致発生時の処置方法(ケ ース1

:送 信側=仕 掛中、受信側=受 信済)と して、

①送 信側を 「データ転送済」 とす る。

②送 信側を 「データ格納済」、受信側を 「受信準備完了」 とした後、再度、

フ ァイル転送 を行 う。'

の2通 りが あ ります。 どのよ うに使 い分けるのが よいので しょうか?

回答

受信 フ ァイルの 内容 によ り、以下 の様 に使い分けて下 さい。

(1)受信 ファイルの内容が正 しい場合

送信側の フ ァイル転送状態を 「データ転送済 み(正 常終了)」 に変更す るの

みで結構です。

(2)受信 ファイルの内容 に誤 りがあ る場合

まず、送信側の フ ァイル転送状態を 「データ格納済み状態」に、受信側 の フ

ァイル転送状態を 「受 信準備完了状態」にそれぞれ変更 します。

次に、再度、 フ ァイル転送を行 って下 さい。
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〔運用17〕

質問 二重交換許可オプションを指定 して、ファイルの二重交換を通常の転送 として

行う場合に注意すべ き点として、どのような事があるので しょうか?

回答

相場情報システムのように、 リアルタイムに最新情報を必要としてファイル転送を行

う場合には、二重交換許可オプション指定は有効です。二重交換を通常の運用をする場

合には、以下の点にっいて注意 して下さい。

(1)送信側、および受信側の両方の フ ァイルに対 し、二重交換許可 オプ ションを指定 しな

ければな りません。

(2)受信データの正 当性を保証す るために、

・受信 ファイルか らのデータ読み 出 し中 には、送信 を行わない という制御 を行 う。

・送信 と次の送信 とのイ ンターバル内 に、データの読 み出 しを行 う事が可能 なパ フォ

ーマ ンスを持 つ システムを使用す る。

とい う必要が あります。

〔運用18〕

質問 ゼロ件 デー タの時の応答形態 は、(製 品によ り)正 常 と して も、エ ラー通知 と

して もどちらで もよいので しょうか?〔 インプ リメ ンテー シ ョン ・ガイ ドの

「表6-1応 答側 ・機能未実装時の処理結果」を参照〕

回答

F手 順では、ゼロ件データ転送 は基本的 に正常転送 と して扱 います。ただ し、送信側

の指 定により、エラーとす る事 も可能です。 この場合、送信側 は、F-DATA-ENDに おける

診断パ ラメタのエラー識別子 に7(起 動側誤 り)を 、詳細 コー ドにFPDCOOO7(ゼ ロ件 デ

ータ転送)を 設定 してエラーを通知 します。一方、受信側で は、製 品によ って は、 これ

らのエ ラー識別子 は無視 され る場合があ ります。
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〔運用19〕

質問 障害状態 問合せ に応 じて編集 ・出力す る障害情報 と しては、 どのよ うな情報が

最小限必要で しょうか?〔 イ ンプ リメ ンテーシ ョン ・ガイ ド第7章 「7.5障 害

管理 」参照 〕

回答

製品によって表示される障害情報は異なりますが、最小限度必要な情報としてファイ

ル転送状態の不一致が挙げられます。F手 順では、ファイルの成立をF-CLOSEプ リミテ

ィブを相互で確認 した時点としているため、これ以前に回線障害等が発生 した場合、双

方のファイルの転送状態が不一致となります。 したがって、障害情報として、障害発生

直前のファイル転送状態を記録する必要があ ります。

〔運用20〕

質問

rF手 順準拠」製品 として最小限サ ポー トすべ きエ ラー コー ドには、 どの よ う

な ものが あるので しょうか?

主 旨 プロ トコル実装仕様 の 「11.2詳 細 コー ドの生成」 に記載 されている コー ド全

て をサ ポー トしな ければな らないのですか?

回答

F手 順 では、FTAMで 規定 され るエ ラー コー ドに加え、FAIの エラー コー ドな ど

独 自のエ ラー コー ドを規定 しています。何を持 って最小限 とすべ きかは製品 によって異

なると思われますが 、相互運用性 を向上 させ るにはで きるだけサ ポー トすべ きで しょう。

ただ し、全 ての機能 を実装 していない製品、例 えばゼロ件データ転送 をエラー と して扱

わ ないシステムにつ いて は、 これに関す る情報 は送信側 と して は当然 サポー トされず、

受信側 と して もサ ポー トされないか もしれ ません ので事前に取 引相手 と確認 して下 さい。
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〔運用21〕

質問FAIに 準拠する ことによ り、 アプ リケーシ ョンプログラムの移植性は確保 さ

れますか?

主 旨FAIは 論理的なイ ンタフ ェー スであ り、プログラ ミング言語 レベ ルでのイ ン

タフェースは規定 していません が...

回答

FAIはFTPとUAP間 の論理的な イ ンタフ ェースであ り、F手 順で はプ ログラ ミ

ング言語 レベルのイ ンタフェースを規定 して いません。 したが って、あるベ ンダが開発

したUAPプ ログラムは、他 の環境への移植性 は保証 されません。 しか しなが ら、FA

I・を規定す る事 によ り、UAPか ら見たF手 順 の機能の共通化を図 ることが可能 とな り、

相互運用性の確保が容易 とな ります。

〔運用22〕

質問 ドキュメ ン ト型 とは何ですか?ま た、 どのよ うに使い分 け るのです か?

主 旨 各 ドキ ュメ ン ト型 につ いて教 えて くだ さい。

回答

FTAMで 扱 うフ ァイルの形式 を決 めて いる ものです。F手 順で対象に してい る ドキ

ュメ ン ト型は、次の3つ です。

・FTAM-3:非 構造バ イナ リフ ァイル、 レコー ドの概念がない ファイル形式。

・INTAP-1:順 編成バ イナ リレコー ドフ ァイル
、 レコー ド単位の転送がで き

るファイル形式。

・JOUG-1:順 編成バ イナ リレコー ドファイル、 レコー ド単位の転送がで き、

デー タフ ォーマ ッ トの識別子 も合 わせ て送信で きるファイル形式。

どの形式を選ぶかは、利用す るマ シン、格納 す る内容な どに応 じて決定す る必要があ り

ます。
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〔運用23〕

質 問 概説書等で出て くる 「図形文字列 」 とは何ですか?ま た、その コー ド体系 は?

回答

全ての コー ドの 内、英数字、 日本語文字な ど通常 に書 き表せ る範囲の文字 の コー ドか

らな る ものです。(ス ペース も含む。)

(制 御 コー ド以外 のコー ドです。)

コー ド体系 として は、

JIS-XO201(英 数字)

JIS-XO208(漢 字)

があ ります。

〔運用24〕

質問F手 順で使用するア ドレス体系は新体系のみですか?

また、新体系で も4っ のア ドレス体系がありますが、どれを使用するかにっい

て規定 していますか?

回答

F手 順 では、新体系のア ドレスのみを使 うことと しています。(旧 体 系の ア ドレスは

使用 しません。)

また、新体系で決め られて います4つ の形式の どれを使用す るか については規定 してい

ませ ん。使用す る網の特性、利用形態に合わせ、 システム毎 に取 り決め ることとな りま

す。

詳細 は、 「利用ガイ ド2.2(1)ア ドレス体系」の内容を参照 して ください。
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〔計画1〕

質問F手 順についての最新情報(各 種 ドキュメン ト及び修正情報等)を 、自動的に

入手する手段はあるので しょうか?

主 旨F手 順 ドキュメン ト購入時 に、例えばマ スター ファイルサー ビスのよ うなサー

ビスを受 け られれば、 自動的に仕様 などの変更情報 を入手 でき、便利 なのです

が...

回答

F手 順の機能仕様書を購入 して頂 き、F手 順製品を提供 しているベンダ(及 び開発す

る予定が明確なベンダ)に は、産業情報化推進センターF手 順事務局より、随時に最新

情報(正 誤表及び差換え版)を 、各種アンケー トと共に配付 します。

〔市場製品1〕

質問 端末機能のみに機能を絞 った製 品(パ ソコ ン用)は 、rF手 順準拠」製品 とは

認 め られないので しょうか?〔 インプ リメ ンテー シ ョン ・ガイ ド 「第3章F

手順 インプ リメン トの考え方」参照 〕縮小 プロフィルのみを実装 した製品 は、

rF手 順準拠」製品 とは呼べな いので しょうか?も し、rF手 順準拠 」製品 と

呼べ る場合、 「数年間の経過措置」を過 ぎたとき、 どの ような扱 いとな るので

しょうか?〔 インプ リメンテーシ ョン ・ガイ ド 「第4章 実装機能の選択 」参

照 〕

回答

F手 順製品の呼称 につ いては、開発ベ ンダの"良 識"に 依存 します。

産業情報化推進セ ンターF手 順事務局では、 「数年間の経過措置 」の間 は、rF手 順準

拠製品」 とは一般 に縮小 プロフィルの 「必須機能」以上 を実装 して いる製品を総称 して

います。
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